
Title 韓国語一型アクセントの研究

Author(s) 崔, 鉉鎭

Degree Grantor 北海道大学

Degree Name 博士(文学)

Dissertation Number 甲第12511号

Issue Date 2017-03-23

DOI https://doi.org/10.14943/doctoral.k12511

Doc URL https://hdl.handle.net/2115/65372

Type doctoral thesis

File Information Choi_Hyunjin.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP



1 

 

 

博士学位論文 
 

 

 

 

 

韓国語一型アクセントの研究 

 

 

 

 

 

 

 

北海道大学文学研究科 

崔 鉉 鎭 

 

 



2 

 

平成 28 年度 

博士学位論文 

 

 

韓国語一型アクセントの研究 

 

この論文を博士(文学)学位論文として提出する 

提出：2016 年 11 月 30 日 

 

 

 

 

北海道大学大学院文学研究科 

言語文学専攻 

 

指導教員 李連珠 

氏    名  .崔鉉鎭 

 

 



3 

 

 

博士学位論文 
 

 

 

 

 

韓国語一型アクセントの研究 

 

 

 

 

 

 

 

北海道大学文学研究科 

崔 鉉 鎭 

 

 



i 

 

目  次 

 

第一章  序論                                   1 

1.1. 研究の背景と目的                             1 

1.2. 論文の構成                                1 

1.3. 表記及び調査方法                              2 

1.3.1. 表記                                    2 

1.3.2. 調査方法                                  3 

1.4. 調査地域                                 3 

 

第二章 先行研究                                 4 

2.1. 一型アクセントの定義及び概念                       4 

2.1.1. 一型アクセントと無アクセントを異なる概念として捉える立場        4 

2.1.2. 一型アクセントと無アクセントを同じ概念として捉える立場        6 

2.2. 「準声調方言」と「非声調方言」                          7 

2.3. 筆者による「韓国語一型アクセント」の定義                   8 

2.4. 韓国語一型アクセント方言に関する先行研究                   9 

2.4.1. 先行研究                                 9 

2.4.2. 解釈及びまとめ                             16 

 

第三章  各方言の記述と分析                           17 

3.1. チョンヤン方言                                  17 

3.1.1. 調査期間及びインフォーマント情報                     17 

3.1.2. 言い切り形における名詞の音調的特徴                  17 

3.1.3. 言い切り形と接続形の相違                       22 

3.1.4. チョンヤン方言におけるアクセント単位の認定の必要性及び認定基準    25 

3.1.4.1. アクセント単位の定義                        25  

3.1.4.2. アクセント単位認定の必要性の検討                  25 

3.1.4.3. アクセント単位の認定に関わる要素                 27 

3.1.4.4. まとめ                                29 

3.1.5. 複合名詞の音調的特徴                        30 

3.1.5.1. ５音節以下の複合名詞                           30 

3.1.5.2. ６音節以上の複合名詞                              32 

3.1.5.3. まとめ                                   34 

3.1.6. 用言の音調的特徴                            34 



ii 

 

3.1.7. まとめ                                37 

3.2．ソウル方言                                38 

3.2.1． 先行研究                                38 

3.2.2. 調査期間及びインフォーマント情報                  42 

3.2.3. 言い切り形における名詞の音調的特徴                  42 

3.2.4. 言い切り形と接続形の相違                        47 

3.2.5. 最後の音節のみ高く現れる音調型について                 48 

3.2.6. 複合名詞の音調的特徴                             48 

3.2.7. 用言の音調的特徴                            50 

3.2.8. まとめ                                 51 

3.3. ナジュ方言                                      53 

3.3.1. 先行研究                                  53 

3.3.2. 調査期間及びインフォーマント情報                          54 

3.3.3. 言い切り形における音調的特徴                             54 

3.3.3.1. パターン①の特徴                           55 

3.3.3.2. パターン②の特徴                            56 

3.3.3.3. パターン③の特徴                          57 

3.3.3.4. 分節音と音調型の関係                             58 

3.3.3.5. まとめ                               59 

3.3.4. 言い切り形と接続形の相違                                   60 

3.3.5. 複合名詞の音調的特徴                          61 

3.3.6. 用言の音調的特徴                             62 

3.3.7. まとめ                               63 

3.4. コソン方言                              65 

3.4.1. 先行研究                              65 

3.4.2. 調査期間及びインフォーマント情報                  67 

3.4.3. 言い切り形における音調的特徴                    67 

3.4.4. 言い切り形と接続形の相違                      72 

3.4.5. カンヌン方言との比較考察                      73 

3.4.5.1. カンヌン方言のアクセント体系                    73 

3.4.5.2．比較考察                              75 

3.4.6．まとめ                                77 

 

第四章  韓国語一型アクセントの特性                        79 

4.1. 言い切り形に見られる特徴                                  79 

4.1.1. 分節音と音調型の関係                        81 



iii 

 

4.1.1.1. 先行研究                                          81 

4.1.1.2. チョンヤン、ソウル、ナジュ、コソン方言と分節音           82 

4.1.1.3. アクセントの対立を持つ方言と分節音                             86 

4.1.1.4. まとめ                                                        89 

4.1.2. 音調型の数                                    90 

4.1.2.1. チョンヤン方言                                               90 

4.1.2.2. ソウル方言                                                  91 

4.1.2.3. ナジュ方言                                                  91 

4.1.2.4. コソン方言                                                  92 

4.1.2.5. まとめ                                                       93 

4.2. 接続形に見られる特徴                                            93 

4.2.1. ４つの方言における言い切り形と接続形の相違                    94                     

4.2.2. 多型アクセントとN型アクセントにおける言い切り形と接続形の相違   97                                      

4.2.3. まとめ                                                  99 

4.3. 韓国語一型アクセントの諸特性の提示                     99 

 

第五章  日韓一型アクセントの対照言語学的考察                   102 

5.1. 日本語一型アクセントに関する先行研究                 102 

5.1.1. 九州地方の一型アクセントに関する記述                      102 

5.1.2. 四国地方の一型アクセントに関する記述                       107 

5.1.3. 中部地方の一型アクセントに関する記述                       108 

5.1.4. 関東地方の一型アクセントに関する記述                      109 

5.1.5. 東北地方の一型アクセントに関する記述                       111 

5.1.6. まとめ                                                    113 

5.2. 日韓一型アクセントの言語地理学的分布                113 

5.2.1. 日本語の場合                                               114 

5.2.2. 韓国語の場合                                               115 

5.3. 日韓一型アクセントの対照言語学的考察                 116 

5.3.1. 音調型の数                            116 

5.3.1.1. 日本語の場合                             116 

5.3.1.2. 韓国語の場合                             118 

5.3.1.3. まとめ                                 120 

5.3.2. 音韻構造と音調型の関係                            120 

5.3.2.1. 分節音と音調型の関係                              120 

5.3.2.2．音節構造と音調型の関係                          122 

5.3.2.3. まとめ                                  125 



iv 

 

5.3.3. 言い切り形と接続形の相違                       125 

5.3.3.1. 日本語の場合                            125 

5.3.3.2. 韓国語の場合                            128 

5.3.3.3. まとめ                                  130 

5.4. 本章のまとめ                                   131 

 

第六章  結論                                       132 

6.1. 本論文のまとめ                                  132 

6.2. 今後の課題                                      135 

 

〈参考文献〉                                       136 

 

〈謝辞〉                                         141 

 

 

表 目次 

 

表1  孫在賢(2005a)によるチェチョン方言の音調型                 10 

表2  孫在賢(2005a)によるソギポ方言の音調型                     11 

表3  孫在賢(2007a)によるインジェ方言・コソン方言の音調型              12 

表4  孫在賢(2007a)によるヤンヤン方言・ソクチョ方言の音調型            12 

表5  孫在賢(2007a)によるヤング方言の音調型                           13 

表6  孫在賢(2007a)によるイクサン方言・スンチャン方言の音調型              14 

表7  孫在賢(2007a)によるソウル方言の音調型                                14 

表8  李華春(2013a)による撫順方言の音調型                                  15 

表9  チョンヤン方言の言い切り形における音調型                             22 

表10  チョンヤン方言における一型アクセント(言い切り形)                    22 

表11  ソウル方言における言い切り形の音調型                                46 

表12  長母音を持つパターン①における長さごとの現れ方 (言い切り形)         55 

表13  短母音を持つパターン①における長さごとの現れ方 (言い切り形)         56 

表14  パターン②における長さごとの現れ方 (言い切り形)                     57 

表15  パターン③における長さごとの現れ方 (言い切り形)                     57 

表16  ナジュ方言における分節音と音調型の関係                              59 

表17  コソン方言における言い切り形の音調型                               72 

表18  崔鉉鎭(2013a)によるカンヌン方言のアクセント体系                     73 



v 

 

表 19  ソウル、ナムウォン、撫順方言における  

２音節名詞の音調型の対応(李連珠2015)            81 

表 20  ソウル、ナムウォン、撫順方言における 

音調型と分節音の関係(李連珠2015)               81 

表21  孫在賢(2007a)によるカンヌン・トンへ方言の言い切り形と接続形の相違     97 

表22  孫在賢(2007a)によるヨンウォル方言の言い切り形と接続形の相違          98 

 

 

図 目次 

 

図1 調査地域                                           3 

図 2  日本語全国方言のアクセント分布図(平山1986:42)                  114 

図 3 韓国語全国方言のアクセント分布図 (福井2013:204)                115 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



1 

 

第一章 序論 

  

1.1. 研究の背景と目的 

従来、韓国語諸方言のアクセント研究においてアクセントの対立を持たない方言は常に

アクセント研究から外されてきた経緯があった。一部の方言を対象とした断片的な記述は

みられるものの、本格的なアクセント研究が殆ど進んでいないのが現状である。それゆえ、

アクセントの対立を持たない方言にはどのような特徴が見られるのか、また、アクセント

の対立を持たない諸方言の間にはどのような共通点と相違点が存在するのかなど、アクセ

ントの対立を持たない方言の特徴について未だに明らかにされていない部分が多い。福井

(2001)によると、韓国のソウル、キョンギ(京畿)道1、チュンチョン(忠清)道、チェジュ(済

州)道及び北朝鮮ではハムギョン(咸鏡)道以外の地域で弁別的な高低アクセントが存在す

るという報告がまったくされていないと述べている。これはこれらの地域にアクセントの

対立を持たない方言が数多く分布している可能性が高いことを示唆する。 

従って、本論文では、一型アクセントに関する先行研究を踏まえた後、筆者による韓国

語一型アクセントの定義を行う。そして、その定義に基づき、チョンヤン(青陽)方言、ソ

ウル方言、ナジュ(羅州)方言、コソン(高城)方言の４つの方言のそれぞれの音調的特徴を

詳細に記述し、分析と解釈を行う。その上で、４つの方言を対象に比較考察し、韓国語一

型アクセントに現れやすい諸特性について述べる。そして、日本語一型アクセントとの対

照を通して両言語に見られる共通点と相違点について述べる。 

 

1.2. 論文の構成 

本論文は全六章で構成されている。第一章の序論では研究目的について述べ、音素及び

音調の表記を示す。また、調査方法について述べる。第二章は、本論文において最も重要

な概念となる「一型アクセント」が研究者の間でどのように捉えられてきたかについて述

べた後、筆者による「韓国語一型アクセント」の定義を行う。その上で、韓国語一型アク

セントに関する先行研究を概観する。第三章では、チョンヤン方言、ソウル方言、ナジュ

方言、コソン方言の４つの方言の音調的特徴について記述・分析する。チョンヤン方言、

ソウル方言、ナジュ方言は最初の２音節における音調的様相によって全体の音調型が特徴

づけられる方言である。それに対し、コソン方言は次末音節と最後の音節における音調的

様相によって全体の音調型が特徴づけられる方言である。第四章では、第三章において取

り上げた４つの方言を分節音と音調型の関係、音調型の数、言い切り形と接続形の相違の

３つの観点から比較考察を行い、韓国語一型アクセントに見られやすい諸特性について取

                                                   
1 地名表記に関しては基本的にカタカナを用いて原語に近い発音を示すが、最初に言及される場合に限っ 

 てカタカナと漢字を併記する。行政区域は漢字表記する。尚、図に地名表記を施す場合は常にカナカナ 

 と漢字を併記する。 
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り上げる。第五章では、日韓一型アクセントを対象に音調型の数、音韻構造と音調型の関

係、言い切り形と接続形の相違の３つの観点から対照考察を行い、両言語にみられる共通

点と相違点について述べる。第六章では、第二章から第五章にかけて述べてきた内容を網

羅し本論文をまとめる。そして、今後の課題について述べる。 

 

1.3. 表記及び調査方法 

1.3.1. 表記 

母音と子音の表記においては以下の表記を用いる。母音８個、子音 21 個である。年配層

では語頭音節が長母音で現れる場合がある。「：」で示す。 

 

母 音：/i/、/e/、/ɛ/、/a/、/ʌ/、/o/、/u/、/ɯ / 

 

子 音：/kh/、/th /、/ph /、/ʧh /、/k’ /、/t’ /、/p’ /、/ʧ’ /、/s’ /、/ s/、/h /、/k /、 

/t /、/p /、/ʧ /、/n /、/r /、/m /、/ŋ /、/j /、/w / 

 

音調表記において以下の記号を用いる。尚、場合によっては高い音調と低い音調に対し

H(High tone)と L(Low tone)を用いる場合もある。下降調は F(Falling tone)で示す。 

 

・低から高への音調変動: [       

 ・高から低への音調変動: ]   

・音節内下降: ]]       

 

その他の表記においては以下の記号を用いる。 

 

・任意の名詞及び用言の語幹に該当する音節: ○           

・任意の助詞及び活用語尾に該当する音節: ◎   

・言い切り形2: 。 

・接続形: …                                        

・音節の境界: . 

・形態素の境界: -                 

・アクセント単位の境界: ｜ 

・句(音調句3)の境界: { } 

                                                   
2 言い切り形と接続形について 3.1.3 節で詳しく取り上げるが、上野(1977)によって提唱された概念とし

て、言い切り形は言い続けるつもりのない場合に現れるものであり、接続形は言い続けるつもりの場合

に現れるものである。 
3 音調句(Tonal phrase)とは「固定しているアクセント単位とは異なり、伝えたい意味に応じて話し手が

自由にその長さを指定できる伸縮自在の単位」(上野 2011b:322)のことを意味する。句音調ともいう。 
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1.3.2. 調査方法 

調査は記述言語学的手法に基づいて行い、以下の３種類の調査方式から音声データを収

集した。 

一つ目は、絵と写真を用いて発音してもらう方式である。最も自然な音声データが取れ

ると考えられ、分析・考察する際にはこの方式から収集したデータを優先している。 

二つ目は、予め作成した語彙調査表を方言話者に発音してもらう形式である。絵と写真

では表せない語彙を補うとともに、分節音あるいは音節構造(軽音節・重音節)と音調型の

関係について調査するために行った。語彙調査表は１音節名詞から４音節名詞までを対象

に１音節目と２音節目における分節音と音節構造を考慮して組み合わせたものである。 

三つ目は、語彙を用い、名詞(＋助詞)＋用言などのような短文を作って発音してもらう

形式である。この調査方式を取った理由は連文節の場合に現れる音調的特徴を明らかにす

るためである。その他にも、場合に応じて自然談話を収集する方式も取った。 

 

1.4. 調査地域 

 本論文で取り上げるチョンヤン方言、ソウル方言、ナジュ方言、コソン方言が使われる

地域を以下の図１に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 調査地域 

 

チュンチョン(忠清)南道 

② 

① チョンヤン(青陽)郡 

② ソウル市 

③ ナジュ(羅州)市 

 

① 

④ 

③ 

チュンチョン(忠清)北道 

カンウォン(江原)道 

キョンギ(京畿)道 

キョンサン(慶尚)北道 

キョンサン(慶尚)南道 

チョルラ(全羅)北道 

チョルラ(全羅)南道 

チェジュ(済州)道 

④ コソン(高城)郡 
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第二章 先行研究 

 

本章では、まず、先行研究において「一型アクセント」がどのように捉えられてきたか、

その概念と定義を概観する。一型アクセントはアクセントの対立を持たない点からしばし

ば「無アクセント(あるいは無型アクセント)」と呼ばれる場合がある。両者の相違をめぐ

って両者を異なる概念と捉える立場と同じ概念と捉える立場に分かれているため、各々の

立場における一型アクセントの定義について取り上げる。 

次に、韓国語の先行研究としてキム・チャギュン(1999)の「準声調方言」と「非声調方

言」について述べる。韓国では従来、声調論4に基づいた研究が盛んに行われてきたため、

一型アクセントという用語は用いられていない。但し、キム・チャギュン(1999)の「準声

調方言」と「非声調方言」は一型アクセントと類似した概念として捉えられるため、これ

らの概念について取り上げる。最後に、これらの先行研究を踏まえつつ、筆者による韓国

語一型アクセントの定義を行った上で、韓国語一型アクセントに関する先行研究について

概観する。 

 

2.1. 一型アクセントの定義及び概念 

「一型アクセント」という用語は平山輝男氏によって初めて用いられ5、その後、多くの

研究者らにより広く用いられてきている。一型アクセントの定義及び概念を捉える上で、

「無アクセント」という概念が密接に関わってくる。両者はアクセントによる対立を持た

ない点において共通している。一方、一型アクセントと無アクセントの相違をめぐって、

研究者の間で両者を異なる概念と捉える立場と同じ概念と捉える立場で分かれている。そ

のため、どちらの立場から一型アクセントを捉えるかによってその定義は変わってくる。 

 一型アクセントと無アクセントを異なる概念と捉える立場としては平山(1974、1975)6と

上野(1984、2009、2011a)、Uwano(1999)が代表的である。それに対し、両者を同じ概念と

捉える立場としては山口(1998)が代表的である。 

 

2.1.1. 一型アクセントと無アクセントを異なる概念と捉える立場 

この立場としては、平山(1974、1975)と上野(1984、2009、2011a)、Uwano(1999)があげ

られる。お互いに異なる分類基準を設定しているものの、明確な分類基準に基づいて一型

                                                   
4 音節ごとに音韻的な音の高さが決まっていると捉える立場から分析と解釈を行う理論である。 
5 平山(1944)に「一型アクセント」という用語を用いるようになった経緯が述べられている。要約すると、 

1935 年の秋、音声学協会での講演の中で、アクセントによる区別がないものを「一ツ型(ひとつかた)ア 

クセント」或いは「一型(いっけい)アクセント」と呼んで説明していたところ、その夜の晩餐会で三宅 

武郎氏の助言を受け、「一型アクセント」と名付けたとのこと。 
6 最初から一型アクセントと無アクセントを明確に分類する立場に立っていたわけではない。平山(1936、 

1940a、1944、1955、1957)は両者が異なる性格のものであると認めつつも、同じ一型アクセントとして 

捉えていたが、平山(1974、1975)からは両者を明確な基準を設けて分類する立場に立っている。 
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アクセントと無アクセントの分類を行っている。 

平山(1974、1975)は、「型知覚」を基準として立て、両者を分類している。型知覚とは「方

言の話し手が語や文節などを一定の高低関係の相に発音しようとする意識」(佐藤 1980:27)

のことを意味するが、平山(1974、1975)は同じく１種類の音調型を持っていても「型知覚」

を持つ場合の方言のみを一型アクセントとして捉えており、型知覚を持たない場合は無ア

クセントと捉えている。例えば、都城方言の場合は、文節において文節末のみ高くなる尻

上がり一型であるが、アクセント型が明瞭である上に、方言話者も型知覚を持つ。それに

対し、無アクセントの場合は、アクセント型が明瞭ではなく、方言話者自身も型知覚を持

たないという。通時的観点から一型アクセントと無アクセントを捉えた場合、一型アクセ

ントは鹿児島二型アクセントが統合した結果によるものであると捉え、「統合一型アクセン

ト」と名付けている一方で、無アクセントはアクセントの崩壊によるものと捉え、「崩壊ア

クセント」と名付けている。両者の分布については、一型アクセントはごく狭い地域に分

布しているが、崩壊アクセントはかなり広い地域に観察され、宮崎市・熊本市をはじめ、

四国の大洲市、北陸の福井市、関東の水戸市・宇都宮市、奥羽の福島市・仙台市・山形市

など全国にわたって分布しているという。 

一方、上野(1984、2009、2011a)、Uwano(1999)は、一型アクセントを「N 型アクセント」

7の一つのタイプと捉える立場から無アクセントとは異なるものと分類している。但し、分

類基準の設定においては相違が見られる。 

上野(1984)と Uwano(1999)は「文節表示機能」を分類基準として設定している。例えば、

上野(1984)では一型アクセントと解釈される都城方言8の場合、「文節性」が保たれ、音調型

が文節表示機能を果たしているのに対し、無アクセントと解釈される仙台方言9は既に文節

から離れ、「句表示機能」のみを持つことが窺えると述べている。但し、都城方言もノや連

体形による連体修飾語は次に来る名詞と１つのアクセント単位を成す傾向が強く、文節か

ら離れ始めていることが窺える現象が見られるという。 

Uwano(1999)は上野(1984)と同様、都城方言と仙台方言を例として挙げつつ、より具体

例を提示し、両者に現れる１種類の音調型は異なる性質のものであることを述べている。 

                                                   
7 N 型アクセントとは、「アクセント単位の長さが増えても、対立数が一定数(N)以上に増えていかない体 

系」(上野 2012:45)である。上野(1984)により初めて提唱された概念であり、「アクセント単位の長さに

応じて対立数が増えていく体系」(上野 2012:45)である「多型アクセント」と対立される概念である。 

8 都城方言は文節の最後の音節が常に高い特徴を持つ(Uwano 1999)。 

 

例)  [テ        ヤ[マ        オト[コ       ヤマミ[チ        ヤマノボ[リ 

 (手)        (山)          (男)          (山道)              (山登り) 

 
9 仙台方言は句において語頭のモーラと最後のモーラは低くそれ以外のモーラは若干高い特徴を持つ 

(Uwano 1999)。 

 

例)  [ハ]ナ    ハ[ナ]ダ    コ[ノハ]ナ    コ[ノハナ]ダ    コ[ノハナガソウ]ダ 

     (花、鼻) 
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Compare the example of sentence in both dialect  

 

Miyakonojo           Sendai 

{kag[ga|nat[ta}     {ka[gi]nga}{[nat]ta} (Persimmons have grown.)  

*{kagga nat[ta}      {ka[ginga nat]ta} 

 

As can be seen from these examples, the pitch pattern in the Miyakonojo 

dialect marks the end of the syntagma. This shows that in a one-pattern accent 

system, accent has a demarcative function. The Sendai dialect on the other 

hand, does not have this function.  

 

(都城方言の音調型は文節末であることを示す。これは一型アクセントにおける音調 

型が文節表示機能(demarcative function)を持つことを意味する。一方で、仙台方 

言の音調型はそのような機能を持たない) (Uwano 1999:186)  

 

都城方言と仙台方言は両者とも１種類の音調型しか持たないものの、都城方言の音調型

は句を超えず文節ごとに被さるため、音調型が文節表示機能を果たしていると捉えている。

それに対し、仙台方言の音調型は文節を超えて句を単位に音調型が被さるため、音調型が

文節表示機能を果たしていないと捉えている。これを根拠に都城方言は一型アクセントと

解釈し、仙台方言は無アクセントと解釈している。 

上野(2009、2011a)はアクセント単位における固有のパターンの有無から一型アクセント

と無アクセントを分類している。アクセント単位が単語であるか文節であるかは言語と方

言によって多少の出入りはあるものの、アクセント単位で固有のパターンを持つ場合のみ

を一型アクセントと捉えており、それより大きな単位、例えば、音調句で初めてパターン

が決まる場合は無アクセントと捉えている。 

 

2.1.2. 一型アクセントと無アクセントを同じ概念と捉える立場 

この立場としては、山口(1998)が代表的である。山口(1998)は音韻論的な面において一

型アクセントと無アクセントの両者とも現れる音調型は非弁別的であるため、両者を同じ

ものと捉えている。 例えば、一型アクセントの典型的な方言としてよく取り上げられる都

城方言の尾高一型アクセントについて「『尾高一型』を『一型アクセント』として、『平板

一型』を『無アクセント』とするのは、いわゆる音韻的に言うならば、『非弁別的無核型』

以外の何者でもないはずである. 『型の区別がない、下降があるとしてもその下降に音韻

的意味がない、上昇があったとしてもその上昇に音韻的意味はない』ことにポイントがあ

り、その相違はイントネーションレベルのものであるに他ならず、『一型』と『無型』を峻

別する意味自体音韻的に無意味である」(山口 1998:58)と指摘している。 
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2.2. 「準声調方言」と「非声調方言」 

 韓国では、声調論による研究が盛んに行われてきているため、一型アクセントという用

語及び概念は存在しない。但し、キム・チャギュン(1999)の準声調方言と非声調方言は一

型アクセントと似た概念であると言える。キム・チャギュン(1999)は韓国語諸方言につい

て超分節音素から分類を行ったキム・ヨンマン(1986)10に基づきつつ、声調論による分類を

試み、韓国語諸方言を声調方言、準声調方言、非声調方言の３つに分類している。  

まず、声調方言は語や文節の高低が相対的に固定された上で、音声学的要素からは高低

が予測不可能であるものとして、キョンサン(慶尚)道、カンウォン(江原)道の東部、ハム

ギョン道、中国延辺が属すると述べている。次に、準声調方言は音の高低と母音の長短の

うち、どちらが弁別的であるか判断し難い状態のものである。そのため、母音の長短の観

点から見れば高低と強勢が予測可能であり、高低の観点から見れば母音の長短と強勢が予

測可能である。クァンジュ(光州)とチョルラ(全羅)南道の一部が属している。最後に、非

声調方言は、語や文節の高低が他の音声学的要素によって予測可能であるものとして、ピ

ョンアン(平安)道、ファンヘ(黄海)道、キョンギ道、ソウル、カンウォン道の西部、チュ

ンチョン道、チョルラ北道、チョルラ南道の一部が属すると述べている。 

 アクセント論から捉えた場合、声調方言は多型アクセントと N 型アクセントに似た概念

として解釈できる。一方、非声調方言と準声調方言は一型アクセントに似た概念として解

釈できる。非声調方言の場合は音声的に複数の音調型が現れても音声的要素によって予測

可能であるため、当然、一型アクセントと似た概念として捉えられる。準声調方言の場合

は母音の長短と音の高低のどちらが弁別的要素であるか決めがたいものであるが、本論文

では母音の長短を音素として捉えているため、非声調方言と同じく音声的要素によって音

調型の出現条件が予測可能であるものと見る。よって、非声調方言と共に一型アクセント

と似た概念として捉えられる。 

                                                   
10 キム・ヨンマン(1986)は長短と高低を超分節音素として設け、韓国語諸方言の分類を以下のように行っ 

ている。 
 

a. 西部諸方言 (ピョンアン、ファンヘ、キョンギ、ソウル、カンウォンの西部、チュンチョン、チョル 

ラ) 
 
b. キョンナム(慶南)方言 (ウルサン(蔚山)、ウルチュ(蔚州)、コチャン(居昌)などの北部地方は除く) 
 
c. キョンブク(慶北)方言 (キョンナムのウルサン・ウルチュ・コチャン、カンウォン道のサムチョク 

(三陟)を含む) 
 
d. ハムギョン方言  (カンウォン道の北東部を含む) 
 
上記の分類は中期朝鮮語の平声(コッ類)、去声(プル類)、上声(ピョル類)が現代諸方言においてどの 

 ような形で実現されるかに基づいたものである。 
a の西部諸方言は長短のみが弁別的な方言としてコッ類とプル類は短音に、ピョル類は長音に現れる。 

それに対し、bのキョンナム方言と dのハムギョン方言は高低のみが弁別的な方言である。しかし、中 
期朝鮮語の三類との対応関係及び音調の現れ方において両方言に相違が見られる。キョンナム方言の場 
合、コッ類は高調、プル類は低調、ピョル類は最低調で現れるが、ハムギョン方言の場合、コッ類とプ 
ル類は低調、ピョル類は高調で現れる。一方、cのキョンブク方言は長短と高低両者とも弁別的な方言 
としてコッ類は短音かつ高調、プル類は短音かつ低調、ピョル類は長音かつ低調で現れる。 
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2.3. 筆者による「韓国語一型アクセント」の定義 

日本語の先行研究においては一型アクセントを無アクセントと同じ概念として認めるか

否かによって一型アクセントの定義が変わるといえる。また、一型アクセントと無アクセ

ントを異なる概念として見る立場でも分類基準の設定に相違が見られることが分かった。

しかし、先行研究で提示された分類基準は韓国語諸方言における一型アクセントと無アク

セントの分類には有効ではないため、取り入れないことにする。 

平山(1974、1975)の「型知覚」に関しては、方言話者の意識が絶対的条件となっている

ため、方言話者の高低感覚に対する敏感さの度合いによって観察の結果が左右されるおそ

れがある。さらに同じ方言でも型知覚を持つと認められる場合と認められない場合に分か

れる可能性が十分あり得る。型知覚の概念を拡大し、話者のアクセントに対する意識まで

を含めてみる場合、李文淑(2007)は方言話者の主観による判断の危険性についてアクセン

トの対立を持っているとされるキョンサン道方言の調査が参考になるとして「自分の発音

に高低差があることを知っている話者も少なく、まったく高低の区別が付かない話者も少

なくない。説明を聞いている間に分かってくる話者もいれば最後まで全く分からない話者

もいる。だから、話者の意識を基準にアクセントの有無を論ずるのは非常に危険なことで

ある」(李文淑 2007:31)と指摘している。筆者のこれまでの調査からも上記のような現象が

よく見受けられた。 

上野(1984)と Uwano(1999)の「文節表示機能」の場合、アクセントの機能に基づいた分

類であるため、非常に客観的かつ言語学的であると言える。しかし、韓国語の場合、多型

アクセントと N 型アクセント11として解釈されている諸方言においてアクセントが文節表

示機能のみならず、句表示機能を果たす場合が数多く見られることが久保(1993)12、福井

(1998)13、李連珠(2005)14によって報告されている。文節表示機能による分類は同じ一型ア

                                                   
11 アクセントが弁別機能を有する二型アクセント以上の N 型アクセントを意味する。 
12 多型アクセントと解釈できるプサン(釜山)方言や４種類のトーンが対立を成すと捉えられるチンジュ
(晋州)方言では疑問詞から始まる場合、その疑問詞のスコープの２音節目から高く始まり、スコープの
終りの先の次末音節まで高く続く音調型によってまとめられると記述している。 

 
a. プサン方言の場合 :   mu[sɯn  kimʧhi  mur]re (何の キムチ 食べる？) 
             何の   キムチ 食べる 
 

 
b. チンジュ方言の場合  nu-[ka  kimʧhi  mʌŋnɯn-ʧi   morʌkʌt]t’a  

誰が   キムチ   食べる-か     わからない 
 

13 クァンヤン(光陽)方言を四型アクセントとして捉えた上で、用言連体形＋体言、体言単独形＋用言、引
用形、疑問文などの場合においてアクセントが句や文全体をまとめる場合が見られると述べている。 
 
a. sonakiran  marɯn             an s’ʌ.jo. 

   LLLLHL                   |   LHL 

 sonaki(夕立)-という言葉は     使いません。   

       
b. onɯr    ʌtero kapnik’a？  

HL  | LLLLHL 

今日    どこへ行きますか？ 
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クセントの枠内で各方言に見られる音調型がどれほど文節表示機能を果たすのか、その程

度の差を明らかにするための基準としては有効であると考えられる。しかし、韓国語諸方

言において一型アクセントと無アクセントを分類する上ではそれほど有効な基準ではない

と考えられる。上野(2009、2011a)のアクセント単位における固有のパターンの有無の場合

もどの観点から捉えるかによって用語こそ異なるものの、実質的に文節表示機能と類似し

た概念として考えられ、これらの基準も韓国語の一型アクセントと無アクセントの分類基

準として設定することはそれほど有効ではないといえる。 

筆者は韓国語諸方言で「文節や句において音声的に複数の音調型が現れても音韻的な対

立を成していないもの」を全て「韓国語一型アクセント」と捉える立場から分析を行って

いく。 

 

2.4. 韓国語一型アクセント方言に関する先行研究 

韓国語一型アクセント方言に関する先行研究を取り上げた上で、筆者による分析及び解

釈を行う。先行研究では分節音と音調型が密接に関わる方言を記述する際に激音、濃音、

平音という用語が用いられている。激音は気息の強い無声有気音(/kh/、/th/、/ph/、/ʧh/)

であり、濃音は無声無気音(/k’/、/t’/、/p’/、/ʧ’/、/s’/)である。平音は気息の弱い無声有

気音(/k/、/t/、/p/、/ʧ/)、鼻音(/n/、/m/)、流音(/r/)である。その他、s と h も用いら

れているが、無声歯茎摩擦音(/s/)と無声声門摩擦音(/h/)である。 

 

2.4.1. 先行研究  

韓国語一型アクセント方言に関する先行研究には福井(2001)15、Fukui(2003)、孫在賢

(2005a)、孫在賢(2007a)、李文淑(2007)、李華春(2013a、2013b)がある。 

福井(2001)と Fukui(2003)は一型アクセントと無アクセントを分類する立場から同じ方

言の例を取り上げている。但し、福井(2001)では一型アクセントと無アクセントを分ける

基準について明確に述べていないのに対し、Fukui(2003)では明確に述べているため、

Fukui(2003)を中心に取り上げる。 

Fukui(2003)は一定した音調型によって各々の音韻句(phonological phrase)16の境界が

明瞭に表示されるものを一型アクセントと捉え、そうではないものを無アクセントと捉え

ている。 

                                                                                                                                                     
14 多型アクセントと解釈できるテグ(大邱)方言の場合、疑問詞 ʌn.ʧe (いつ)、wa(なぜ)、ʌ.ti(どこ)、mʌ(何) 
 から始まる疑問文は疑問詞のアクセントが文全体をまとめると記述している。 
 
 a. ʌnʧe mantɯ-no ([○○]○○○「いつ作るの」)  

  b. wa norra-no ([○○]○○「なぜ驚くの」)   
  c. ʌti  ka-no (○○-[○]○「どこ行くの」)  
 d. mʌ  ha-no (○[○]○「何しているの」)  

 
16 福井(2001)では一型アクセントと無アクセントを記述する際にアクセント句という用語が用いられてい

る。福井(2001)と Fukui(2003)とで用いられる用語は異なるが、両者ともアクセント単位と類似した概

念として用いられると考えられる。 
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ピョンアン道方言と多くのチョルラ南道方言は一型アクセントであると解釈している。

ピョンアン道方言は別の音韻句が後にすぐ続く場合には句の末尾の音節が高く現れるが、

文末や休止直前に置かれた場合は次末音節が高く現れるという。一方、チョルラ南道方言

の多くは基本的に２音節目のみが高く現れることによって各々の音韻句が表示されるが、

語頭音節の子音が激音、濃音、s、h である場合と語頭音節が長母音である場合には１音節

目から高く発音されると述べている。尚、これ以外の記述と具体例はない。一方、ソウル

方言と中央地域の諸方言は無アクセントと解釈している。ソウル方言の場合、世代差が大

きく見られるため音調型を捉えがたいが、他の方言に比べて複数の音韻句が一つにまとま

って平板に発音される場合がよく見られるため、必ずしも音韻句の境界が表示されるわけ

でないという。但し、ソウル方言に対してもこれ以外の記述と具体例はない。 

孫在賢(2005a)17はチュンチョン道のチェチョン(堤川)方言とチェジュ道のソギポ(西帰

浦)方言を一型アクセントと捉え、両方言の音調型を示している。記述は体系、音調型と分

節音18の関係、言い切り形と接続形の相違を中心とした断片的なものしかなされていない。

具体例も示されていない。 

チェチョン方言は言い切り形と接続形の相違が見られ、単語単独の言い切り形、助詞が

付いた場合の言い切り形、単語単独の接続形、助詞が付いた場合の接続形の４つの環境に

現れる音調型を以下のように示している。 

 

表 1 孫在賢(2005a)によるチェチョン方言の音調型 

単独言い切り 単独接続 助詞付き言い切り 助詞付き接続 

― L… H(L)。  L(H)… 

― LH… LH(L)。  LH(H)… 

LHL。 LHH… LHH(L)。 LHH(H)… 

LHHL。 LHHH… LHHH(L)。 LHHH(H)… 

LHHHL。 LHHHH… LHHHH(L)。 LHHHH(H)… 

 

言い切り形の場合、２音節は１音節目のみ高い音調型で現れ、３音節以上は１音節目と

最後の音節は低く、それ以外の音節は高い音調型で現れる。尚、孫在賢(2005a)は表１に反

映していないが、語頭が気息の強い無声有気音、無声無気音、無声歯茎摩擦音、無声声門

摩擦音で始まる場合は語頭音節が高く現れる傾向が強いという。しかし、これは音声的な

ものであるため、体系の違いには関わらないと述べている。一方、接続形の場合は２音節

目から最後の音節まで高く続く音調型で現れると記述している。 

ソギポ方言の音調型については以下のように示している。 

                                                   
17 原文では高い音調と低い音調をそれぞれ「●」と「○」で表記しているが、白丸の場合、本論文で異 

なる意味で用いているため、H と L で書き換えた。 
18 原文では、気息の強い無声有気音、無声無気音、無声歯茎摩擦音、無声声門摩擦音で始まる語を「強子 

音語」と呼び、それ以外の子音で始まる語を「非強子音語」と呼んでいる。 
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表 2 孫在賢(2005a)によるソギポ方言の音調型 

H(H)～H(L) HH(L) HHL(L) HHLL(L) HHLLL(L) 

 

２音節は１音節目と２音節目が高い音調型と１音節目のみ高い音調型の２種類の音調型

が現れ、３音節以上は１音節目と２音節目が高い音調型の１種類の音調型しか現れない。 

一方、クンサン(群山)方言とソウル方言については一型アクセントとして認めがたく一

型アクセントからの変化と見られる方言と捉え、以下の３つの特徴が見られるという。 

 

(1) 言い切り形は「HH（L）」と「LH(L)」系列に分かれている。「s、h、濃音、 

激音」で始まる場合は、「HH(L)」系列で現れる傾向が強いが、それ以外の 

場合はどちらの系列も現れる。 

 

(2) 単独接続は、最後の音節まで高く続けて現れるが、「HH(L)」系列は言い切 

りそのままでも続く。助詞付き接続は、言い切りの音調でも、最後の音節ま 

で高く続けても現れる。このように「s、h、濃音、激音」の語音の条件が一 

定のパターンを示しているものの、それ以外のものが「HH(L)」と「LH(L)」 

の系列でも現れている。 

 

(3) これらの方言では、接続形で、二番目の音節が高くて三番目の音節からは低 

くなり、最後の音節が高く現れる「HHL(…)H」(語頭音節の高低は非弁別 

的である)のパターンで現れる。また、五音節語では、「HHHLL」の音調も 

発音されるが(語頭音節の高低は非弁別的である)、これらは、３＋２の語構 

成で見られるもので、前部要素の音調が被さったものと考えられる。 

 

(孫在賢 2005a:79) 

                     

孫在賢(2007a)19は一型アクセントと無アクセントにおける分類基準について明確に述べ

てはいないものの、両者の相違を認める立場20からカンウォン道のインジェ(麟蹄)方言、コ

ソン方言、ヤンヤン(襄陽)方言、ソクチョ(束草)方言、ヤング(楊口)方言とチョルラ道の

                                                   
19 原文では高い音調と低い音調をそれぞれ「●」と「○」で示し、下降調は■で示している。しかし、白

丸の場合、本論文で異なる意味で用いているため、●と○を H と L で書き換え、■は F で書き換えた。 
20 孫在賢(2007a)の以下の記述から一型アクセントと無アクセントを異なる概念と捉える立場であること 

が窺える。 

 

ソウル方言のアクセントタイプは、環境を定めれば、一つの音調型で現われる。よって、従来、言わ 

れてきた「無アクセント」ではなく「一型アクセント」と捉えられる。(孫在賢 2007a:120) 

  

   韓国語諸方言のアクセントは、多型アクセントと N 型アクセントに分類でき、無アクセント方言は 

  存在しないことが明らかになった。(孫在賢 2007a:121) 
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イクサン(益山)方言、スンチャン(淳昌)方言、そしてソウル方言を一型アクセント方言と

捉えている。尚、孫在賢(2005a)と同様、体系、音調型と分節音21の関係、言い切り形と接

続形の相違を中心とした断片的な記述しかなされていない。具体例も示されていない。 

まず、カンウォン道の一型アクセント方言を見ていくと、インジェ方言とコソン方言は 

言い切り形と接続形の相違が見られ、単語単独の言い切り形、助詞が付いた場合の言い切

り形、単語単独の接続形、助詞が付いた場合の接続形の４つの環境に現れる音調型を以下

のように示している。 

 

表 3 孫在賢(2007a)によるインジェ方言・コソン方言の音調型 

単独言い切り 単独接続 助詞付き言い切り 助詞付き接続 

F L L(H) L(H) 

LF LH LH(L) LH(H) 

LHL LHH LHH(L) LHH(H) 

LHL LHHH LHHH(L) LHHH(H) 

LHHHL LHHHH LHHHH(L) LHHHH(H) 

 

言い切り形の場合、１音節は下降調で現れ、２音節は１音節目は低く２音節目は下降調

で現れる。３音節以上は１音節目の高さは決まっておらず、１音節目あるいは２音節目か

ら次末音節まで高く続き、最後の音節は低く現れる。尚、孫在賢(2007a)は語頭音節の高さ

が不定である点については指摘しているが、表３に反映していない。一方、接続形の場合

は言い切り形では低く現れる最後の音節が全て高く現れる。そのため、言い切り形と接続

形の相違は下降の有無にあると述べている。 

ヤンヤン方言とソクチョ方言22はインジェ方言とコソン方言とほぼ同じ特徴を持つが、言

い切り形の２音節の場合、１音節目のみ高い音調型で現れるという相違が見られるという。 

 

表 4 孫在賢(2007a)によるヤンヤン方言・ソクチョ方言の音調型 

単独言い切り 単独接続 助詞付き言い切り 助詞付き接続 

F L H(L) L(H) 

HL LH LH(L) LH(H) 

LHL LHH LHH(L) LHH(H) 

LHHL LHHH LHHH(L) LHHH(H) 

LHHHL LHHHH LHHHH(L) LHHHH(H) 

                                                   
21 原文では、気息の強い無声有気音、無声無気音、無声歯茎摩擦音、無声声門摩擦音で始まる語を「強子 

音語」と呼び、それ以外の子音で始まる語を「非強子音語」と呼んでいる。 
22 ソクチョ方言の場合、４音節語と５音節語において LHHL パターン～LHLL パターンと、LHHHL パ 

 ターン～LHLLL パターンのように複数の音調型が見られる場合があると述べている。 
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ヤング方言の方言にも言い切り形と接続形の相違が見られ、単語単独の言い切り形、助

詞が付いた場合の言い切り形、単語単独の接続形、助詞が付いた場合の接続形の４つの環

境に現れる音調型を以下のように示している。 

 

表 5 孫在賢(2007a)によるヤング方言の音調型 

単独言い切り 単独接続 助詞付き言い切り 助詞付き接続 

F H H(L) H(H) 

HL HH SH(L) SH(H) 

S23HL SHH SHL(L) SHH(H) 

SHLL SHHH SHLL(L) SHHH(H) 

SHLLL SHHHH SHLLL(L) SHHHH(H) 

 

ヤング方言はインジェ方言・コソン方言とヤンヤン方言・ソクチョ方言と違い、語頭の

分節音が音調型の決定に関与する。言い切り形の場合、１音節は下降調、２音節は１音節

目のみ高い音調型で現れる。３音節以上の場合、語頭の分節音によって現れる音調型に相

違が見られる。語頭が気息の強い無声有気音、無声無気音、無声歯茎摩擦音、無声声門摩

擦音で始まる語は１音節目と２音節目が高い音調型で現れ、それ以外の子音で始まる語は

１音節目と２音節目が高い音調型と２音節目のみ高い音調型のどちらでも現れる。接続形

の場合、２音節以下では全ての音節が高い音調型で現れる。３音節以上では気息の強い無

声有気音、無声無気音、無声歯茎摩擦音、無声声門摩擦音で始まる語であるか否かによっ

て前者は１音節目から最後の音節まで高く続く音調型で現れ、後者は１音節目あるいは２

音節目から最後の音節まで高く続く音調型で現れる。 

次に、チョルラ道の一型アクセント方言と捉えているスンチャン方言とイクサン方言24を

見ると、スンチャン方言には言い切り形と接続形の相違が見られ、単語単独の言い切り形、

助詞が付いた場合の言い切り形、単語単独の接続形、助詞が付いた場合の接続形の４つの

環境に現れる音調型を以下のように示している。 

 

 

 

 

 

 

 

                                                   
23 原文では気息の強い無声有気音、無声無気音、無声歯茎摩擦音、無声声門摩擦音であれば高く現れ、そ 

れ以外の場合は低く現れる場合を示すものとして「◎」を用いているが、本論文で異なる意味で用いて 

いる。そのため、S(segmantal)に書き換えた。 
24 孫在賢(2007a)はチュンチョン道のヨンドン方言も同じタイプとして報告している。 
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表 6 孫在賢(2007a)によるイクサン方言・スンチャン方言の音調型 

      音節 

分類 
１ ２ ３ ４ ５ 

単独言い切り F HL HHL 

SHLL SHLLL 
単独接続 S SH SHL 

助詞付き言い切り H(L) HH(L) SHL(L) 

助詞付き接続 S(H) SH(L) SHL(L) 

 

言い切り形の場合、１音節は下降調で現れ、２音節は１音節目のみ高い音調型で現れる。

３音節は１音節目と２音節目が高い音調型で現れる。４音節以上は語頭の分節音が音調型

の決定に関与し、気息の強い無声有気音、無声無気音、無声歯茎摩擦音、無声声門摩擦音

で始まる語は１音節目と２音節目が高い音調型で現れる。それ以外の子音で始まる語は１

音節目と２音節目が高い音調型と２音節目のみ高い音調型のどちらでも現れる。一方、言

い切り形と接続形の違いは２音節まで見られる。語頭が気息の強い無声有気音、無声無気

音、無声歯茎摩擦音、無声声門摩擦音であれば、１音節では高く現れ、２音節では１音節

目と２音節目が高く現れる。それに対し、それ以外の子音であれば、１音節では高くも低

くも現れ、２音節では１音節目と２音節目が高く現れる場合もあれば、２音節目のみ高く

現れる場合もある。 

ソウル方言については第三章の 3.2 節で詳しく取り上げるため、ここでは孫在賢(2007a)

の記述を簡略に述べる。 

 

表 7 孫在賢(2007a)によるソウル方言の音調型 

    分類 

音節 
言い切り形 接続形 末尾卓立型25 

１ F H F F 

２ HL HH LF LF 

３ SHL SHH HLF LLF 

４ SHLL SHHH SHLF LLLF 

５ SHLLL SHHHH SHLLF LLLLF 

 

孫在賢(2007a)は当該方言には言い切り形と接続形の相違が見られ、前者は必ず低く終わ

るのに対し、後者は高いまま続くという。両者とも語頭音節の高さに分節音が関与してお

り、語頭子音が気息の強い無声有気音、無声無気音、無声歯茎摩擦音、無声声門摩擦音で

ある語は高く現れるが、それ以外の子音である語は語頭音節の高さが不定であると述べて

                                                   
25 孫在賢(2007a)はイントネーションの一種と解釈している。 
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いる。 

李文淑(2007)は１型アクセントと無アクセントを明確な基準をもって分類していないも

のの、両者を異なるものと捉える立場から、ソウル方言をアクセントの対立が変化(あるい

は消失)していく過程から最も単純化された１型アクセント方言26と捉えている。ソウル方

言を対立は持たないが一つの定まったパターンを持つことから一型アクセントと捉えてい

る。第三章の 3.2 節で詳しく取り上げるが、アクセント特徴については、語頭子音によっ

て音調パターンが決まっており、言い切り形と接続形の相違が見られると述べている。 

李華春(2013a、2013b)は中国朝鮮語撫順(ブジュン)方言を対象に詳細な記述と分析を行

い、一型アクセントと解釈している。この方言には音声的に１音節目と最後の音節が高く

現れる音調型と最後の音節のみ高く現れる音調型の２種類の音調型が現れる。尚、前者は

１音節目から最後の音節まで全て高く現れる場合もあるという。以下に音調型をまとめた

表を示す27。 

表 8 李華春(2013a)による撫順方言の音調型 

        １ ２ ３ ４ 

L 
単語単独形 L LF LLF LLLF 

単語＋助詞 L(F) LL(F) LLL(F) LLLL(F) 

H 

単語単独形 F HF  
HLF～ 

HHF 

HLLF～ 

HHHF 

単語＋助詞 H(F) 
HL(F)～ 

HH(F) 

HLL(F)～ 

HHH(F) 

HLLL(F)～ 

HHHH(F) 

 

語頭音節の高さは子音の種類と母音の種類によって決まる。子音の場合、語頭子音が気

息の強い無声有気音、無声無気音、無声声門摩擦音で始まるものは１音節目が高く現れ、

それ以外の子音は低く現れる。それに対し、母音の場合、例外は存在するものの、語頭音

節の母音が/y/、/e/、/o/、/ʌ/、母音単独の/a、j、w/であれば低く現れ、/i/、/ɯ/、/u/、

/ɛ/、CV 構造での/a、wi/であれば高く現れる。また、上野(1984)で提示された日本語 N

型アクセントの一般特性を用い、当該方言のアクセント特徴について考察・分析を行って

いる。 

 

 

                                                   
26 以下の記述から１型アクセントと無アクセントの相違を認める立場であることが窺える。 

  

ソウル方言のアクセントは一見すると何の決まりもないように見えるが、初めに高くなる部分だけは決 

まっている。第２音節目以内に最初に高くなる音節があることだけは必ず守られる。対立は持っていな 

いが、一つの定まったパターンがあることから１型アクセントと見る。(李文淑 2007:121) 

 
27 原文では高い音調と低い音調をそれぞれ●と○で示し、下降調を■で示しているが、白丸の場合、本論 

文では異なる意味で用いるため、高い音調と低い音調をHとLに書き換えた。下降調はFで書き換えた。 
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2.4.2. 解釈及びまとめ 

以上、一型アクセント方言に関する先行研究について概観してきた。筆者は「文節や句

において音声的に複数の音調型が現れても音韻的な対立を成していないもの」を全て「韓

国語一型アクセント」と捉える立場であるため、先行研究で取り上げられている全ての方

言を一型アクセントと捉える。しかし、2.4.1 節で取り上げた先行研究は全て一型アクセン

トと無アクセントを異なる概念と捉える立場から記述を行っている。尚、Fukui(2003)を除

き、孫在賢(2005a)、孫在賢(2007a)、李文淑(2007)、李華春(2013a、2013b)は一型アクセ

ントと無アクセントの分類基準について明確に言及していないため、どのような基準を設

けて両者を分類しているかは断定できない。しかし、どの基準が設けられたとしても本論

文では韓国語一型アクセントと捉えるため、解釈していく上で問題にならないと考えられ

る。但し、Fukui(2003)は同じく高低が非弁別的であっても一定した音調型によって各々の

音韻句の境界が明瞭に表示されれば、一型アクセントとして捉え、不明瞭であれば、無ア

クセントと捉えている。Fukui(2003)のこのような分類は、捉えられる観点こそ異なるもの

の、上野(1984)と Uwano(1999)の「文節表示機能」による分類と、上野(2009、2011a)の

「アクセント単位」における固有のパターンによる分類と実質的には類似していると言え

る。しかし、既に述べたように、このような分類の仕方は同じ一型アクセントの枠内にお

いて方言間に見られる音調的特徴を比較考察する上では有効ではあるものの、韓国語にお

ける一型アクセントと無アクセントの分類には有効ではないと考えられる。 

先行研究によって記述されている諸方言の特徴をまとめてみれば、例外は存在するもの

の、多くの一型アクセント方言において３つの共通点が見られる。 

まず、言い切り形と接続形の相違が見られる点である。言い切り形における音調型は方

言差が見られるが必ず下降が現れ、接続形においては下降が現れない場合が多い。そのた

め、下降の有無によって言い切り形と接続形の相違が生じるといえる。 

次に、言い切り形において音調型の決定に分節音が関わる場合、現れる音調型は方言差

が見られるが、分節音ごとの音調型への関わり方が同様である点である。 

分節音が音調型の決定に関わる一型アクセントの多くは語頭子音が気息の強い無声有気

音(激音)、無声無気音(濃音)、無声歯茎摩擦音(/s/)、無声声門摩擦音(/h/)といった子音

の場合とそれ以外の場合とで音調型の決定への関わり方に相違がみられる。 

最後に、音声的に複数の音調型が現れる場合が多い点である。一型アクセントには音声

的に１種類の音調型のみを有する場合も存在すれば、複数の音調型が有する場合も存在す

るが、韓国語一型アクセント方言の多くは複数の音調型を有する。 

本論文で取り上げる４つの方言にも上記の３つの特徴が全て見られる。 

 

 

 

 



17 

 

第三章 各方言の記述と分析 

  

本章では、チョンヤン方言、ソウル方言、ナジュ方言、コソン方言の４つの方言に現れ

るそれぞれの音調的特徴について記述と分析を行う。 

 

3.1. チョンヤン方言 

 チョンヤン方言は韓国の中西部に位置しているチュンチョン道方言の下位方言の一つで

ある。この節ではチョンヤン方言を対象に言い切り形における名詞の音調的特徴、言い切

り形と接続形の音調的相違、アクセント単位の認定の必要性と認定基準、複合名詞の音調

的特徴、用言の音調的特徴について詳しく記述と分析を行う。 

 

3.1.1. 調査期間及びインフォーマント情報 

 当該方言の音声データは主に筆者の内省に基づいている。インフォーマント②に対して

は 2012 年 9 月と 2013 年 9 月に調査を行っている。インフォーマント情報は以下の通りで

ある28。 

 

 インフォーマント① : 筆者、1987 年生まれ、男性。 

 

 インフォーマント②： チェ・ヨンヒ氏、1930 年生まれ、男性。 

 

3.1.2. 言い切り形における名詞の音調的特徴 

  当該方言には言い切り形と接続形の相違が見られる。 

言い切り形の場合、分節音によって現れる音調的特徴に相違が見られるため、分節音ご

とに記述する。 

語頭音節が短母音かつ気息の弱い無声有気音(/k/、/t/、/p/、/ʧ/)、鼻音(/n/、/m/)、

流音(/r/)、接近音(/j/、/w/)である場合や母音始まりの場合における音調的特徴を見てい

くと、１音節名詞の場合、単語単独形は下降調で現れる。１音節の助詞が付いて単位29の長

さが２音節になると、１音節目のみ高い音調型で現れる。２音節以上の助詞が付いて単位

の長さが３音節以上になれば、１音節目と２音節目が高い音調型で現れる。以下の例を示

す。 

 

                                                   
28 その他、1961 年生まれの男性と 1962 年生まれの女性に簡単な調査を行った。 
29 アクセントを担う単位のことを指す。3.1.4.1 節で詳しく取り上げるため、ここではその詳細は省略す 

ることにする。 
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(1) a. ʧwi  

(鼠) 

[○]]。 

ʧwi-ka30 

(鼠-が) 

[○]◎ 

 ʧwi-ta31  

(鼠-だ)  

[○]◎。  

ʧwi-po.ta 

(鼠-より)  

[○◎]◎。 

b. kuk  

(スープ) 

     [○]]。  

kuk-i 

(スープ-が) 

[○]◎。 

 kuk-i.ta 

(スープ-だ) 

[○◎]◎。 

kuk-po.ta 

(スープ-より) 

[○◎]◎。  

 

２音節名詞の場合、単語単独形は１音節の助詞が付いた１音節名詞の場合と同様、１音

節目のみ高い音調型で現れる。１音節以上の助詞が付いて単位の長さが３音節以上になる

と、１音節目と２音節目が高い音調型で現れる。  

 

(2) a. a.i 

(子供) 

[○]○。  

a.i-ka 

(子供-が) 

[○○]◎。 

a.i-ta 

(子供-だ) 

[○○]◎。  

a.i-po.ta 

(子供-より) 

[○○]◎◎。 

b. mu.rɯp  

(膝)  

[○]○。 

mu.rɯp-i 

(膝-が) 

[○○]◎。 

mu.rɯp-i.ta 

(膝-だ) 

[○○]◎◎。 

mu.rɯp-po.ta 

(膝-より) 

[○○]◎◎。 

 

３音節名詞の場合は、単語単独形から１音節目と２音節目が高い音調型で現れる。１音

節と２音節の助詞が付いても同様である。 

 

(3) a. mi.na.ri  

(芹) 

        [○○]○。 

mi.na.ri-ka 

(芹-が) 

[○○]○◎。 

  

mi.na.ri-ta 

(芹-だ) 

[○○]○◎。 

mi.na.ri-po.ta 

(芹-より) 

[○○]○◎◎。 

 

b. ko.tɯ.rɯm 

(氷柱) 

[○○]○。 

ko.tɯ.rɯm-ka 

(氷柱-が) 

[○○]○◎。 

ko.tɯ.rɯm-i.ta 

(氷柱-だ) 

[○○]○◎◎。 

ko.tɯ.rɯm-po.ta 

(氷柱-より)  

[○○]○◎◎。 

 

４音節名詞の場合、３音節名詞に１音節の助詞が付いた場合と同じ音調型で現れる。つ

まり、１音節目と２音節目が高い音調型が現れるのである。１音節の助詞が付いた場合も

                                                   
30 -i/ka(-が)は名詞の最後の音節構造によって決まり、開音節であれば、-ka が後接し、閉音節であれば、 

-i が後接する。 
31 -(i).ta(-だ)は直前の音節構造によって決まり、開音節であれば、-ta が後接し、閉音節であれば、-i.ta 

が後接する。 
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同じである。 

 

(4) a. ʧi.phu.ra.ki  

(藁) 

[○○]○○。 

ʧi.phu.ra.ki-ka  

(藁-が) 

[○○]○○◎。 

 

ʧi.phu.ra.ki-ta  

(藁-だ) 

[○○]○○◎。 

 

 b. mi.k’u.ra.ʧi  

(ドジョウ) 

[○○]○○。 

 

mi.k’u.ra.ʧi-ka  

(ドジョウ-が)  

[○○]○○◎。 

mi.k’u.ra.ʧi-ta  

(ドジョウ-だ) 

[○○]○○◎。 

但し、２音節の助詞が付いて単位の長さが６音節以上になると、アクセント単位の切れ

目が生じ、複数のアクセント単位に分かれる。この現象については、3.1.4 節で詳しく取り

上げるため、ここでは省略する。 

一方、語頭音節が短母音かつ気息の強い無声有気音(/kh/、/th/、/ph/、/ʧh/)、無声無気

音( /k’/、/t’/、/p’/、/ʧ’/、/s’/)、無声歯茎摩擦音(/s/)、無声声門摩擦音(/h/)である場

合を見ると、基本的に語頭子音が気息の弱い無声有気音、鼻音、流音、接近音である場合

と母音始まりの場合と同じ特徴を持つ。相違が見られるのは３音節である。この場合、１

音節目と２音節目が高い音調型のみならず、１音節のみ高い音調型でも現れる。尚、４音

節名詞に２音節助詞が付いて単位の長さが６音節以上になると、アクセント単位の切れ目

が生じ、複数のアクセント単位に分かれる。 

 

(5) a. k’ot  

(花) 

[○]]。   

  

k’ot-i 

(花-が) 

[○]◎。 

k’ot-i.ta   

(花-だ) 

[○◎]◎～ 

[○]◎◎。 

 

k’ot-po.ta 

(花-より) 

[○◎]◎～   

[○]◎◎。 

b. t’ar.ki  

(苺) 

[○]○。 

t’ar.ki-ka  

(苺-が) 

[○○]◎～ 

[○]○◎。  

t’ar.ki-ta  

(苺-だ) 

[○○]◎～ 

[○]○◎。 

 

t’ar.ki-po.ta  

(苺-より) 

[○○]◎◎。 

 

c. koŋ.na.mur 

(豆もやし)   

[○○]○～ 

[○]○○。 

koŋ.na.mur-i 

(豆もやし-が) 

[○○]○◎。 

koŋ.na.mur-i.ta 

(豆もやし-だ) 

[○○]○◎◎。   

koŋ.na.mur-po.ta 

(豆もやし-より) 

[○○]○◎◎。 
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d. hʌ.su.a.pi 

(案山子) 

[○○]○○。 

hʌ.su.a.pi-ka 

(案山子-が) 

[○○]○○◎。 

hʌ.su.a.pi-ta 

(案山子-だ) 

[○○]○○◎。 

 

年配層において語頭音節が長母音で現れる場合がある。長母音は高くかつ長く発音され

る。それ以外は語頭音節が短母音かつ気息の弱い無声有気音、鼻音、流音、接近音である

場合や母音始まりの場合と同じ特徴が見られる。以下に語例を示す。但し、語例に関して

は、インフォーマント②には絵と写真を見せて発音してもらう方式を取ったため、助詞を

付けた形を誘導すると、接続形やイントネーションが被さった形で現れるなど、言い切り

形が得られなかった。そのため、単語単独形と-(i).ta(-だ)を付けた場合の音調型を示す。 

  

(6) a. i: (二)   

      [○:]]。 

i:-ta (二-だ) 

[○:]◎。 

b. k’a:.ʧhi (カササギ) 

       [○:]○。 

k’a:.ʧhi-ta (カササギ-だ) 

[○:○]◎。 

 

 c. so:ŋ.sa.ri (メダカ) 

[○:○]○。 

 

so:ŋ.sa.ri-ta (メダカ-だ) 

[○:○]○◎。 

 

d. ku:ŋ.ko.ku.ma (焼き芋)   

     [○:○]○○。 

ku:ŋ.ko.ku.ma-ta (焼き芋-だ) 

[○:○]○○◎。   

 

 以上、言い切り形における名詞の音調的特徴について記述を行った。チョンヤン方言の

言い切り形の音調的特徴は音節間あるいは音節内において必ず高から低への音調変動が見

られる点である。言い換えれば、必ず下降が生じる点である。単位の長さごとに現れる音

調型を見ていくと、１音節名詞では下降調、２音節名詞では１音節目のみ高い音調型、３

音節名詞では１音節目と２音節目が高い音調型と１音節目のみ高い音調型の２種類の音調

型が現れる。４音節名詞では１音節目と２音節目が高い音調型の１種類の音調型しか現れ

ない。 

当該方言は単語単独形であろうと、助詞の付いた場合であろうと、単位の長ささえ同じ

であれば同じ音調型で現れる。語頭音節が短母音かつ気息の弱い無声有気音、鼻音、流音、

接近音である場合と母音始まりの場合に現れる音調型を以下に示す。 
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(7) a. 単位の長さが２音節である場合  

１音節名詞＋１音節助詞  ＝ 

ʧwi-ka (鼠-が)          

[○]◎。 

 

２音節名詞 

a.i (子供) 

[○]○。 

b. 単位の長さが３音節である場合 

１音節名詞＋２音節助詞 ＝ 

ʧwi-po.ta(鼠-より)  

[○◎]◎。 

 

２音節名詞＋１音節助詞  = 

a.i-ka (子供-が) 

[○○]◎。 

３音節名詞 

mi.na.ri (芹) 

[○○]○。 

 c. 単位の長さが４音節である場合 

２音節名詞＋２音節名詞 = 

a.i-po.ta (子供-より)  

[○○]◎◎。 

 

３音節名詞＋１音節助詞 ＝ 

mi.na.ri-ka (芹-が)   

[○○]○◎。 

４音節名詞 

ʧi.phu.ra.ki (藁) 

[○○]○○。 

 d. 単位の長さが５音節である場合 

３音節名詞＋２音節助詞 ＝  

mi.na.ri-po.ta (芹-より)  

     [○○]○◎◎。 

４音節名詞＋１音節助詞 

ʧi.phu.ra.ki-ka (藁-が) 

[○○]○○◎。 

 

語頭音節が短母音かつ気息の強い無声有気音、無声無気音、無声歯茎摩擦音、無声声門

摩擦音である３音節の場合に限って現れる１音節目のみ高い音調型も内部構造と関係なく、 

単位の長ささえ３音節であれば、現れる。 

 

(8) 単位の長さが３音節である場合 

    １音節名詞＋２音節助詞 ＝ ２音節名詞＋１音節助詞 ＝ ３音節名詞 

k’ot-po.ta (花-より)     t’ar.ki-ka (苺-が)     koŋ.na.mur (豆もやし) 

     [○◎]◎～[○]◎◎。    [○○]◎～[○]○◎。   [○○]○～[○]○○。 

 

一方、３音節で現れる１音節目のみ高い音調型は語頭の分節音によってその出現が予測

可能である。語頭音節が短母音かつ気息の強い無声有気音、無声無気音、無声歯茎摩擦音、

無声声門摩擦音である場合に限って１音節目と２音節目が高い音調型と共に現れる。その

ため、３音節において現れる２種類の音調型は対立を成していないと解釈できる。以下に

は当該方言の言い切り形における音調型を示す。 

 

 



22 

 

表 9 チョンヤン方言の言い切り形における音調型 

 単位の長さ 

母音の 

長短 
子音の種類 １ ２ ３ ４ ５ 

長母音 ― [○:]] [○:]○ [○:○]○ [○:○]○○ [○:○]○○○ 

短母音 

気息の弱い無声

有気音、鼻音、

流音、接近音、

母音始まり 

[○]] [○]○ [○○]○ [○○]○○ [○○]○○○ 

気息の強い無声

有気音、無声無

気音、無声歯茎

摩擦音、無声声

門摩擦音 

 

 

[○]] 

 

 

[○]○ 

 

 

 

[○○]○～ 

[○]○○ 

 

 

[○○]○○ 

 

 

[○○]○○○ 

 

３音節にみられる１音節目のみ高い音調型を除けば、当該方言は語頭の分節音を問わず、

単位の長さごとに以下の１種類の音調型が現れると解釈できる。 

 

表 10 チョンヤン方言における一型アクセント(言い切り形) 

１ ２ ３ ４ ５ 

[○]] [○]○ [○○]○ [○○]○○ [○○]○○○ 

 

当該方言の音調的特徴は最初の２音節が高く現れる点である。この点はアクセント単位

を認定する上でも重要な要素である。尚、１音節と２音節は単位の長さの短さと言い切り

形の特徴により、それぞれ下降調と１音節目のみ高い音調型で現れる。 

 

3.1.3. 言い切り形と接続形の相違 

 既に述べた通り、当該方言は言い切り形と接続形の相違が見られる。言い切り形と接続

形という概念は上野(1977)により初めて提唱されたものである。言い切り形と接続形につ

いて詳しく述べている上野(1993)を見ると、言い切り形は「その後に続けるつもりのない

形」(上野 1977:51)として、その後に続くことを想定せずに、それだけを考えて発音する場

合に現れるという。一方、接続形は「その後にまだ続けるつもりで発音したときの形」(上

野 1977:51)として、普通は実際に後に語句が続くわけであるため、後に続けるつもり(態勢)

で発音するが、実際には後を続けないでやめることも可能であり、その場合にも接続形で

現れると述べている。言い切り形と接続形の出現条件については以下のように記述してい
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る。 

 

言い切り/接続の説明で「つもり」ということばを使ったことからもわかるよう

に、この区別は、実際に後に続くか否かではなく、話し手の意図次第です。そ

のため、発話された現象だけをみると、二つの形が“揺れる”様相を呈します

が、これは同一レベルで発話が揺れているのではなく、発話者の意図が違って

いるための結果にほかなりません。その「つもり」が定まれば、それに対応す

る音調のほうは一貫してでてきます。 

(上野 1993:52) 

 

言い切り形と接続形の相違が見られる方言の一例として上野(1989)の岩手県雫石(しず

くいし)方言を見れば、この方言は昇る位置が弁別的な核(昇り核)を持っており、言い切り

形の場合、無核型は全て低く、有核型は核のあるところのみ高く現れる。一方、接続形に

なると、有核型の場合、核のある位置から文節32の最後のモーラまで高く続く。具体例を上

野(1989)から引用すると、例(9)と(10)はそれぞれ複数の名詞が並列されている場合の音調

と名詞＋動詞からなる場合の音調型である。表記は本論文で用いている記号に書き換えて

いる。音調は文字に直接表記を施す。昇り核は「 で示す。 

 

(9) 複数の名詞が並んでいる場合の音調型 (上野 1989 を改変) 

   

                   (/「クジラ/、/ネ「ズミ/、/ナマ「ズ/、/イワシ/) 

a. ⅰ.言い切り形 : [ク]ジラト|ネ[ズ]ミト|ナマ[ズ]ト|イワシ。 

 

 ⅱ.接 続 形 : [クジラト]|ネ[ズミト]|ナマ[ズト]|イワシ。 

 

(/⎾クジラカラモ/、/サカナカラモ/)  

b. [クジラカラモ]｜サカナカラモ。(鯨からも魚からも)  

([クジラカラモ｜サカナカラモ]。は不可) 

  

 

 

                                                   
32上野(1989)の以下の記述から言い切り形と接続形が文節を単位とする概念であることが読み取れる。 

 

言い切りでは核のある所だけが「高」、接続ではその核からそれを含む文節末尾までが「高」、と 

いう関係にある。(省略) この非句末における「高」の延長は、文節を越えては行われない。 

 

(上野 1989:192) 
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(10) 名詞＋動詞からなる場合の音調型   (上野 1989 を改変) 

 

(/⎾クジラ/、/トッ⎾タ/) 

 a. [クジラ]|トッ[タ]。(鯨、捕った)  ([クジラトッタ]。は不可)  

 

  (/⎾クジラ/、/タ⎾ベタ/) 

b. [クジラ]|タ[ベ]タ。(鯨、食べた)  ([クジラタベ]タ。は不可) 

 

チョンヤン方言の場合、言い切り形は表９に示した通り現れる。接続形は言い切り形に

見られる下降が現れなくなるため、１音節目と２音節目が高い音調型と１音節目のみ高い

音調型の２種類の音調型は現れず、１音節目から最後の音節まで高く続く音調型で現れる。 

当該方言の言い切り形と接続形の相違は下降の有無によって生じるといえる。接続形が現

れる代表的な例は複数の名詞が並んでいる場合である。以下に例を示す。 

 

 (11) 複数の名詞が並んでいる際の音調型 

so (牛)、    tho.k’i (兎)、twɛ.ʧi (豚)、 ko.jaŋ.i (猫) 

 

a. 言い切り形：    {[○]]。} | {[○]○。} | {[○]○。} | {[○○]○。} 

 

b. 接 続 形： ⅰ. {[○]…}  | {[○○]…} | {[○○]…} | {[○○○]…} 

ⅱ. {[○]   | [○○]  |   [○○]     | [○○]○}。 

   

例(11)a と(11)b のⅰは文節の切れ目と句の切れ目が一致しており、それぞれ言い切り形

と接続形とで現れている場合である。一方、例(11)b のⅱは４つの文節からなっているもの

の、１句を成している場合である。第４文節の ko.jaŋ.i (猫)は句末に置かれているため、言

い切り形で現れるのに対し、それ以外の文節は非句末に置かれているため、全て接続形と

して現れる。このような特徴は上記の場合以外にも、６音節以上の助詞が付いた名詞の場

合、６音節以上の複合名詞、体言＋(助詞)＋用言、連体修飾形＋体言、副詞＋用言などの

場合にも見られる。６音節以上の複合名詞については 3.1.5 節で取り上げるため除き、以

下には体言＋(助詞)＋用言、連体修飾形＋体言、副詞＋用言からなる場合の音調をそれぞ

れ示す。 

 

(12) 体言＋用言からなる場合 

pap | mʌk-nɯn.ta.         ... . 言い切り形 : {[○]]。}｜{[○◎]◎。} 

     (ご飯 | 食べ-ている。)          接  続  形 : {[○]｜[○◎]◎。} 
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(13) 体言＋助詞＋用言からなる場合 

ʧip-ɛ | kat-nɯn.tɛ         .      言い切り形： {[○]◎。}｜{[○◎]◎。} 

(家-に｜帰っ-たけど。) .        接  続  形： {[○◎]｜[○◎]◎。} 

 

(14) 用言連体形＋体言からなる場合 

ʧak-ɯn | hak.kjo         .     . 言い切り形： {[○]◎。}|{[○]○。} 

(小さ-い｜ 学校) z              接  続  形： {[○◎]｜[○]○。} 

 

(15) 副詞＋用言からなる場合 

p’ar.ri | mʌk-ʌ.ra           言い切り形： {[○]○。}｜{[○◎]◎。} 

   (早く|食べ-ろ。)              接  続  形： {[○○]｜[○◎]◎。} 

 

3.1.4. チョンヤン方言におけるアクセント単位の認定の必要性及び認定基準 

 チョンヤン方言は６音節以上になると、アクセント単位に切れ目が生じる。よって、本

節では、一型アクセントにおいてアクセント単位認定の必要性について検討した上で、ア

クセント単位の定義について述べる。そして、当該方言のアクセント単位の認定基準と認

定に関わる要素について考察を行う。尚、当該方言のような、韓国語一型アクセントを対

象に、アクセント単位の認定について考察した先行研究は管見の限り見当たらないが、韓

国語の方言を対象にアクセント単位の認定について考察した先行研究には李連珠(2005)が

ある33。 

 

3.1.4.1. アクセント単位の定義 

上野(2011b)はアクセント単位について、「アクセント(ないしアクセント素)を担う単位

で、これによってアクセントの型が決まる。この単位未満のものは、それ自身のアクセン

トを担うことができない。アクセント体系は、この長さが同じものの間での対立数と、長

さが増えるに従って対立数がどのようになるかによって決まる」(上野 2011b:320)と定義し

ている。そして、アクセント単位の長さについては日本語東京方言の場合、「『蚊、手』の

ような短いものから、『東京オリンピック、オックスフォード大学、働かされ始める』など

のように長いものまであり、１単位の長さの上限は決まっていない」(上野 2011b:320)と述

べている。 

 

3.1.4.2. アクセント単位認定の必要性の検討 

李連珠(2005)はアクセント単位の認定についてアクセント体系を構築する上で欠かすこ

                                                   
33 李連珠(2005)はテグ方言を対象に「疑問詞＋用言疑問形」、「副詞＋用言疑問形」、「名詞＋動詞」、「名詞

＋名詞」といった文と句に見られるアクセントを分析し、これらをアクセントの面から結合型、並列型、

接合型の３つに分類した上で、アクセント体系を立てる際には１つのアクセント単位からなる結合型の

みに基づくべきであると主張している。 
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とのできないものとし、アクセント型の対立を持つ韓国語テグ方言を対象に考察を行って

いる。アクセント体系を正確に捉えるためにはアクセント単位の認定は必須不可欠なもの

であることが窺える。一型アクセントにおいても例外ではない。一型アクセントがアクセ

ント型の対立を持たないからといって現れる音調型の全てを１つのアクセント単位と認定

すれば、同じ音節数において複数の音調型やこれまでとは異なる音調型が現れた場合、全

て表９に加えなければならない。そうなると、全体的に非常に複雑な音調的特徴になって

しまい、一型アクセントが体系的に捉えられなくなる。 

例えば、kɛ.na.ri (レンギョウ)と ho.ru.ra.ki(ホイッスル)を例で挙げれば、これらに音節

数の異なる助詞がそれぞれ後接すると、以下のような音調型が現れる。 

 

(16) a. kɛ.na.ri   

(レンギョウ) 

[○○]○。 

 

b. kɛ.na.ri-po.ta-nɯn 

(レンギョウ-より-は) 

[○○○]|◎◎]◎。 

 

kɛ.na.ri-ka 

(レンギョウ-が) 

[○○]○◎。 

 

 

 

 

 

kɛ.na.ri-po.ta 

(レンギョウ-より) 

[○○]○◎◎。 

 

 

 

 

 

(17) a. sa.kwa-na.mu 

(リンゴの木) 

[○○]○○。 

 

b. sa.kwa-na.mu-po.ta 

(リンゴの木-より) 

[○○]|[○○]◎◎。 

 

sa.kwa-na.mu-ka 

(リンゴの木-が) 

[○○]○○◎。 

 

sa.kwa-na.mu-po.ta-nɯn 

(リンゴの木-より-は) 

[○○]|[○○]◎◎◎。 

 

 

 

 

 

 

 

上記の例を見ると、５音節以下の場合と６音節以上の場合とで異なる音調型が現れるが、

単語単独形の場合を除くと、全て名詞に助詞が付いた言い切り形の場合であることが分か

る。そのため、５音節以下に現れる音調型と６音節以上の音調型を１つのアクセント単位

と解釈しがちである。しかし、仮に６音節以上の音調型を１つのアクセント単位と捉えて

しまうと、二つの問題点が生じる。一つは５音節以下の音調型と一貫した特徴が捉えられ

ない点である。もう一つは例(16)の kɛ.na.ri-po.ta-nɯn(レンギョウ-より-は)と例(17) 

sa.kwa-na.mu-po.ta(リンゴの木-より)のように同じ音節数であるにも関わらず、異なる音

調型が現れる場合、それぞれの音調型が現れる環境と条件について説明しなければならな

い点である。 

 しかし、６音節以上に現れる音調型を単位の長さの上限によってアクセント単位の切れ
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目が生じ、複数のアクセント単位に分かれたものと認定し、最後のアクセント単位は言い

切り形で現れ、それ以外のアクセント単位は接続形で現れると解釈すると、当該方言の一

型アクセントを体系的に捉えられる。 

 

3.1.4.3. アクセント単位の認定に関わる要素 

当該方言はアクセント単位の認定において単位の長さと形態素の切れ目が関わる。しか

し、２つの要素がそれぞれ関与する条件とその順序に相違が見られる。 

優先的に関わる要素は単位の長さである。この要素は当該方言のアクセント単位の認定

において一次的に関わる。当該方言は６音節以上になると、アクセント単位に切れ目が生

じるため、１つのアクセント単位にまとまる長さは５音節までである。単位の長さの上限

は品詞や文節内部の構成などとは関係なく、６音節以上であれば必ず関わる。 

 

(18) a. t’ɯr-ɛ.sʌ-po.ta       [○◎]◎◎◎。 

(庭-で-より)           

 

b. t’ɯr-ɛ.sʌ-po.ta-nɯn   [○◎◎]|◎◎]◎。 

(庭-で-より-は)   

 

(19) a. sʌ.ur-ɛ.sʌ-nɯn      [○○]◎◎◎。 

(ソウル-で-は) 

 

b. sʌ.ur-ɛ.sʌ-po.ta     [○○]|[◎◎]◎◎。 

(ソウル-で-より)   

     

(20) a. ʧhuŋ.ʧhʌŋ.to-ɛ.sʌ       [○○]○◎◎。 

        (チュンチョン道-で) 

 

b. ʧhuŋ.ʧhʌŋ.to-ɛ.sʌ-nɯn     [○○○]|◎◎]◎。 

 (チュンチョン道-で-は)  

 

(21) a. kɛ.ran-k’ʌp.t’ɛ.ki    [○○]○○○。 

(卵-殻) 

 

b. kɛ.ran-ar.rɛ.rɯ.ki   [○○]|[○○]○○。 

(卵-アレルギー)  
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(22) a. ʧhuŋ.ʧhʌŋ.to-paŋ.ʌn   [○○]○○○。  

  (チュンチョン道-方言)  

 

b. ʧhuŋ.ʧhʌŋ.to-sa.thu.ri    [○○○]|○○]○。 

(チュンチョン道-方言)    

 

(23) a. tor.a-ka.sjʌ-tta   [○○]○○◎。 

(亡くなった) 

    

    b. tor.a-ka.sjʌt-sɯp.ni.ta  [○○]|[○○]◎◎◎。 

    (亡くなりました) 

 

例(18)～(20)は名詞に助詞が付いた場合である。同じ名詞であるにも関わらず、助詞の

長さによってアクセント単位の数に相違が見られ、例(18)～例(20)の a は１つのアクセン

ト単位であるのに対し、例(18)～例(20)の b は複数のアクセント単位に分かれていること

が分かる。例(21)と例(22)は複合名詞の場合である。この場合も前部要素が同じであるも

のの、後部要素の長さの相違によって例(21)a と例(22)a は１つのアクセント単位であるが、

例(21)b と例(22)b は複数のアクセント単位に分かれていることが分かる。例(23)は動詞語

幹に活用語尾が付いている場合である。同じ語幹であるが、活用語尾の長さの相違によっ

て a は１つのアクセント単位であるのに対し、b が複数のアクセント単位に分かれている。

一方、例(18)～例(23)の b はお互いに異なる内部構造を成しているが、単位の長さが６音

節以上であるため、共通してアクセント単位の切れ目が生じている。 

アクセント単位の切れ目が生じた場合の各アクセント単位の音調型を見ると、最後のア

クセント単位は言い切り形で現れ、それ以外のアクセント単位は接続形で現れる。 

単位の長さによってアクセント単位の切れ目が生じると、形態素の切れ目がアクセント

単位の切れ目の位置に関与する。先ず、例(18)～(20)の b の場合、１音節名詞は助詞と助

詞の間にアクセント単位の切れ目が生じており、２音節名詞と３音節名詞は名詞と助詞の

境界にアクセント単位の切れ目が生じている。次に、例(21)b と例(22)b の場合は前部要素

と後部要素の間にアクセント単位の切れ目が生じている。例(23)b は tor.a と

ka.sjʌt-sɯp.ni.ta の間にアクセント単位の切れ目が生じている。これらの例から内部構造は

異なるものの、形態素の切れ目にアクセント単位の切れ目が生じることが分かる。 

一方、以下の例のように複数の形態素からなる複合名詞に助詞が付いた場合の音調型を

見れば、当該方言においてアクセント単位の切れ目の位置と形態素間の結合に一定の規則

が見られる。当該方言は６音節以上かつ複数の形態素からなる場合、最後の形態素とその

前の形態素が優先的に１つのアクセント単位を成す傾向が見られる。 
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(24) a. taŋ.njo -pjʌŋ - jak - po.ta  (糖尿病の薬より)  

         糖尿-病-薬-より  

[○○○]|○◎]◎。 

 

      b. sɛŋ.sʌn-nun-ar-po.ta  (魚の目玉より) 

        魚-目玉-より  

 [○○]|[○○]◎◎。 

  

(25) a. ko.mu-ʧur-nor.i-ka  (ゴムバンドを用いた遊び-が) 

        ゴム-紐-遊び-が 

         [○○○]|○○]◎。 

 

b. nɛm.pi-son-ʧap.i-ka  (鍋の取っ手-が) 

     鍋-手-取っ手-が 

      [○○]|[○○]○◎。   

 

但し、以下の４音節の単純名詞に助詞が付いて６音節以上になる場合はアクセント単位

の切れ目の位置を設定しがたい。今後、さらなる検討が必要とされるが、現段階において

形態素の切れ目とは関係なく、最後の形態素と４音節単純名詞の３音節目と４音節目が

po.ta(より)と１つのアクセント単位を成すと捉え、名詞の２音節目と３音節目の間にアク

セント単位の切れ目が生じていると解釈している。 

 

(26) a. ʧi.phu.ra.ki-po.ta (藁-より)  

 [○○]|[○○]◎◎。 

 

b. hʌ.su.a.pi-po.ta (案山子-より) 

[○○]|[○○]◎◎。 

 

3.1.4.4.  まとめ 

 当該方言のアクセント単位の認定において、１音節目のみ高い音調型と１音節目と２音節

目が高い音調型を１つのアクセント単位とし、高い音調が３音節目以降に現れる音調型はア

クセント単位の切れ目が生じ、複数のアクセント単位からなるものと認定することにより、

当該方言の一型アクセントの特徴が体系的に捉えられる。アクセント単位の認定に関わる要

素としては単位の長さと形態素の切れ目がある。この２つの要素は適用範囲と順序に相違が

見られる。単位の長さは一次的に関わる要素として品詞や文節内部の構成と関わることなく、

単位の長さが６音節以上になれば必ず関与する。形態素の切れ目は単位の長さにより、アク
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セント単位が複数に分かれてはじめて関わるため、二次的要素と言え、アクセント単位の切

れ目の位置に関与する。３つ以上の形態素からなる場合は基本的に最後の形態素とその直前

の形態素が１つのアクセント単位を成す傾向が見られる。 

 アクセント単位の切れ目が生じた際の各アクセント単位の音調型を見ると、最後のアクセ

ント単位は言い切り形で現れ、それ以外のものは最後のアクセント単位に接続しているため、

接続形で現れる。 

 

3.1.5. 複合名詞の音調的特徴 

 単純名詞の場合と同様、５音節以下の場合と６音節以上の場合とで異なる音調的特徴が

見られるため、５音節以下の複合名詞と６音節以上の複合名詞に分けて記述を行う。 

 

3.1.5.1. ５音節以下の複合名詞 

複合名詞の長さが５音節以下であれば、基本的に表９に示した音調型で現れる。以下に

語例を示す。 

 

(27) ２つの形態素からなる複合名詞 

a. １音節名詞＋１音節名詞 

kuk (汁) ＋ mur (水) → kuk-mur (汁) 

        [○]]。＋ [○]]。→ [○]○。  

 

 b. １音節名詞＋２音節名詞  

pɛ (梨) ＋ na.mu (木) → pɛ-na.mu (梨の木) 

         [○]]。＋ [○]○。→ [○○]○。 

 

c. ２音節名詞＋２音節名詞 

kar.ʧhi (太刀魚)＋ʧo.rim (煮物)→gar.ʧhi-ʧo.rim (太刀魚の切り身の煮つけ) 

        [○]○。＋ [○]○。→ [○○]○○。 

 

  d. ２音節名詞＋３音節名詞   

       kwa.ir (果物) ＋ k’ʌp.tɛ.ki (皮) → kwa.ir-k’ʌp.tɛ.ki (果物の皮) 

      [○]○。＋ [○○]○。→ [○○]○○○。 

 

上記の例は２つの形態素からなる複合名詞であるが、３つの形態素からなる複合名詞で

あっても全体の長ささえ５音節以下であれば、同じ特徴が見られる。 
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(28) ３つの形態素からなるの複合名詞 

    a. sam(三)+phar(八)＋sʌn(線) → sam-phar-sʌn (38 度線) 

[○]]。＋ [○]]。＋ [○]]。→ [○○]○～[○]○○。 

 

     b. kho(鼻)＋kam.ki(風邪)＋jak(薬) → kho-kam.ki-jak (鼻かぜの薬) 

[○]]。＋ [○]○。＋[○]] → [○○]○○。 

 

c. toŋ (東)＋nam (南)＋a.si.a (アジア) → toŋ-nam-a.si.a (東南アジア) 

      [○]]。＋ [○]]。＋[○○]○。→ [○○]○○○。 

 

年配層の場合には語頭音節が長母音で現れる語が見られるが、５音節以下であれば、基

本的に表９に示した音調型で現れる。 

 

(29) a. １音節名詞＋２音節名詞 

pa:m (栗) ＋ na.mu (木) → pa:m-na.mu (栗の木)  

         [○:]]。＋ [○]○。→ [○:○]○。 

 

   b. １音節名詞＋３音節名詞 

so: (牛) ＋ tar.ku.ʧi (車) → so:-tar.ku.ʧi (牛車)  

         [○:]]。＋ [○○]○。→ [○:○]○○。 

 

  c. ２音節名詞＋３音節名詞 

ta:m.pɛ (タバコ) ＋ ʧɛ.t’ʌr.i (灰皿) → ta:m.pɛ.ʧɛ.t’ʌr.i (灰皿)  

         [○:]○。＋ [○○]○。 →  [○:○]○○○。  

 

但し、複合名詞の場合は長さが５音節以下であっても場合によっては２つのアクセント

単位に分かれて現れる場合も見られる。これはインフォーマントが複合名詞をどのように

意識するかによって１つのアクセント単位にまとまる場合もあれば、複数のアクセント単

位に分かれる場合もあるからであると考えられる。 

 

(30) a. １音節名詞＋３音節名詞 

     mjʌ:n (面) ＋ sa:.mu-so (事務所) → mjʌ:n-sa.mu-so /  

                                         mjʌ:n-sa:.mu-so (面事務所)   

        [○:]]。＋ [○:○]○。 → [○:○]○○ / [○:]|[○:○]○。 
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   b. ２音節名詞＋３音節名詞 

ko.ʧhu (唐辛子) ＋ ʧa:m.ʧa.ri (トンボ) → ko.ʧhu-ʧam.ʧa.ri / 

ko.ʧhu-ʧa:m.ʧa.ri (赤とんぼ) 

[○]○。＋ [○:○]○。→ [○○]○○○/[○○]|[○:○]○。 

   

複合名詞の長さが５音節以下でありながらも、アクセント単位が複数に分かれた場合は、

後述する６音節以上の場合と同様、最後のアクセント単位は言い切り形として現れ、それ

以外のアクセント単位は接続形で現れる。 

 

3.1.5.2. ６音節以上の複合名詞 

既に述べたように、単位の長さが６音節以上であるため、必ずアクセント単位の切れ目

が生じ、アクセント単位が複数に分かれる。尚、３つ以上の語からなる複合名詞の場合は

それぞれの語を第１要素、第２要素…と呼ぶ。 

２つの語からなる複合名詞は基本的に前部要素と後部要素の間にアクセント単位の切れ

目が生じる。前部要素に該当する語は接続形で現れるため、全て高く続く音調型で現れ、

後部要素に該当する要素は表９に示した言い切り形の音調型で現れる。 

 

(31) a. ２音節名詞＋４音節名詞 

ka.sɯm (胸) ＋ ʧi.nɯ.rʌ.mi (ヒレ) → ka.sɯm-ʧi.nɯ.rʌ.mi (胸びれ) 

[○]○。＋[○○]○○。→ [○○]|[○○]○○。 

 

b. ３音節名詞＋３音節名詞 

pi.ti.o (ビデオ) ＋ thɛ.i.phɯ (テープ) → pi.ti.o-thɛ.i.phɯ (ビデオテープ) 

[○○]○。＋[○○]○。 → [○○○]|○○]○。 

 

尚、４音節名詞＋２音節名詞からなる複合名詞の場合は４音節名詞に助詞が付いた場合

と同様、前部要素と後部要素の切れ目とは関係なく、後部要素が前部要素の３音節目と４

音節目と１つのアクセント単位を成し、前部要素の内部で切れ目が生じると解釈する。 

 

(32) a. ar.rɛ.rɯ.ki   ＋ pan.ɯŋ  → ar.rɛ.rɯ.ki-pan.ɯŋ 

(アレルギー)   (反応)   (アレルギー反応) 

[○○]○○。＋ [○]○。→ [○○]|[○○]○○。   

 

    b. ho.ru.ra.ki ＋ so.ri → ho.ru.ra.ki-so.ri  

          (ホイッスル)  (音)  (ホイッスルの音) 

     [○○]○○。 ＋[○]○。→ [○○]|[○○]○○。 
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一方、３つ以上の語からなる複合名詞の場合、２音節名詞の組み合わせからなる場合を

中心に述べれば、第２要素と第３要素が１つのアクセント単位を成し、第１要素とアクセ

ント単位の切れ目が生じる。最後のアクセント単位は言い切り形で現れ、それ以外のアク

セント単位は接続形で現れる。 

 

(33) a. in.ʧ
h
ʌn ＋ kuk.ʧɛ ＋ koŋ.haŋ → in.ʧ

h
ʌn-kuk.ʧɛ-koŋ.haŋ  

        (インチョン)＋ (国際) ＋ (空港) → (インチョン国際空港) 

         [○]○。＋[○]○。＋[○]○。→ [○○]|[○○]○○。 

 

     b. sɛ.kjɛ ＋ juk.saŋ ＋ tɛ.(h)wɛ  →  sɛ.kjɛ-juk.saŋ-tɛ.(h)wɛ 

         (世界)  (陸上)     (大会)    (世界陸上大会)  

         [○]○。＋[○]○。＋[○]○。→ [○○]|[○○]○○。 

 

 c. u.ri ＋ na.ra ＋ sa.ram   →   u.ri-na.ra-sa.ram 

        (私達)   (国)     (人)     (我が国の人) 

[○]○。＋[○]○。＋[○]○。→ [○○]|[○○]○○。 

 

４つの語からなる複合名詞の場合も同じことが言える。第３要素と第４要素が１つのア

クセント単位を成し、第２要素の間にアクセント単位の切れ目が生じる。第３要素と第４

要素は言い切り形の４音節名詞の音調型で現れ、それ以外の要素は接続形で現れる。 

 

(34) a. ja.sɛŋ ＋ toŋ.mur ＋ po.(h)o ＋ ku.jʌk → ja.sɛŋ-toŋ.mur-po.(h)o-ku.jʌk 

      (野生)   (動物)     (保護)    (区域)  (野生動物保護区域) 

        [○]○。＋[○]○。＋[○]○。＋[○]○。→ [○○○○]|[○○]○○。 

 

    b. ʧʌn.ʧa ＋ ʧɛ.phum ＋ har.in ＋ mɛ.ʧaŋ →  ʧʌn.ʧa-ʧɛ.phum-har.in-mɛ.ʧaŋ 

          (電子)  (製品)    (割引)  (売り場)     (電子製品割引売り場) 

 [○]○。＋[○]○。＋[○]○。＋[○]○。→   [○○○○]|[○○]○○。 

 

(35) a. haŋ.mun＋ʧik.ʧaŋ＋ki.nɯŋ＋kʌm.sa → haŋ.mun-ʧik.ʧaŋ-ki.nɯŋ-kʌm.sa 

         (肛門)     (直腸)  (機能)   (検査) → (肛門直腸機能検査) 

         [○]○。＋ [○]○。＋[○]○。＋[○]○。→ [○○]|[○○]|[○○]○○。 

  

      b. sʌ.ur ＋  jɛ.sur ＋ ko.tɯŋ ＋ hak.kjo  → sʌ.ur-jɛ.sur-ko.tɯŋ-(h)ak.kjo 

          (ソウル)  (芸術)   (高等)    (学校) → (ソウル芸術高等学校) 

        [○]○。＋[○]○。＋[○]○。＋[○]○。→ [○○]|[○○]|[○○]○○。 
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尚、例(34)のように、第１要素と第２要素が意味的に結合度が強い場合は１つのアクセ

ント単位にまとまり、例(35)のように第１要素と第２要素の意味的結合度が緩い場合はそ

れぞれ１つのアクセント単位を成す。 

 

3.1.5.3. まとめ 

 複合名詞の場合も単純名詞の場合と同様、５音節以下の場合と６音節以上の場合とで異

なる音調的特徴が見られる。 

 ５音節以下の場合は基本的に形態素の数とは関係なく、複合名詞全体の長ささえ５音節

であれば表９に示した音調型で現れるが、場合によっては５音節以下の複合名詞でも２つ

のアクセント単位に分かれて現れる場合もみられる。 

 ６音節以上の複合名詞の場合は必ず２つ以上のアクセント単位に分かれて現れる。２つ

の語からなる場合は前部要素と後部要素の間にアクセント単位の切れ目が生じる。尚、４

音節名詞＋２音節助詞からなる場合は例外的に前部要素の内部で切れ目が生じ、前部要素

の３音節目と４音節目が後部要素と１つのアクセント単位を成す。 

３つの語からなる複合名詞の場合は第３要素と第４要素が１つのアクセント単位を成す

ため、第１要素の間にアクセント単位の切れ目が生じる。４つの語からなる複合名詞の場

合にも同じことがいえる。第３要素と第４要素が１つのアクセント単位を成すため、優先

的に第２要素の間にアクセント単位の切れ目が生じる。尚、第１要素と第２要素が意味的

結合度の強い場合は１つのアクセント単位にまとまり、緩い場合はそれぞれ１つのアクセ

ント単位を成す。 

アクセント単位が複数に分かれた場合、それぞれのアクセント単位の音調型を見れば、

最後のアクセント単位は言い切り形で現れ、それ以外のアクセント単位は接続している関

係にあるため、接続形で現れる。 

 

3.1.6. 用言の音調的特徴 

名詞の場合と同じ音調的特徴が見られる。１音節幹用言の場合、１音節の活用語尾と結

合して単位の長さが２音節になると、１音節目のみ高い音調型で現れる。２音節の活用語

尾が付いて長さが３音節以上になると、１音節目と２音節目が高い音調型で現れる。但し、

３音節かつ語幹の子音が気息の強い無声有気音、無声無気音、無声歯茎摩擦音、無声声門

摩擦音である場合は、１音節目のみ高い音調型でも現れる。以下に例を示す。例は-ta(辞書

形)、-ko(中止法の-て)、-at.ta/ʌt.ta34 (過去形)、-a.sʌ/-ʌ.sʌ35(原因と理由の-て)が付いた

活用形の音調型をそれぞれ示す。尚、用言は活用の仕方によっては語幹と活用語尾が融合

する場合があり、音節の境界と一致しない場合がある。ここでは音節の境界と、語幹と活

                                                   
34 語幹における最後の音節の母音が/a、o/であれば、-at.ta が後接し、それ以外の母音であれば、-ʌt.ta が 

後接する。 
35 語幹における最後の音節の母音が/a、o/であれば、-a.sʌ が後接し、それ以外の母音であれば、-ʌ.sʌ が 

後接する。 
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用語尾の境界を優先するため、形態素の境界は語幹と活用語尾の境界のみを示すことにす

る。 

 

(36) a. ka-ta  

         (行-く) 

     [○]◎。 

ka-ko  

(行っ-て) 

[○]◎。 

ka-tta 

(行っ-た) 

[○]◎。 

ka-sʌ  

(行っ-て) 

[○]◎。 

  

    b. ʧak-ta 

         (小さ-い) 

      [○]◎。 

ʧak-ko 

(小さ-くて) 

[○]◎。 

ʧak-at.ta 

(小さ-かった) 

[○◎]◎。 

ʧak-a.sʌ 

(小さ-くて) 

[○◎]◎。 

 

c. khɛ-ta 

         (掘-る) 

      [○]◎。 

 

d. s’a-ta  

         (安-い) 

[○]◎。 

khɛ-ko 

(掘っ-て) 

[○]◎。 

 

s’a-ko 

(安-くて) 

[○]◎。 

khɛ-tta 

(掘っ-た) 

[○]◎。 

 

s’a-tta 

(安-かった) 

[○]◎。 

khɛ-sʌ 

(掘っ-て) 

[○]◎。 

 

s’a-sʌ 

(安-くて) 

[○]◎。 

 

２音節語幹用言の場合、活用語尾が付いて長さが３音節以上になると、１音節目と２音

節目が高い音調型で現れる。尚、１音節幹用言の場合と同様、語幹の子音が強い無声有気

音、無声無気音、無声歯茎摩擦音、無声声門摩擦である３音節の場合は１音節目のみ高い

音調型も現れる。 

 

(37) a. ka.ʧi-ta  

         (持-つ) 

      [○○]◎。 

ka.ʧi-ko  

(持っ-て) 

[○○]◎。 

ka.ʧjʌ-tta 

(持っ-た) 

[○○]◎。 

ka.ʧjʌ-sʌ  

(持っ-て) 

[○○]◎。 

  

b. a.phɯ-ta 

         (痛-い) 

     [○○]◎。 

a.phɯ-ko 

(痛-くて) 

[○○]◎。 

a.pha-tta 

(痛-かった) 

[○◎]◎。 

a.pha-sʌ 

(痛-くて) 

[○◎]◎。 

 

c. hʌ.mur-ta 

         (壊-す)  

         [○○]◎～ 

     [○]○◎。 

hʌ.mur-ko 

(壊し-て)  

[○○]◎～ 

[○]○◎。 

hʌ.mur-ʌt.ta 

(壊し-た)  

[○○]◎◎。 

 

hʌ.mur-ʌ.sʌ 

(壊し-て)  

[○○]◎◎。 
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d. t’ok.kat-ta  

         (同じ-だ) 

[○○]◎～ 

[○]○◎。 

t’ok.kat-ko 

(同じ-で) 

[○○]◎～ 

[○]○◎。 

t’ok.kat-at.ta 

(同じ-だった) 

[○○]◎◎。 

t’ok.kat-a.sʌ 

(同じ-で) 

[○○]◎◎。 

 

３音節語幹用言の場合は長さが必ず４音節以上になるため、分節音を問わず、１音節目

と２音節目が高い音調型の１種類の音調型のみが現れる。 

 

(38) a. pu.sʌ.ʧi-ta 

         (壊れ-る) 

         [○○]○◎。 

 

pu.sʌ.ʧjʌ-sʌ 

         (壊れ-て) 

        [○○]○◎。 

pu.sʌ.ʧi-ko   

(壊れ-て) 

[○○]○◎。 

pu.sʌ.ʧjʌ-tta 

(壊れ-た) 

[○○]○◎。 

           

    b. sʌ.kɯr.phɯ-ta 

         (物悲し-い) 

     [○○]○◎。 

sʌ.kɯr.phɯ-ko 

(物悲し-くて) 

[○○]○◎。 

sʌ.kɯr.phʌ-tta    

(物悲し-かった) 

[○○]○◎◎。 

 

sʌ.kɯr.phʌ-sʌ  

         (物悲し-くて) 

[○○]○◎◎。 

 

 

 

 

 

 用言の場合も名詞の場合と同様、単位の長さが６音節以上になると、アクセント単位が

複数に分かれる。アクセント単位が分かれた場合、最後のアクセント単位は言い切り形で

現れ、最後のアクセント単位以外のものは接続形で現れる。  

 

(39) a. nʌm.ʌ.ʧi-ta 

(転-ぶ) 

   [○○]○◎。 

nʌm.ʌ.ʧi-sip.ni.ta 

(転ばれ-ます)  

[○○]|[○◎]◎◎。 

nʌm.ʌ.ʧi-sjʌt.sɯp.ni.ta 

(転ばれ-ました) 

[○○○◎]|◎◎]◎。 

 

b. ʧo.joŋ.(h)a-ta  

         (静か-だ) 

[○○]◎◎。 

 

 

ʧo.joŋ.(h)a-sip.ni.ta 

(静か-でいらっしゃい-ます) 

[○○]|[○◎]◎◎。 

 

 

ʧo.joŋ.(h)a-sjʌt.sɯp.ni.ta 

(静か-でいらっしゃい-ました) 

[○○○◎]|◎◎]◎。 
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3.1.7. まとめ 

 チョンヤン方言は言い切り形と接続形の相違が見られる。言い切り形は必ず下降が生じ

る。５音節以下の場合における音調的特徴を見ると、１音節は下降調、２音節は１音節目

のみ高い音調型、３音節は１音節目と２音節目が高い音調型と１音節目のみ高い音調型の

２種類の音調型が現れる。４音節以上は１音節目と２音節目が高い音調型の１種類の音調

型しか現れない。但し、３音節に現れる１音節目のみ高い音調型は語頭音節が短母音かつ

気息の強い無声有気音、無声無気音、無声歯茎摩擦音、無声声門摩擦音である場合に限っ

て１音節目と２音節目が高い音調型と共に現れる。３音節に現れる１音節目のみ高い音調

型は分節音によって現れる環境が予測可能であるため、１音節目と２音節目が高い音調型

と対立を成していないと解釈できる。 

言い切り形は必ず下降が生じるのに対し、接続形は言い切り形に見られる下降が現れず、

全て高く続く音調型で現れるため、言い切り形と接続形の相違は下降の有無にある。 

 ６音節以上になると、アクセント単位の切れ目が生じる。アクセント単位が複数に分かれ

ると、形態素の切れ目がアクセント単位の切れ目の位置に関与する。 音調的には最後のア

クセント単位は言い切り形で現れ、それ以外のものは最後のアクセント単位に接続している

ため、接続形で現れる。 

 複合名詞の音調的特徴も単純名詞の場合とほぼ同様である。５音節以下の場合は基本的

に１つのアクセント単位にまとまり、６音節以上の場合は複数のアクセント単位に分かれ

る。６音節以上の複合名詞の場合、２つの語からなる場合は基本的に前部要素と後部要素

の間にアクセントと切れ目が生じる。３つの語からなる場合は、第２要素と第３要素が１

つのアクセント単位を成す。そのため、第１要素と第２要素の間にアクセント単位の切れ

目が生じる。４つの語からなる複合名詞の場合も同じ特徴が見られる。第３要素と第４要

素が優先的に１つのアクセント単位を成す。そのため、第２要素の間にアクセント単位の

切れ目が生じる。尚、第１要素と第２要素が意味的に結合度が強ければ、１つのアクセン

ト単位を成し、緩ければ、それぞれ１つのアクセント単位を成す。各アクセント単位の音

調型を見ると、最後のアクセント単位は言い切り形で現れ、それ以外のアクセント単位は

接続形で現れる。 

用言の場合も名詞と同じ特徴が見られる。 
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3.2. ソウル方言 

 韓国語の標準語の基盤になっている方言として、従来から多くの研究者により、当該方

言の音律的特徴に関する研究が盛んに行われてきた。 

 本節では、ソウル方言の韻律的特徴に関する先行研究を概観した上で、ソウル方言にお

ける言い切り形における名詞と複合名詞の音調的特徴、言い切り形と接続形の相違、用言

の音調的特徴について記述と分析を行う。 

 

3.2.1. 先行研究 

 ソウル方言の音律的特徴に関する先行研究として、イ・スンニョン(1960)、チョン・イ

ンソプ(1965)、イ・ヒョンボク(1973)をはじめ、イ・ホヨン(1987)、イ・サンジク(1987)、

キム・チャギュン(1980)、長渡(2003)、Fukui(2003)、孫在賢(2007a)36、李文淑(2007)など

があげられる。 

イ・スンニョン(1960)、チョン・インソプ(1965)、イ・ヒョンボク(1973)はソウル方言

に見られるアクセントの性質とそのアクセントの規則について論じている。 

イ・スンニョン(1960)はソウル方言を強弱(stress)アクセントと捉え、語頭音節の子音に

よってアクセントの位置が決まると述べている。そして、以下のように規則を立てている。 

 

・長母音は１音節目にしか置かれず、このような場合には１音節目にアクセントが置か 

れる。 

・語頭子音が濃音/k’、t’、p’、ʧ’、s’/であれば、その音節にアクセントがある。 

・語頭子音が激音/kh、th、ph、ʧh/あるいは/s、h/であれば、その音節は弱音節になるた 

め、アクセントが置かれない。 

 ・音節末子音が鼻音/n、m、ŋ/あるいは流音/l/であれば、その音節にアクセントが来る。 

・音節末子音が破裂音かつ、語頭子音が激音あるいは/s、h/でなければ、その音節にア 

クセントが来る。 

 ・音節構成において語頭子音が上記のような制約がなければ、２音節目にアクセントが来 

る。 

 

チョン・インソプ(1965)は、Sona-Graph による実験音声学的な方法を用い、アナウンサ

ーにより朗読されたニュースなどの音声データを分析している。特に、数回現れた同じ文

章を対象にその文章を構成しているそれぞれの単語の音調型を強弱と高低の観点から分析

しているが、強弱(stress)は変動が激しいのに対し、高低は常に固定されている点からソウ

ル方言のアクセントを高低アクセントと捉えている。ソウル方言の高低アクセントは単語

において１音節あるいは２音節以上のものは全て対比的(contrastive)アクセントがあり、

                                                   
36 孫在賢(2005a)ではソウル方言を無アクセントと捉えているが、孫在賢(2007a)は無アクセントから一型 

アクセントと捉え直しているため、ここでは孫在賢(2007a)のみ取り上げる。 
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一単語にはある特定の音節にアクセントが固定されており、これは性別や年齢と関係なく

共通している。そのため、文にイントネーションが被さっても単語のアクセントは保たれ

ると主張する。 

それに対し、イ・ヒョンボク(1973)は高低によるミニマルペアが存在しない上で、単語

のアクセントの位置は条件により変わる場合が多いと指摘している。そして、引用形の

utterance(=文節)に現れるリズムパターンを分析し、ソウル方言のアクセントを強弱

(stress)と音長(length)の結合した複合体であると主張する。アクセントの位置は母音の長

短と音節構造により決まり、アクセントが置かれている音節は長くかつ強く発音されるの

に対し、アクセントが置かれていない音節は短く発音されるという。 

イ・ホヨン(1987)は、イ・ヒョンボク(1973)に賛成しつつ、重音節(heavy syllable)と軽

音節(light syllabe)の概念を用いて以下のように規則を立てている。 

 

・最初の音節が重音節であれば、その音節にアクセントが置かれる。 

・最初の音節が軽音節であれば、次の音節にアクセントが置かれる。しかし、強調する 

場合には最初の音節にアクセントが置かれる。 

 

イ・サンジク(1987)はイ・ヒョンボク(1973)とイ・ホヨン(1987)を基に、韻律音韻論

(metrical phonology)の方法論を用い、韓国語アクセント規則の形式化を試みたものとして、

重音節と軽音節の対立は rhyme が枝を作るか否かによって決まるという。そして以下のよ

うな規則を立てている。 

 

・各音節構造において rhyme が枝を作る最初の音節にアクセントが置かれる。 

・枝を作る rhyme を持つ音節がない場合は、２音節目にアクセントが置かれる。 

 

キム・チャギュン(1980)は声調方言から非声調方言への変化を捉えるため、ソウル方言

を分析しており、当該方言を語頭子音の種類と音節構造により高低と強弱が予測可能な非

声調方言と解釈している。 

長渡(2003)は１～３音節名詞を対象に各音節の高低について観察しつつ、名詞の音調形

と各音節の頭子音との相関関係についても観察を行っている。 

 第１音節の子音が平音・鼻音・母音始まりのときは、第１音節が低く、第２音節が高く

なるのに対し、第１音節が濃音・激音である時は、第１音節と第２音節とも高く、第３音

節は大体低くなるという。 

 一方、Fukui(2003)、孫在賢(2007a)、李文淑(2007)はアクセント体系からソウル方言の

アクセント特徴について記述を行っている。 

Fukui(2003)は一定した音調型によって各々の音韻句の境界が明瞭に表示されるか否か

によって一型アクセントと無アクセントを分類している。ソウル方言は複数の音韻句が一
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つにまとまって平板に発音される場合がよく見られ、音調型によって必ずしも音韻句の境

界が表示されていないため、無アクセントと解釈している。 

孫在賢(2007a)はソウル方言を狭義の一型アクセントであると解釈している。当該方言に

は言い切り形と接続形の相違が見られる。言い切り形の場合、１音節は下降調、２音節は

１音節目のみ高い音調型で現れる。３音節以上は語頭の分節音が音調型の決定に密接に関

わる。語頭子音が気息の強い無声有気音、無声無気音、無声歯茎摩擦音、無声声門摩擦音

である場合は必ず１音節目と２音節目が高い音調型で現れ、それ以外の子音である場合は

１音節目と２音節目が高い音調型と２音節目のみ高い音調型のどちらでも現れる。一方、

接続形の場合、２音節以下は全ての音節が高い音調型で現れる。３音節以上は気息の強い

無声有気音、無声無気音、無声歯茎摩擦音、無声声門摩擦音は１音節目から最後の音節ま

で高く続く音調型で現れ、それ以外の場合は１音節目から最後の音節まで高く続く音調型

と２音節目から最後の音節まで高く続く音調型のどちらでも現れる。 

李文淑(2007)はソウル方言について「一見すると何の決まりもないように見えるが、初

めに高くなる部分だけは決まっている。第２音節目以内に最初に高くなる音節があること

だけは必ず守られる。対立は持っていないが、一つの定まったパターンがあることから１

型アクセントと見る」(李文淑 2007:121)と分析している。分節音と音調型の関係について

は「語頭子音によって現れる音調パターンが決まることがある。語頭に特殊子音37があると

最初の音節から高くなるパターン、平音がある場合は第２音節から高くなるのが基本パタ

ーンになる。ただし、２音節語だけは第１音節から高くなるのが基本形である。語頭に長

母音がある語は語頭に特殊子音がある語と同じ現れ方を見せるが、音節数が５音節を超え

ると長母音がなくなり、語頭に平音がある語と同じ現れ方をする」(李文淑 2007:121)とい

う。言い切形と接続形の相違に関しては「言い切り形と接続形の区別があり、言い切り形

は文節末が低く現れるが、接続形は文節末が高くなる」(李文淑 2007:121)と述べている。

そして、最終的には「語全体の音調は語アクセントにイントネーション、ポーズ、リズム

などが一体となって決まる」(李文淑 2007:121)と述べている。 

以上、ソウル方言の音調的特徴について概観してきた。筆者はソウル方言の韻律的特徴

を高低アクセントと捉える立場である。そして、この立場からソウル方言の音調的特徴を

分析し、アクセント体系を明らかにしようとしている。筆者と同じ立場からソウル方言の

音調的特徴を詳しく記述している先行研究には孫在賢(2007a)と李文淑(2007)がある。これ

らの先行研究と本稿は以下の四つの点から比較できる。 

一つ目は、言い切り形と接続形の相違に対する解釈である。孫在賢(2007a)、李文淑(2007)、

筆者が全て言い切り形と接続形の相違を認める。その特徴について孫在賢(2007a)は言い切

り形で３音節目以降の低く現れる部分が接続形になると全て高く現れるため、両者の相違

は下降の有無にあると述べている。李文淑(2007)は言い切り形では文節末が低く現れるの

に対し、接続形では文節末が高く現れると述べている。筆者は孫在賢(2007a)と同様、言い

                                                   
37 李文淑(2007)は 激音、濃音、s、h を特殊子音と呼んでいる。 
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切り形の音調型で必ず見られる下降が接続形になると現れなくなるため、両者の相違は下

降の有無によって生じると解釈している。 

二つ目は、言い切り形の２音節に現れる音調型の数に対する見解である。孫在賢(2007a)

は１音節目のみ高い音調型の１種類の音調型しかないと解釈している。一方、李文淑(2007)

は１音節目のみ高い音調型と１音節目と２音節目が高い音調型の２種類の音調型が現れる

と述べている。それに対し、筆者は１音節目のみ高い音調型、１音節目と２音節目が高く

かつ２音節目に音節内下降が生じる音調型、１音節目は低くて２音節目は下降調で現れる

音調型の３種類の音調型が現れると捉えている。３音節以上においては孫在賢(2007a)と李

文淑(2007)と同様、１音節目と２音節目が高い音調型と２音節目のみ高い音調型の２種類

の音調型が現れると捉えている。  

三つ目は、接続形の音調型に対する解釈である。当該方言には１音節目あるいは２音節

目から最後の音節まで高く続く音調型と最後の音節のみ高く現れる音調型が現れる。前者

に対しては孫在賢(2007a)と李文淑(2007)とも接続形と解釈している。しかし、後者に対し

ては見解が異なる。孫在賢(2007a)は末尾卓立形と名付け、「聞き手に対する訴えかけが働

いている。話し手が何らかの形で自分の意見をまとめたいという意志の表現および問題提

起として切り出されるものと考えられる。イントネーションの一種として解釈される」(孫

在賢 2007a:118)と述べている。李文淑(2007)は孫在賢(2007a)の解釈に対し、特別な感情表

現及び訴えかけなどではなく、接続形の一種であると解釈をしている。筆者は基本的に孫

在賢(2007a)と同様、１音節目あるいは２音節目から最後の音節まで高く現れる音調型のみ

を接続形と解釈する。一方、最後の音節のみ高く現れる音調型はポーズが置かれた際によ

く現れるが、ポーズによって言い切り形と混同されるのを避け、次に何かが続くというこ

とを積極的に示す役割を果たしていると考えられるため、接続形として捉えず、イントネ

ーションの一種として解釈する。  

四つ目は、分節音と音調型の関係に対する解釈である。分節音が音調型の決定に関与す

る点については孫在賢(2007a)、李文淑(2007)、筆者、ともに同じ見解である。孫在賢(2007a)

は３音節以上において語頭子音が気息の強い無声有気音、無声無気音、無声歯茎摩擦音、

無声声門摩擦音で始まる語は１音節目と２音節目が高い音調型で現れ、それ以外のもので

始まる語は１音節目と２音節目が高い音調型と２音節目のみ高い音調型の２種類の音調型

が現れると述べている。一方、李文淑(2007)は３音節以上において語頭に語頭子音が気息

の強い無声有気音、無声無気音、無声歯茎摩擦音、無声声門摩擦音である場合は語頭音節

が高くなる音調型を、それ以外の場合は２音節目から高くなる音調型を基本としていると

述べている。長母音の場合は語頭子音が気息の強い無声有気音、無声無気音、無声歯茎摩

擦音、無声声門摩擦音である場合と同じ振る舞いを呈する。但し、孫在賢(2007a)と李文淑

(2007)は分節音ごとに現れる音調型を記述しているにとどまっているため、音調型の決定

に関与する分節音と関与しない分節音が明らかにされていない。筆者は音調型の決定に関

与する分節音を分析している。当該方言の言い切り形に見られる全ての音調型は分節音に
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よってその出現の有無が決定されない。２音節目のみ高い音調型の場合のみが語頭音節が

短母音かつ気息の弱い無声有気音、鼻音、流音、接近音である場合と母音で始まる場合に

限って現れる。そのため、語頭音節が短母音かつ気息の強い無声有気音、鼻音、流音、接

近音である場合と母音で始まる場合のみが特定の音調型の出現に関与すると解釈できる。 

 

3.2.2. 調査期間及びインフォーマント情報 

 調査期間に関しては、インフォーマント①は 2013 年 11 月に行い、インフォーマント②

は 2015 年 8 月に行っている。インフォーマント③は 2016 年 5 月に行った。インフォーマ

ント情報に関しては以下の通りである38。 

 

インフォーマント① ：キム・ファギョン氏、1979 年生まれの女性。 

 

インフォーマント② ：ハン・ヨンソン氏、1976 年生まれの女性。 

 

インフォーマント③ ：キム・ギョンソン氏、1962 年生まれの女性。 

 

データは詳しい調査ができたインフォーマント①を主に用いる。尚、２音節名詞におい

てインフォーマント③に異なる特徴が見られる。 

 

3.2.3. 言い切り形における名詞の音調的特徴 

当該方言は言い切り形と接続形の相違が見られる方言である。そのため、両者を分けて

述べる必要がある。言い切り形に見られる全ての音調型は必ず下降が見られる特徴を有す

る。一方、当該方言は語頭の分節音によって現れる音調型に相違が見られる。 

まず、語頭音節が短母音かつ気息の強い無声有気音、無声無気音、無声歯茎摩擦音、無

声声門摩擦音である場合を見ていくと、１音節名詞の場合、単独形は下降調で現れる。

-(i).ja(-だ)が付いて単位の長さが２音節あるいは３音節になった場合39、２音節であれば、

１音節目のみ高い音調型で現れ、３音節であれば１音節目と２音節目が高い音調型で現れ

る。例の示し方に関しては、通常、同じ音節の名詞に音節数が異なる助詞を付けた場合の

音調型を示す場合が多いが、筆者が調査したソウル方言話者の場合、助詞が付くと接続形

で現れたり、イントネーションが被さって現れたりしたため、言い切り形として現れると

予想される-(i).ja(-だ)を付けて調査を行った。 

 

      

                                                   
38 その他に、ソウル出身の 1982 年生まれの女性にも簡単な調査を行った。 
39 -(i).ja(-だ)は単語の最後の音節が開音節なのか閉音節なのかによって決まる。開音節であれば、-ja が付 

き、閉音節であれば-i.ja が付く。そのため、開音節の１音節名詞の場合は単位の長さが２音節になり、 

閉音節の１音節名詞の場合は単位の長さが３音節になる。 
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(40) a. hjʌ (舌)         hjʌ-.ja (舌-だ) 

[○]]。          [○]◎。 

 

 b. k’ur  (蜂蜜)      k’ur-i.ja (蜂蜜-だ)      

[○]]。             [○◎]◎。 

 

２音節名詞の場合、基本的に単語単独形は１音節名詞に１音節助詞が付いた場合と同様、

１音節目のみ高い音調型で現れる。-(i).ja(-だ)が付いて単位の長さが３音節以上になると、

常に１音節目と２音節目が高い音調型で現れる。 

 

(41) a. hʌ.ri (腰) 

[○]○。 

hʌ.ri-ja (腰-だ)  

[○○]◎。  

 

b. tho.k’i (兎) 

         [○]○。 

 

 

tho.k’i-ja (兎-だ) 

[○○]◎。 

      c. so.kɯm (塩) 

     [○]○。 

 

so.kɯm-i.ja (塩-だ) 

[○○]◎◎。 

    d. t’u.k’ʌŋ (蓋) 

     [○]○。 

t’u.k’ʌŋ-i.ja (蓋-だ) 

[○○]◎◎。 

 

  尚、インフォーマント③において２音節名詞の単独形の場合、１音節目のみ高い音調型

以外にも、１音節目と２音節目が高くかつ２音節目は音節内下降が生じる音調型も見られ

る。インフォーマント①とインフォーマント②では１音節目のみ高い音調型しか現れない。

この差異が世代差によるものであるのか、個人差によるものであるのかは現段階で調査で

きた３名のインフォーマントからは明らかにし難い。今後、インフォーマントを増やして

調査を行い、その原因を明らかにする必要があると考えられる。 

 

(42) a. t’u.k’ʌŋ (蓋) [○○]]。 

 

b. sɛ.u (海老) [○○]]～[○]○。 

 

c. thɛ.phuŋ (台風) [○○]]。 

 

d. p
h
a.to (波)   [○○]]。 
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３音節以上の名詞の場合は、単独形から１音節目と２音節目が高い音調型で現れる。

-(i).ja(-だ)が付いても同じ音調型で現れる。 

 

(43) a. k’a.ma.kwi  (カラス)  

         [○○]○。 

 

      b. si.kɯm.ʧhi (ほうれん草) 

         [○○]○。 

       

 

k’a.ma.kwi-ja (カラス-だ) 

[○○]○◎。 

 

si.kɯm.ʧhi-ja (ほうれん草-だ) 

[○○]○◎。 

 

(44) a. t’ak.ta.ku.ri (キツツキ) 

      [○○]○○。    

  

b. hʌ.su.a.pi (案山子) 

         [○○]○○。 

t’ak.ta.ku.ri-ja (キツツキ-だ) 

[○○]○○◎。 

 

hʌ.su.a.pi-ja (案山子-だ) 

[○○]○○◎。 

 

次に、語頭音節が短母音かつ気息の弱い無声有気音、鼻音、流音、接近音である場合と

母音始まりの場合の音調的特徴を見ていくと、１音節名詞では単独形は下降調で現れ、

-(i).ja(-だ)が付いて単位の長さが２音節あるいは３音節になった場合、２音節であれば、１

音節目のみ高い音調型で現れる。それに対し、３音節であれば、１音節目と２音節目が高

い音調型と２音節目のみ高い音調型が現れる。 

 

(45) a. pɛ (梨、お腹、船) 

     [○]]。 

pɛ-ja (梨、お腹、船-だ) 

[○]◎。 

 

      b. kam (柿) 

      [○]]。 

kam-i.ja (柿-だ) 

[○◎]◎～○[◎]◎。 

 

 ２音節名詞の場合は、単独形では基本的に１音節目のみ高い音調型が現れ、-(i).ja(-だ)が

付いて単位の長さが３音節以上になれば、１音節目と２音節目が高い音調型と２音節目の

み高い音調型の２種類の音調型が現れる。 

 

 (46) a. mo.ʧa (帽子) 

     [○]○。 

    

b. na.mu (木) 

     [○]○。 

mo.ʧa-ja(帽子-だ) 

[○○]◎。 

 

na.mu-ja (木-だ) 

[○○]◎～○[○]◎。 
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c. to.tuk (泥棒) 

      [○]○。 

 

d. ʧi.puŋ (屋根) 

     [○]○。 

to.tuk-i.ja (泥棒-だ) 

[○○]◎◎～○[○]◎◎。 

 

ʧi.puŋ-i.ja (屋根-だ) 

[○○]◎◎。 

 

尚、２音節名詞の単独形の場合、インフォーマント③では１音節目のみ高い音調型以外

にも、１音節目と２音節目が高くかつ２音節目は音節内下降が生じる音調型、１音節目は

低くかつ２音節目は音節内下降が生じる音調型の２種類の音調型が現れる。この差異は既

に述べた通り、世代差や個人差の可能性が考えられる。今後、インフォーマントを増やし

て調査を行う必要がある。 

 

 (47) a. ka.paŋ (カバン) 

    

   b. kʌ.wi (ガチョウ) 

 

c. tuŋ.ʧi (巣) 

    

d. a.kwi (アンコウ) 

[○]○～[○○]]～○[○]]。 

 

[○]○～[○○]]～○[○]]。 

 

[○○]]～○[○]]。 

 

[○]○～[○○]]。 

 

３音節以上の名詞は単独形から１音節目と２音節目が高い音調型と２音節目のみ高い音

調型の２種類の音調型が現れる。-(i).ja(-だ)が付いても同様である。 

 

(48) a. kɛ.ku.ri (蛙) 

      [○○]○～○[○]○。 

         

kɛ.ku.ri-ja (蛙-だ) 

[○○]○◎～○[○]○◎。 

 

    b. pi.tur.ki (鳩) 

     [○○]○～○[○]○。 

pi.tur.ki-ja (鳩-だ) 

[○○]○◎。 

 

最後に、インフォーマント①に限って２音節名詞と３音節名詞に語頭音節が長母音で現

(49) a. ko.sɯm.to.ʧhi (ハリネズミ) 

      [○○]○○。 

 

    b. toŋ.kɯ.ra.mi (丸) 

     [○○]○○～○[○]○○。 

ko.sɯm.to.ʧhi-ja (ハリネズミ-だ) 

[○○]○○◎～○[○]○○◎。 

 

toŋ.kɯ.ra.mi-ja (丸-だ) 

[○○]○○◎～○[○]○○◎。 
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れる場合が観察される。長母音を持つ音節は高くかつ長く発音される。２音節名詞の場合、

単独形では１音節目のみ高い音調型で現れる。-(i).ja(-だ)が付いた３音節になると、１音節

目と２音節目が高い音調型で現れる。３音節名詞は単独形から１音節目と２音節目が高い

音調型で現れる。尚、場合によって長母音が脱落する場合もある。 

 

(50) a. ki:m.ʧhi (キムチ) 

       [○:]○。  

 

b. ka:n.ʧaŋ (醤油) 

[○:]○。  

 

c. ko:r.pɛŋ.i (カタツムリ)  

[○:○]○。  

 

ki:m. ʧhi-ja (キムチ-だ) 

[○:○]◎。 

 

ka:n.ʧaŋ-i.ja (醤油-だ) 

[○:○]◎◎。 

 

ko:r.pɛŋ.i-ja (カタツムリ-だ) 

[○:○]○◎～○[○]○◎。 

 

d. toŋ.ʧhi.mi (大根の水キムチ) 

      [○:○]○。 

toŋ.ʧhi.mi-ja (大根の水キムチ-だ) 

[○:○]○◎～[○○]○◎。 

 

以上、名詞を中心に言い切り形の音調的特徴について記述を行った。言い切り形の音調

型は全て下降が見られる点に関して共通している。一方、分節音ごとに現れる音調型には

相違が見られる。分節音ごとに現れる音調型をまとめて示せば、以下のようになる。 

 

表 11 ソウル方言における言い切り形の音調型 

 単位の長さ 

母音の長短 子音の種類 １ ２ ３ ４ 

長母音 ― ― [○:]○ [○:○]○ [○:○]○○ 

短母音 

気息の強い無声有気

音、無声無気音、 

無声歯茎摩擦音、 

無声声門摩擦音 

[○]] 
[○]○～ 

[○○]] 
[○○]○ [○○]○○ 

気息の弱い無声有気

音、鼻音、流音、接

近音、母音始まり 

[○]] 

[○]○～ 

[○○]]～ 

○[○]] 

[○○]○～ 

○[○]○ 

[○○]○○～ 

○[○]○○ 

  

一見、全ての分節音が特定の音調型の出現に関与すると思われがちである。しかし、分

節音によって全ての音調型の出現が決まるわけではない。２音節において現れる１音節の

み高い音調型と、１音節目と２音節目が高い音調型は分節音の影響によるものではない。 



47 

 

２音節において現れる１音節のみ高い音調型は分節音を問わず現れるが、この音調型は

言い切り形の影響によるものである。当該方言は言い切り形と接続形の相違が見られ、言

い切り形は必ず下降が現れる。２音節において下降が生じ得る位置は１音節目と２音節目

の間と２音節目の音節内である。前者が最も言い切り形の特徴が反映された位置であると

いえる。そのため、２音節で現れる１音節目のみ高い音調型は決まりきった特徴であると

いえる。１音節目と２音節目が高い音調型の場合、長母音の２音節を除けば、分節音を問

わず、全ての場合に現れるため、分節音の影響を受けていないといえる。２つの音調型を

除外すれば、２音節目のみ高い音調型のみ残される。この音調型は語頭音節が短母音かつ

気息の弱い無声有気音、鼻音、流音、接近音である場合と母音で始まる場合に限って現れ

る。従って、当該方言において特定の音調型を実現させる分節音は語頭音節が短母音かつ

気息の弱い無声有気音鼻音、流音、接近音である場合と母音で始まる場合である 

当該方言に現れる３種類の音調型はお互いに対立を成していない。１音節目のみ高い音

調型の場合、２音節で分節音を問わず現れるものであり、１音節目と２音節目が高い音調

型の場合も長母音の２音節を除いた全ての場合に全て現れる。２音節目のみ高い音調型の

場合は分節音によって現れる環境が予測可能である。よって、当該方言を一型アクセント

として解釈できる。 

 

3.2.4. 言い切り形と接続形の相違 

言い切り形の場合は全ての音調型において必ず下降が現れる。下降の位置から捉えた場

合、１音節目と２音節目の間に下降が生じる音調型と２音節目と３音節目の間に下降が生

じる音調型に分類できる。しかし、接続形になると、下降が現れなくなるため、全ての音

調型が１音節目あるいは２音節目から最後の音節まで高く続く音調型で現れる。語頭音節

の高さは分節音の影響を受けるため、語頭子音が気息の強い無声有気音、無声無気音、無

声歯茎摩擦音、無声声門摩擦音の場合は語頭音節が高く現れる。一方、語頭子音が気息の

弱い無声有気音、鼻音、流音、接近音である場合と母音始まりの場合は高くも低くも現れ

る。以下に体言＋用言からなる構造の場合の例を示す。複数の文節からなるため、アクセ

ント単位は２つに分かれている、名詞を含む第１文節は後ろの用言に接続している環境に

置かれているため、接続形で現れる。 

 

(51) a. nun-i  |  nok-at.ta (雪-が｜解け-た)              

○[◎] | [○◎]◎。 

 

    b. na.mu-ka |  tu.k’ʌp-ta (木-が | 厚-い)          

      ○[○◎]～[○○◎] |  ○[○]◎。 
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    c. kaŋ.a.ʧi-ka | kwi.jʌp-ta (子犬-が | かわい-い)     

       ○[○○◎] |  [○○]◎。 

 

    d. hʌ.ri-ka |  ku.pu.ʧʌŋ.(h)a-ta (腰-が | 曲がっ-ている) 

[○○◎] | ○[○]○○◎～[○○]○○◎。 

 

3.2.5. 最後の音節のみ高く現れる音調型について 

当該方言においては、文節末尾の音節が高く現れる場合がある。言い切り形に被さって

現れる場合もあれば、最後の音節のみ高く現れる場合もある。前者は４音節以上でよく現

れ、後者は３音節以下で現れる。しかし、既述した通り、最後の音節のみ高く現れる音調

型はポーズが置かれた際によく現れるが、ポーズによって言い切り形と混同されるのを避

け、次に何かが続くということを積極的に示す役割を果たしていると考えられるため、接

続形として捉えず、イントネーションの一種として解釈できる。 

 

(52) a. pɛ-ka (梨、お腹、船-が)    

○[◎]…  

pɛ-po.ta (梨、お腹、船-より)    

○◎[◎] …  

 

b. hʌ.ri-ka (腰-が) 

     ○○[◎]… 

hʌ.ri-po.ta (腰-より) 

[○○]◎[◎]… 

 

c. mɛ.t’u.ki-ka (バッタ-が) 

          ○[○]○[◎]…  

mɛ.t’u.ki-ka (バッタ-より) 

○[○]○[◎]… 

 

d. t’a.ta.ku.ri-ka (キツツキ-が) 

      [○○]○○[◎]… 

 

t’a.ta.ku.ri-po.ta (キツツキ-より) 

[○○]○○◎[◎]… 

 

3.2.6. 複合名詞の音調的特徴 

 基本的に表 11 に示した通りに現れる。便宜上、それぞれの要素を前部要素と後部要素と

呼ぶ。 

 

 (53) a. １音節名詞＋１音節名詞 

         k’ot(花) ＋ pat (畑) → k’ot-pat (花畑) 

[○]]。＋ [○]]。→ [○]○。  
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 b. １音節名詞＋２音節名詞  

ir (仕事) ＋ ʧa.ri (席) → ir-ʧa.ri (働く機会) 

          [○]]。＋ [○]○。→ [○○]○～○[○]○。 

    

  c. １音節名詞＋３音節名詞  

      kɛ.na.ri (レンギョウ) ＋ k’ot (花) → kɛ.na.ri-k’ot (レンギョウの花) 

      [○○]○。 ＋ [○]]。 → [○○]○○～○[○]○○。 

 

d. ２音節名詞＋２音節名詞 

na.mu (木) ＋ ki.tuŋ (柱) → na.mu-ki.tuŋ (木柱) 

        [○]○。＋ [○]○。→ [○○]○○～○[○]○○。 

 

   e. ２音節名詞＋３音節名詞   

        ʧoŋ.i (紙) ＋ pi.(h)ɛŋ.ki (飛行機) → ʧoŋ.i-pi.(h)ɛŋ.ki (紙飛行機) 

[○]○。    ＋   [○○]○。  →  [○○]○○○～○[○]○○○。 

 

  f. ３音節名詞＋２音節名詞 

saŋ.su.ri (団栗) ＋ na.mu (木) → sang.su.ri-na.mu (クヌギ) 

[○○]○。   ＋  [○]○。  →  [○○]○○○。  

 

 g. ４音節名詞＋１音節名詞 

 kjʌ.tɯ.raŋ.i (脇) ＋ thʌr (毛) → kjʌ.tɯ.raŋ.i-thʌr (脇毛) 

       ○[○]○○～[○○]○○。＋ [○]]。→ [○○]○○○～○[○]○○○。 

 

尚、複合名詞の場合、２つのアクセント単位に分かれて現れる場合も見られる。アクセ

ント単位が２つに分かれている場合、後部要素に対し前部要素は接続している環境に置か

れているため、言い切り形ではなく接続形で現れる。 

 

(54) a. wɛ.kuk  ＋ u.phjʌn.mur  → wɛ.kuk -u.phjʌn.mur 

(外国)      (郵便物)        (外国郵便物) 

       [○]○。 ＋  ○[○]○。 → ○[○]|[○○]○～○[○]|○[○]○。 

 

 b. ʌr.kur ＋ sɛŋ.kim.sɛ →  ʌr.kur-sɛŋ.kim.sɛ  

(顔) ＋  (恰好)    →    (顔立ち)  

[○]○。 ＋   [○○]○。 → [○○]|[○○]○～○[○]|[○○]○。 
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3.2.7. 用言の音調的特徴 

用言の場合も名詞と同じ特徴を有すると言える。２音節は分節音を問わず、１音節目の

み高い音調型が現れる。３音節以上は語幹の１音節目の分節音によって全体の音調型が決

定される。語頭音節が短母音かつ気息の強い無声有気音、無声無気音、無声歯茎摩擦音、

無声声門摩擦音である場合は１音節目と２音節目が高い音調型で現れる。それに対し、語

頭音節が短母音かつ気息の弱い無声有気音、鼻音、流音、接近音である場合と母音始まり

の場合は１音節目と２音節目が高い音調型と２音節目のみ高い音調型が両方現れる。以下

に例を示す。例は-ta(辞書形)、-ko(中止法の-て)、-at.ta/ʌt.ta(過去形)、-a.sʌ/-ʌ.sʌ(原因

と理由の-て)が付いた活用形の音調型をそれぞれ示す。尚、用言は活用の仕方によっては

語幹と活用語尾が融合する場合があり、音節の境界と一致しない場合がある。ここでは音

節の境界と、語幹と活用語尾の境界を優先するため、形態素の境界は語幹と活用語尾の境

界のみを示すことにする。 

 

(55) a. ka-ta  

(行-く) 

     [○]◎。 

 

b. khɯ-ta 

(大き-い) 

      [○]◎。 

     

c. ip-ta  

(着-る) 

        [○]◎。 

   

 

d. phar-ta  

(売-る) 

      [○]◎ 

 

ka-ko  

(行っ-て) 

[○]◎。 

 

khɯ-ko 

(大き-くて) 

[○]◎。 

 

ip-ko  

(着-て) 

[○]◎。 

    

 

phar-ko  

(売っ-て) 

[○]◎。 

 

ka-tta  

(行っ-た) 

[○]◎。 

 

khʌ-tta 

(大き-かった) 

[○]◎。 

 

ip-ʌt.ta  

(着-た) 

[○◎]◎～ 

○[◎]◎。 

 

phar-at.ta  

(売っ-た) 

[○◎]◎。 

ka-sʌ  

(行っ-て) 

[○]◎。 

 

khʌ-sʌ  

(大き-くて) 

[○]◎。 

 

ip-ʌ.sʌ  

(着-て) 

[○◎]◎。 

 

 

phar-a.sʌ  

(売っ-て) 

[○◎]◎。 

 

(56) a. ma.si-ta  

(飲-む) 

        [○○]◎～ 

      ○[○]◎。 

 

 

ma.si-ko  

(飲ん-で) 

[○○]◎～ 

○[○]◎。 

 

 

ma.sjʌ-tta  

(飲ん-だ) 

 [○○]◎。 

 

 

 

ma.sjʌ-sʌ 

(飲ん-で) 

[○○]◎。 
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 b. s’a.u-ta 

(争-う) 

         [○○]◎。 

 

c. kwɛn.ʧhan-ta  

(大丈夫-だ) 

[○○]◎～ 

○[○]◎。 

    

d. sɯr.phɯ-ta 

  (悲し-い) 

          [○○]◎。 

s’a.u-ko 

(争っ-て)  

[○○]◎。 

 

kwɛn.ʧhan-ko  

(大丈夫-で) 

[○○]◎～ 

○[○]◎。 

 

sɯr.phɯ-ko  

(悲し-くて) 

[○○]◎。 

s’a.wo-tta  

(争っ-た) 

[○○]◎。 

 

kwɛn.ʧhan-at.ta 

(大丈夫-だった) 

[○○]◎◎～ 

○[○]◎◎。 

 

sɯr.phʌt-ta  

(悲し-かった) 

[○○]◎◎。 

s’a.wo-sʌ  

(争っ-て) 

[○○]◎。 

 

kwɛn.ʧhan-a.sʌ 

(大丈夫-で)  

[○○]◎◎～ 

○[○]◎◎ 

 

sɯr.phʌ-sʌ  

(悲し-くて) 

[○○]◎◎。 

 

(57) a. mo.ʧa.ra-ta 

 (足りな-い) 

      [○○]○◎～ 

     ○[○]○◎。  

    

      mo.ʧa.ra-sʌ  

(足りな-くて) 

[○○]○◎。 

 

b. p’a.t’ɯ.ri-ta 

         (忘れ-る) 

[○○]○◎。 

 

p’a.t’ɯ.rjʌ-sʌ 

       (忘れ-て) 

[○○]○◎。 

 

 

mo.ʧa.ra-ko 

(足りな-くて) 

[○○]○◎～ 

○[○]○◎。   

 

 

 

 

 

p’a.t’ɯ.ri-ko 

(忘れ-る) 

[○○]○◎。 

 

 

 

 

 

mo.ʧa.ra-tta  

(足りな-かった) 

[○○]○◎。 

 

 

 

 

 

 

p’a.t’ɯ.rjʌ-tta 

(忘れ-た) 

[○○]○◎。 

 

 

 

 

 

3.2.8. まとめ 

 当該方言は言い切り形と接続形の相違が見られる。言い切り形の音調型は全て下降が見

られる。一方、当該方言は分節音によって現れる音調型に相違が見られる。 

 語頭が短母音かつ気息の強い無声有気音、無声無気音、無声歯茎摩擦音、無声声門摩擦

音である場合は、１音節は下降調、２音節は１音節目のみ高い音調型と１音節目と２音節

目が高い音調型が現れる。３音節以上は１音節目と２音節目が高い音調型で現れる。一方、
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語頭が短母音かつ気息の弱い無声有気音、鼻音、流音、接近音である場合と母音で始まる

場合、１音節は下降調で現れ、２音節は１音節目のみ高い音調型、１音節目と２音節目が

高い音調型、２音節目のみ高い音調型が現れる。３音節以上は１音節目と２音節目が高い

音調型と２音節目のみ高い音調型が現れる。長母音の場合、２音節は１音節目のみ高い音

調型で現れ、３音節以上は１音節目と２音節目が高い音調型で現れる。尚、分節音ごとに

現れる音調型に相違は見られるものの、全ての音調型が分節音によって決まるわけでない。

２音節で現れる１音節目のみ高い音調型と１音節目と２音節目が高い音調型は分節音の影

響を受けないものである。前者は分節音を問わず現れる上、言い切り形の特徴によるもの

であり、後者は長母音の２音節を除いた全ての場合に現れるものである。そのため、除外

する必要がある。これらの音調型を除外すれば、２音節目のみ高い音調型が残される。こ

の音調型の現れる環境を見れば、語頭音節が短母音かつ気息の弱い無声有気音、鼻音、流

音、接近音である場合と母音で始まる場合に限って現れる。そのため、分節音の影響を受

けているといえる。 

当該方言に現れる３種類の音調型はお互いに対立を成していない。１音節目のみ高い音

調型は２音節で分節音を問わず現れるものであり、１音節目と２音節目が高い音調型の場

合は長母音の２音節を除いた全ての場合に現れる。２音節目のみ高い音調型の場合は分節

音によって現れる環境が予測可能である。よって、音声的に３種類の音調型が現れるもの

の、当該方言を一型アクセントと解釈する。 

言い切り形と接続形の相違については、言い切り形は下降が現れるのに対し、接続形は

下降が現れない。そのため、当該方言の言い切り形と接続形の相違は下降の有無によって

生じるといえる。 

複合名詞と用言も上記で述べた特徴と同じ特徴を有する。尚、複合名詞の場合は２つの

アクセント単位に分かれて現れる場合もある。その場合、前部要素は接続形で現れ、後部

要素は言い切り形で現れる。 
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3.3. ナジュ方言 

ナジュ方言は韓国の西南部に位置しているチョルラ道方言の下位方言の一つである。チ

ョルラ道方言は語頭の分節音が音調型と密接に関わる点から高低アクセントの認定に対す

る解釈をめぐって見解が分かれる方言である。このような背景を踏まえつつ、ナジュ方言

を対象にその音調的特徴を記述・分析する。 

 

3.3.1. 先行研究 

 ナジュ方言の音調的特徴を詳細に記述した研究は管見の限り見当たらない。但し、チョ

ルラ道方言に属しつつ、ナジュ方言と隣接したクァンジュ方言とムアン(務安)方言のアク

セントに関する研究にはキム・チャギュン(1969)、早田(1999)、李文淑(2005、2007、2010)、

孫在賢(2007a、2007b)がある。 

 キム・チャギュン(1969)はムアン方言とクァンジュ方言を含め、へナム(海南)方言、モ

クポ(木浦)方言の音調的特徴を記述・分析しており、チョルラ南道方言を H と L の２つの

声調40を持つ声調方言と解釈している41。音節ごとに以下の声調型42を持つという。 

 

(58) チョルラ南道方言における音節ごとの声調型(キム・チャギュン:1969) 

１音節語： /H/、/L/   

２音節語： /L-L/、/H-L/、/L-H/、/H-H/  

３音節語： /L-H-L/、/H-H-L/、/H-L-L/ 

 

しかし、各声調型の実現において母音の長短と語頭子音の種類が密接に関わると指摘し

ている。その割合はヘナム方言・ムアン方言、モクポ方言、クァンジュ方言がそれぞれ異

なる。このような事実から上記の方言どうしの比較考察を行うとともに、キョンサン南道

チャンウォン(昌原)方言とも比較考察を行い、チョルラ道方言における声調体系の変遷過

程を提示している。 

早田(1999)はキム・チャギュン(1969)の資料に基づき、ヘナム方言・ムアン方言は上昇、

下降、平の３つの弁別的な声調素を持つ語声調言語と捉えている一方、クァンジュ方言は

下降と非下降の２つの声調が弁別的な語声調言語と捉えている。 

李文淑(2005、2007、2010)はクァンジュ方言のアクセントについて母音の長短と語頭子

音の種類がアクセント型の実現に強く影響するものの、音声的要素から予想できない語例

が存在するため、１音節目のみ高いグループ、１音節目と２音節目が高いグループ、２音

節目のみ高いグループが対立を成していると解釈している。そして以下のような体系を立

てている。 

                                                   
40 音節ごとに決まっている音韻的な高さである。 
41 音節ごとの声調型を以下のように示している。但し、原文では/３/(高い音調)と/２/(低い音調)で表記 
されているが、表記の一貫性のため、/３/と/２/をそれぞれ H と L に書き直している。 

42 複数の声調が組み合わった音韻的な概念である。 
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(59) 李文淑(2010)によるクァンジュ方言のアクセント体系 

A グループ  [○]◎  [○]○  [○]○□43  [○]○□□  [○]○□□□ 

   B グループ  [○◎]  [○○]  [○○]□  [○○]□□  [○○]□□□ 

   C グループ  ○[◎]  ○[○]  ○[○]□  ○[○]□□  ○[○]□□□ 

 

孫在賢(2007a、2007b)は李文淑(2005、2007、2010)と同様、クァンジュ方言を対象に同

じ解釈を行った上で、(59)と類似した体系を立てている。 

上記の先行研究をまとめてみると、解釈において異なる見解を示す場合もあるが、二つ

の点に関しては共通している。一つ目は音声的に１音節目のみ高い音調型、１音節目と２

音節目が高い音調型、２音節目のみ高い音調型の三種類の音調型が現れる点である44。二つ

目としては、各音調型の出現において母音の長短と語頭子音の種類が密接に関わる点であ

る。この２つの点はナジュ方言にも全て見られる。 

 

3.3.2. 調査期間及びインフォーマント情報 

 調査は 2016 年３月に行った。インフォーマント情報は以下の通りである。 

 

インフォーマント①：ソ・グァンス氏、1945 年生まれ、男性。 

  

インフォーマント②：ナ・ジョンス氏、1948 年生まれ、男性。 

 

3.3.3. 言い切り形における音調的特徴 

 当該方言は言い切り形と接続形の相違が見られるため、両者を分けて記述を行う必要が

ある。 

当該方言の言い切り形に見られる音調型には、全て下降が見られる点において共通して

いる。音調型は下降の位置と語頭音節の高さによって以下の３種類が現れる。便宜上、パ

ターン①、パターン②、パターン③と呼ぶ。音調型の出現において母音の長短と語頭子音

の種類が密接に関わる。 

 

パターン①： １音節目は高く現れ、２音節目からは低く現れる。([○]○○…) 

 

パターン②： １音節目と２音節目は高く現れ、３音節目からは低く現れる。２音節の場 

合、２音節目内で下降が生じる。([○○]○…) 

 

                                                   
43 □は高くても低くても語のアクセントに影響を与えない任意の音を意味する。 
44 但し、キム・チャギュン(1969)の解釈では音節ごとに異なる数の声調型を示しているため、一見上記の

３種類の音調型以外のものが存在すると思われがちであるが、音節間の相対的な高さから資料を捉え直す

と、音声的には上記の３種類の音調型しか現れない。 
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パターン③： ２音節目のみ高く現れ、１音節目と３音節目以降は低く現れる。２音節の 

場合は２音節目内で下降が生じる。(○[○]○…) 

 

3.3.3.1. パターン①の特徴 

語頭音節の母音が長母音である場合は語頭子音の種類を問わず、必ずパターン①で現れ

る。音節別の具体的な音調的特徴を見ると、１音節名詞単独形は下降調で現れる。但し、

語頭音節が短母音である１音節名詞に見られる下降調より長く発音される。単位の長さが

２音節以上になると、１音節目は長い高平調あるいは上昇調で現れ、２音節目からは低く

現れる。 

 

表 12  長母音を持つパターン①における長さごとの現れ方 (言い切り形) 

１ ２ ３ ４ 

   [○:]]   [○:]○  [○:]○○  [○:]○○○ 

 

  (60) a. t:on          b. ʧe:.pi        c. ʧa:ŋ.to.ri        d. mu:.taŋ.pʌr.rɛ        

         (お金)      (燕)       (金槌)        (テントウムシ) 

 

以下の例は長母音を語頭音節の母音で持つ語に助詞が付いた場合の音調型である。 

 

(61) a. to:n (お金)       to:n-ɯn (お金-は)       to:n-i.ʧɛ (お金-だ)  

         [○:]]。         [○:]◎。               [○:]◎◎。 

 

b. ʧe:.pi (燕)        ʧe:.pi-nɯn (燕-は)      ʧe:.pi-(h)a.ko (燕-と) 

         [○:]○。         [○:]○◎。             [○:]○◎◎。           

 

c. ʧa:ŋ.to.ri (金槌)   ʧa:ŋ.to.ri-nɯn (金槌-は)  ʧa:ŋ.to.ri-ra (金槌-と)     

         [○:]○○。       [○:]○○◎。             [○:]○○◎ 

    

長母音は場合によって脱落する時がある。すると、同じ語であっても語頭音節が短母音

である場合と同じ振る舞いを呈する。例えば、以下の例は本来長母音を持つ語であるため、

必ずパターン①で現れるはずであるが、長母音の脱落によってパターン②に変わって現れ

ている。 

 

(62)   kʌ:n.ʧʌn.ʧi (乾電池)         kʌn.ʧʌn.ʧi-ko (乾電池-であり) 

[○:]○○。                [○○]○◎。  
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一方、語頭音節の母音が短母音である場合にもパターン①が現れる。 

 

表 13 短母音を持つパターン①における長さごとの現れ方 (言い切り形) 

１ ２ ３ ４ 

 [○]]  [○]○ [○]○○  [○]○○○ 

 

しかし、語頭子音の種類と単位の長さが出現条件に関わる。単位の長さが２音節である

場合は語頭子音の種類と問わず、パターン①が現れる。しかし、３音節以上では、語頭に

気息の強い無声有気音、無声無気音、無声歯茎摩擦音、無声声門摩擦音が立つ時に限ってパ

ターン①が現れる。しかし、出現頻度が非常に少ない上に、仮に現れたとしてもパターン

②でもよく現れるなど、非常に不安定な様相を見せる。パターン①とパターン②の現れに

おいてはインフォーマントの間で異なる音調型が現れる場合もあれば、同じ話者の中でパ

ターン①とパターン②の両方が現れる場合もある。 

 インフォーマントの間でお互いに異なる音調型が現れる場合の具体例をみると、１音節

名詞 t’ʌk(お餅)を含む文節の音調型ではインフォーマント①はパターン②で発音していた

のに対し、インフォーマント②はパターン①では発音していた。  

 

 (63) 同じ語においてインフォーマントの間で異なる音調型が現れる場合  

  

a. インフォーマント①の場合： t’ʌk-i.jʌ (お餅-だよ)     

                                 [○◎]◎。    

 

b. インフォーマント②の場合： t’ʌk-i.ra.ko (h)a.ʧi (お餅-というよ)   

                    [○]◎◎◎◎◎。     

 

一方、インフォーマント②の場合、t’ʌk(お餅)を含む文節の音調型においてパターン①と

パターン②の両方が現れることが以下の例(61)を見ると分かる。 

    

(64) 同一話者(インフォーマント②)の中でパターン①とパターン②の両方が現れる場合 

 

 t’ʌk-i.ra.ko (お餅-と)     

     [○]◎◎◎～[○◎]◎◎。         

 

3.3.3.2. パターン②の特徴 

語頭音節の母音が短母音であれば、語頭子音の種類を問わず現れる。そのため、語頭音

節で短母音を持つ語にとっては無標の音調型であるといえる。以下に音節別の現れ方を示



57 

 

す。 

表 14 パターン②における長さごとの現れ方 (言い切り形) 

１ ２ ３ ４ 

 [○]]   [○○]]  [○○]○ [○○]○○ 

 

(65) a. mar         b. pha.ri          c. kɯ.rim.ʧa         d. t’ak.t’a.ku.ri  

     (馬)        (蠅)          (影)         (キツツキ) 

 

3.3.3.3. パターン③の特徴 

パターン③は語頭音節が短母音であり、且つ語頭子音が気息の弱い無声有気音、鼻音、

流音、接近音である場合と短母音で始まる場合に限って現れる。母音の長短と語頭子音の

種類の両方の条件が満たされて初めて現れるため、非常に制限的な現れ方をするといえる。 

 

表 15 パターン③における長さごとの現れ方 (言い切り形) 

１ ２ ３ ４ 

 [○]]。   ○[○]]。  ○[○]○。  ○[○]○○。 

 

(66) a. pɛ           b. na.mɛ       c. pe.ʧhʌn-ɯr45     d. mir.kam-i.na  

      (梨、お腹、船)    (南海)          (麻布-を)      (ミカン-でも) 

 

しかし、パターン③はパターン②でもよく現れ、非常に不安定な様相を呈する。例えば、

mir.kam(ミカン)を含む文節の音調型を見ると、２名のインフォーマントの間でお互いに異

なる音調型で現れ、インフォーマント①はパターン②で現れるのに対し、インフォーマン

ト②はパターン③で現れるなど、個人差が見られる。 

 

(67) インフォーマントの間で異なる音調型が現れる場合 

 

a. インフォーマント① : mir.kam-i.ra.ko.to  (ミカン-とも(言う))  

                            [○○]◎◎◎◎。 

 

b. インフォーマント② ：mir.kam-i.na (ミカン-でも) 

                            ○[○]◎◎。 

 

一方、同じ話者の中でも、同じ語においてパターン①とパターン②の両方が現れる場合

もみられる。例えば、pɛ.thar(お腹を壊すこと)の場合、インフォーマント①ではパターン

                                                   
45 ３音節名詞と４音節名詞の単独形では観察されなかったため、助詞が付いた場合のものを提示した。 
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②とパターン③の両方が現れた。 

 

3.3.3.4. 分節音と音調型の関係 

 当該方言に見られる音調型が、その出現において分節音がどのようなに関与するかにつ

いて考察を行う。 

 母音の長短から見ると、語頭音節の母音が長母音である場合は必ずパターン①で現れる

ため、長母音が特定の音調型を実現させるといえる。それに対し、短母音である場合は３

種類の音調型が全て現れる。但し、分節音によって現れる音調型に相違が見られる。語頭

に気息の強い無声有気音、無声無気音、無声歯茎摩擦音、無声声門摩擦音が立つ場合はパ

ターン①とパターン②の２種類の音調型が現れる。一方、語頭に気息の弱い無声有気音、

鼻音、流音、接近音が立つ場合と母音で始まる場合は２音節ではパターン①、パターン②、

パターン③の３種類の音調型が現れ、３音節以上ではパターン②とパターン③の２種類の

音調型が現れる。 

 

(68) 語頭子音の種類によって現れる音調型 

 ２音節 ３音節 ４音節 

気息の強い無声有気音、 

無声無気音、無声歯茎摩擦音、

無声声門摩擦音 

 

 

①～② 

 

①～② 

 

①～② 

気息の弱い無声有気音、鼻音、 

流音、接近音、母音始まり 

①～②～③ ②～③ ②～③ 

 

 しかし、全ての音調型の出現に分節音が関わるわけではない。そのため、分節音の関与

が認められないと解釈できる音調型を除外する必要がある。分節音の関与が認められない

音調型はパターン②と２音節にみられるパターン①である。 

パターン②の場合は分節音を問わず、全ての場合において現れるため、分節音によって

出現環境の有無が決定されないと捉えられる。 

２音節に現れるパターン①の場合は当該方言の言い切り形と接続形の相違に密接に関わ

るものである。当該方言における音調型の決定に最も優先的に関与するのは言い切り形と

接続形である。２音節にみられるパターン①は言い切り形の特徴が優先された結果による

ものであるため、分節音と関係なく、全ての場合に現れるのである。 

 パターン②と２音節のパターン①を除外すると、パターン①とパターン③の２つの音調

型が残される。これらの音調型は語頭子音の種類によって現れる環境が決定される。 
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(69) 語頭子音の種類とパターン①、パターン③の関係 

 ２音節 ３音節 ４音節 

気息の強い無声有気音、 

無声無気音、無声歯茎摩擦音、

無声声門摩擦音 

 

 

 － 

 

①  

 

① 

気息の弱い無声有気音、鼻音、 

流音、接近音、母音始まり 

③ ③ ③ 

 

語頭が気息の強い無声有気音、無声無気音、無声歯茎摩擦音、無声声門摩擦音である場

合はパターン①の出現の有無に関与する。一方、気息の弱い無声有気音、鼻音、流音、接

近音といった子音の場合と母音始まりの場合はパターン③の出現の有無に関与する。 

 以上の内容をまとめると、当該方言は母音の長短、語頭子音の種類が全て特定の音調型

の実現に関与すると解釈できる。以下に分節音と音調型の関係をまとめて示す。 

 

表 16 ナジュ方言における分節音と音調型の関係 

音節数 

語頭の分節音 
２音節 ３音節 ４音節 

長母音 ①    ① ① 

短母音 

気息の強い無声有気音、無声無気音、

無声歯茎摩擦音、無声声門摩擦音 
－ ① ① 

気息の弱い無声有気音、鼻音、 

流音、接近音、母音始まり 
  ③ ③ ③ 

 

3.3.3.5. まとめ 

以上、ナジュ方言の音調的特徴について記述・分析を行った。当該方言には音声的に１

音節目は高く現れて２音節目からは低く現れるパターン①、１音節目と２音節目は高く現

れて３音節目からは低く現れるパターン②、２音節目のみ高く現れて１音節目と３音節目

以降は低く現れるパターン③の３種類の音調型が現れる。 

当該方言の音調型の出現は分節音と密接に関わる。語頭音節が長母音であれば、必ずパ

ターン①で現れるため、長母音は特定の音調型を出現させると捉えられる。一方、短母音

の場合はパターン①、パターン②、パターン③の３種類の音調型が現れる。短母音に見ら

れる音調型はその出現において語頭子音の種類が関与する。しかし、全ての音調型が分節

音に関与されるわけではない。パターン②と２音節にみられるパターン①は分節音の関与

が認められないため、除外する必要がある。パターン②は分節音を問わず、全ての場合に

現れるため、分節音の関与が認められない。一方、２音節にみられるパターン①も分節音
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を問わず現れる。これは当該方言における言い切り形と接続形の相違と密接に関わる。当

該方言の言い切り形は必ず下降が現れる。２音節のパターン①は言い切り形の特徴が優先

された結果によるものであるため、分節音を問わず現れると捉えられる。この２つの音調

型を除外すると、パターン①とパターン③が残される。これらの音調型は分節音によって

その出現が決定される。気息の強い無声有気音、無声無気音、無声歯茎摩擦音、無声声門

摩擦音が語頭に立つ場合はパターン①の出現に関与する一方、気息の弱い無声有気音、鼻

音、流音、接近音が語頭に立つ場合と母音で始まる場合はパターン③の出現に関与する。 

当該方言には音声的に３種類の音調型が現れるが、分節音によって現れる音調型が決定

される傾向が強く、そうではない場合は分節音を問わず同じ単語に対し複数の音調型が現

れるため、３種類の音調型はお互いに対立を成していない関係であるといえる。よって、

一型アクセントと解釈できる。 

 

3.3.4. 言い切り形と接続形の相違 

 当該方言は言い切り形と接続形の相違が見られる。以下に２つ以上の文節からなる場合

に見られる音調型を示す。複数のアクセント単位に分かれているといえるが、最後のアク

セント単位を成している文節は 3.3.3 節で述べた言い切り形の音調型で現れる。それに対

し、最後のアクセント単位以外のアクセント単位は１音節目あるいは２音節目から文節の

最後の音節まで高く続く音調型で現れる。語頭音節の高さは分節音の影響を受け、語頭音

節が長母音である場合と、語頭子音が気息の強い無声有気音、無声無気音、無声歯茎摩擦

音、無声声門摩擦音は高く現れ、それ以外の場合は低くも高くも現れる。この特徴から当

該方言における言い切り形と接続形の相違は下降の有無によって生じるといえる。 

 

(70) a. pjʌ:ŋ-e | kʌr.rjʌt-ne (病気-に | かかっ-た) 

[○:◎]｜[○○]◎。 

 

b. mok-i | ki:r-ta  (首-が｜長-い) 

[○◎]｜[○:]◎。  

 

(44)c. ʌr.kur-i | no.rat-ne (顔色-が｜黄色-いね) 

        [○○◎]｜[○○]◎。 

 

5   d. ju.ri.ʧhaŋ-i | k’ɛ.ʧjʌt-ta (窓ガラス-が｜割れ-た) 

○[○○◎]|[○]◎。 

          

e. sar.rim-i| nʌk.nʌk-ʧhi | mo:t.hʌ-ta (暮らし-が｜豊か-では| な-い) 

        [○○◎]| ○[○◎]   | [○:]○◎。 
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3.3.5. 複合名詞の音調的特徴 

 複合名詞の音調的特徴は 3.3.3 節で述べた音調的特徴と基本的に同様であると言える。

複合名詞の場合は前部要素の語頭の分節音によって複合名詞全体の音調型が決まる。例え

ば、例(71)の a と b は前部要素の語頭音節が長母音である so:m (綿)と to:r(石)であるが、

後部要素の語頭子音の種類は関係なく全てパターン①で現れることが分かる。 

 

(71) a. 前部要素が so:m (綿)である場合 

      ⅰ. so:m-i.pur (綿入りの布団)     ⅱ. so:m-sa.thaŋ (綿あめ)   

        [○:]○○。              [○:]○○。 

 

   b. 前部要素が to:r (石)である場合        

ⅰ. to:r-ko.rɛ (イルカ)         ⅱ. to:r-t’ʌŋ.ʌ.ri (石) 

           [○:]○○。               [○:]○○○。 

 

語頭音節が短母音である上で、子音の種類が関わる場合でも長母音の場合と同様、前部

要素の語頭音節の子音の種類が全体の音調型の決定に関わる。但し、単純名詞の場合は少

数ながらも語頭子音が気息の強い無声有気音、無声無気音、無声歯茎摩擦音、無声声門摩

擦音で始まる場合はパターン①が観察されたのに対し、筆者の調査では複合名詞では観察

されなかった。また、子音が気息の弱い無声有気音、鼻音、流音、接近音で始まる場合と

母音で始まる場合において１つのアクセント単位からなる複合名詞にパターン③は観察さ

れなかった。尚、２つのアクセント単位からなる複合名詞では観察された。以下に例を示

す。 

 

(72) a. 前部要素が kho(鼻)である場合     

       ⅰ. kho-p’jʌ       ⅱ. kho-kam.ki       ⅲ. kho-hɯr.ri.kɛ 

   (鼻の骨)          (鼻かぜ)            (鼻垂らし) 

           [○]○～[○○]]。     [○○]○。         [○○]○○。  

  

b. 前部要素が san(山)である場合      

        ⅰ. san-k’ir            ⅱ. san-t’ar.ki           ⅲ. san-k’or.ʧ’a.ki 

         (山道)              (野イチゴ)          (谷間)    

            [○]○。              [○○]○。           [○○]○○。 

 

(73) a. 前部要素が mɛ.hwa (ウメ)である場合 

      ⅰ. mɛ.hwa-k’ot (ウメの花)       ⅱ. mɛ.hwa-na.mu (ウメの木) 

           [○○]○。                 [○○]○○。 
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 b. 前部要素が jʌm.so (山羊)である場合     

ⅰ. jʌm.so-ʧu.in(山羊の飼い主)    ⅱ. jʌm.so-ʧa.ri(山羊座)  

        [○○]○○。                      [○○]○○。 

 

一方、アクセント単位が２つに分かれる複合名詞も見られる。3.3.4 節で既に述べた通り、

アクセント単位が分かれた場合、後部要素は最後のアクセント単位に置かれているため、

言い切り形で現れる。それに対し、前部要素は最後のアクセント単位に接続されている環

境にあるため、接続形で現れる。以下に語例を示す。 

 

(74) a. tw:it-mʌ.ri (後ろ髪) [○:]|○[○]]。 

b. ko:m-par.pa.tak (熊の足の裏) [○:]|○[○]○。 

c. mo.ri-kha.rak (髪の毛) [○○]|[○○]]。 

d. ka.ʧʌŋ-pi.saŋ.jak  (家庭常備薬) [○○]|[○○]○。  

 

3.3.6. 用言の音調的特徴 

名詞の場合と同様、パターン①、パターン②、パターン③の３種類の音調型が現れる。

それぞれの音調型は語幹の第１音節における母音の長短と子音の種類が関わる。 

語幹の第１音節の母音が長母音である場合、パターン①で現れる。以下に例を示す。例

は-ta(辞書形)と-a.sʌ/-ʌ.sʌ (原因、理由の-て)が付いた活用形の音調型をそれぞれ示す。尚、

用言は活用の仕方によっては語幹と活用語尾が融合する場合があり、音節の境界と一致し

ない場合がある。ここでは音節の境界と、語幹と活用語尾の境界を優先するため、形態素

の境界は語幹と活用語尾の境界のみを示すことにする。 

 

(75) a. ʧa:k-ta (小さ-い) 

[○:]◎。 

 

ʧa:k-a.sʌ (小さ-くて) 

[○:]◎◎。 

b. jɛ:.p’ɯ-ta (きれい-だ) 

[○:]○◎。   

jɛ:.p’ʌ- sʌ (きれい-で)  

[○:]○◎。 

 

c. ʧh:on.sɯ.rʌp-ta (田舎臭-い) 

[○:]○○◎。  

ʧh:on.sɯ.rʌ -wʌ.sʌ (田舎臭-くて) 

[○:]○○◎◎。 

 

それに対し、語幹の第１音節が短母音である場合は子音の種類によって現れる音調型に

相違が見られる。語幹の第１音節の子音が気息の強い無声有気音、無声無気音、無声歯茎

摩擦音、無声声門摩擦音であれば、パターン①とパターン②の２種類の音調型が現れる。

以下に例を示す。 
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(76) a. sir-ta (嫌い-だ)   

         [○]◎。  

sir-ʌ.sʌ (嫌い-で) 

[○◎]◎。 

   

b. ʧhup-ta (寒-い)   

   .    [○]◎～[○◎]]。  

 

ʧhu-wʌ.sʌ (寒-くて) 

[○◎]◎。 

 

c. t’ok.kat-ta (同じ-だ) 

[○○]◎。 

      

       d. si.k’ɯ.rʌp-ta (うるさ-い)  

          [○○]○◎。  

 

t’ok.kat-a.sʌ (同じ-で) 

[○○]◎◎。 

 

si.k’ɯ.rʌ-wo.sʌ (うるさ-くて) 

[○○]○◎◎。 

 

但し、用言の場合も、複合名詞の場合と同様、３音節以上ではパターン①が観察されな

かった。一方、語幹の第１音節の子音が気息の弱い無声有気音、鼻音、流音、接近音で始

まる場合と母音で始まる場合はパターン①、パターン②、パターン③の３種類の音調型が

現れる。但し、名詞の場合は２音節でもパターン③が観察されるが、用言では観察されな

かった。以下に例を示す。 

  

(77) a. ʧop-ta (狭い)  

[○◎]]。 

ʧop-a.sʌ (狭くて) 

[○◎]◎～○[◎]◎。 

 

)     b. nɯt-ta (遅い)  

[○◎]]～[○]◎。 

nɯt-ʌ.sʌ (遅くて) 

[○◎]◎。 

 

c. ta.rɯ-ta (違う)  

[○○]◎～○[○]◎。 

tar-ra.sʌ (違って) 

[○○]◎。 

 

d. ʌ.rjʌp-ta (難しい)   

[○○]◎。 

ʌ.rjʌ-wo.sʌ (難しくて) 

[○○]◎◎～○[○]◎◎。 

 

e. mi.k’ɯ.rʌp-ta (滑りやすい) 

[○○]○◎。  

mi.k’ɯ.rʌ-wo.sʌ (滑りやすくて) 

[○○]○◎◎。 

 

3.3.7. まとめ 

当該方言には言い切り形と接続形の相違が見られる。言い切り形には１音節目のみ高い

音調型(パターン①)、１音節目と２音節目が高い音調型(パターン②)、２音節目のみ高い
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音調型(パターン③)の３種類の音調型が現れる。これらの音調型は全て下降が見られる点

において共通している。一方、３種類の音調型が現れる環境は語頭の分節音と密接に関わ

る。長母音である場合は必ずパターン①で現れるため、長母音によって A パターンの実現

の有無が決まるといえる。一方、短母音の場合は全ての音調型が分節音によって決定され

るわけではない。２音節のパターン①とパターン②は分節音の影響を受けない音調型であ

る。２音節で現れるパターン①は分節音を問わず現れる上、言い切り形の特徴によるもの

であり、パターン②は分節音を問わず現れるものである。そのため、これらの音調型は除

外する必要がある。そうすると、パターン①とパターン③が残される。これらの音調型が

現れる環境を見れば、パターン①は気息の強い無声有気音、無声無気音、無声歯茎摩擦音、

無声声門摩擦音が語頭子音である場合に限って現れ、パターン③は語頭子音が気息の弱い

無声有気音、鼻音、流音、接近音で始まる場合と母音で始まる場合に限って現れる。 

当該方言に見られる３種類の音調型は分節音によって予測できる場合が多く、それ以外

の場合は分節音と問わず全て現れるため、お互いに対立を成していないと捉えられる。よ

って、当該方言を一型アクセントと解釈できる。 

言い切り形と接続形の相違については、言い切り形では３種類の音調型に必ず下降が見

られるが、接続形になると、下降が現れなくなり、１音節目あるいは２音節目から最後の

音節まで高く続く音調型で現れる。そのため、下降の有無によって言い切り形と接続形の

相違は生じるといえる。 

 複合名詞と用言の音調的特徴も単純名詞と同様であると言える。複合名詞の場合、前部

要素の語頭音節の母音の長短と子音の種類によって複合名詞全体の音調型が決まる。尚、

場合によっては２つのアクセント単位からなる場合もある。その場合、前部要素は接続形

で現れ、後部要素は言い切り形で現れる。用言の場合は語幹の第１音節における母音の長

短と子音の種類が全体の音調型の決定に関わる。 
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3.4. コソン方言 

韓国の北東部に位置しているカンウォン道方言の下位方言の一つであるコソン方言の音

調的特徴について記述・分析する。その上で、崔鉉鎭(2013a)によって三型アクセントと解

釈されているカンヌン(江陵)方言と比較考察を行う。カンヌン方言はカンウォン道方言の

なかでもアクセント型の対立を有する方言であり、コソン方言と最も近接している方言で

ある。 

 

3.4.1. 先行研究 

コソン方言の音調的特徴に関する先行研究にはキム・チャギュン(1975、1980)と孫在賢

(2007a)がある。 

 キム・チャギュン(1975、1980)は当時(1970 年代) 20 代の男性を対象に調査を行ってい

る。文節を単独形で発音する場合は一定した音調型が捉えにくかったため、本を読み上げ

てもらう形式で調査を行ったという。その結果、母音の長短は弁別的ではなく、語頭子音

の種類と語頭音節の音節構造によって音調型が予測できると述べている。キム・チャギュ

ン(1975) 46を中心に見ていくと、語頭子音に気息の弱い無声有気音、鼻音、流音、接近音が

立つ場合と母音で始まる場合は LH(…)パターンで発音される(例(78)a) 。一方、語頭子音

が気息の強い無声有気音、無声無気音、無声歯茎摩擦音、無声声門摩擦音である場合は音

節構造によって現れる音調型に若干相違が見られる。閉音節である場合は語頭音節に強勢

(/)が置かれ、全ての音節が高く発音されるが、場合によっては２音節目が少し低く発音さ

れる場合があるため、H
/

H(…)パターンまたはH
/

L(H…)パターンで発音される(例(78)c)。

それに対し、軽音節であれば、強勢が置かれず、全ての音節が高い HH(…)パターンで発音

される(例(78)b)。 

 

(78) a. morɛar         kaʧʌŋkjojuk      ʧinʧ’a         toŋ.tɛ.mun  

(砂)            (家庭教育)       (本当に)          (東大門)    

      LHH          LHHH         LH         LHH                  

 

     b. hopakk’ot         k’wɛk’ori            khok’iri       

(かぼちゃの花)       (コウライウグイス)       (象) 

          HHH          HHH            HHH                  

 

                                                   
46 原文では、当該方言を H(高い音調)と M(中くらいの音調)を設け分析しているが、M を L(低い音調)
に捉えても問題はないと考えられ、本稿では L(低い音調)に書き換えた。 

子音の分類と音節構造の分類においては独自の用語を用いている。子音の分類においては軟子音と硬子

音という用語を用いて分類を行っている。軟子音には気息の弱い無声有気音、鼻音、流音、接近音とゼ

ロ子音(母音始まりの場合)が属し、硬子音には無声無気音、気息の強い無声有気音、無声歯茎摩擦音、

無声声門摩擦音が属する。音節構造の分類においては強音節と弱音節という用語を用いているが、強音

節と弱音節はそれぞれ重音節と軽音節を指す。本稿では用語の一貫性のため、これらの用語は用いない。 
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c. ʧhʌŋsanpjʌrkok        hak.sɛŋ.tɯr             ʧhap.s’ar  

          (青山別曲47)            (学生たち)         (もち米) 

 H
/

HHH~H
/

LHH          H
/

HH~H
/

LH             H
/

H~H
/

L 

 

 孫在賢(2007a)はアクセントの体系化という面から分析しており、当該方言を一型アクセ

ントと捉えている。また、言い切り形と接続形の相違が見られると分析している。言い切

り形における音節ごとの音調型を見ていくと、１音節では下降調、２音節では１音節目は

低く２音節目は下降調で現れる。３音節から５音節までは語頭子音の種類を問わず、１音

節目あるいは２音節目から次末音節まで高く続き、最後の音節は低く現れる。母音の長短

は見られない。一方、接続形は最後の音節まで高く続く音調型で現れる。そのため、当該

方言の言い切り形と接続形の相違は下降の有無にあると解釈している。但し、具体例は示

されていない。 

以上、先行研究を取り上げてきたが、キム・チャギュン(1975、1980)と孫在賢(2007a)、

そして筆者の記述は以下の３つの点から比較できる。 

先ず、現れる音調型に関する記述である。キム・チャギュン(1975、1980)はH
/

L(H…)パ

ターンを除けば、語頭子音の種類によって語頭音節の高さは異なるものの、共通して最後

の音節まで高く続く音調型で現れるという。それに対し、孫在賢(2007a)は言い切り形の場

合、２音節以下の場合を除くと、共通して次末音節まで高く続く音調型で現れるという。

しかし、筆者の調査では、キム・チャギュン(1975、1980)と孫在賢(2007a)とでそれぞれ記

述された音調型が全て観察された。 

次に、語頭子音の種類と音調型の関係に対する見解である。キム・チャギュン(1975、1980)

は語頭に気息の弱い無声有気音、鼻音、流音、接近音が立つ場合と母音で始まる場合は全

て LH(…)H パターンで現れ、語頭子音が気息の強い無声有気音、無声無気音、無声歯茎摩

擦音、無声声門摩擦音である場合は音節構造が関わり、閉音節であればH
/

H(…)パターンあ

るいはH
/

L(H…)パターンで現れ、軽音節であれば HH(…)パターンで現れると述べている。

そのため、当該方言を語頭子音の種類と音節構造によって現れる音調型が全て予測可能な

方言と捉えている。それに対し、孫在賢(2007a)は語頭子音の種類が音調型の決定に影響し

ないと記述している。筆者も基本的に孫在賢(2007a)と同じ見解である48。尚、孫在賢(2007a)

                                                   
47 韓国高麗時代に作られた歌謡である。 
48 語頭子音が気息の弱い無声有気音、鼻音、流音、接近音である場合と母音で始まる場合でも以下の例(1) 
のように語頭音節が高く現れる場合も数多く観察される。一方、語頭子音が気息の強い無声有気音、無 
声無気音、無声歯茎摩擦音、無声声門摩擦音である場合でも例(2)のように語頭音節が低く現れる場合が 
数多く観察される。 

 
(1) a. pok.s’aŋ (桃)        b. ko.tu.rɯm(氷柱)       c. naŋ.ku-kɯ.rɯr (木陰) 

        [○○]]。                 [○○○]]。            [○○○○]]。 
 
(2) a. si.kɯm.ʧhi (ほうれん草)   b. hiŋ.khoŋ (白い豆)      c. ʧhʌŋ.pho.tu (青葡萄) 

○[○○]]。                   ○[○]]。          [○○○]]～○[○○]]。 
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では長母音は見られないと述べているが、筆者の調査では長母音が見られた。語頭音節が

長母音である場合は必ず高くかつ長く発音される。そのため、音調型の決定に関与すると

捉えられる。音節構造は音調型の決定に関与しない。 

最後に、コソン方言のアクセント体系に対する捉え方である。孫在賢(2007a)は一型アク

セントと無アクセントを異なる概念と捉える立場から同じ長さのアクセント単位に１種類

のアクセント型しか持たないと捉え、当該方言を狭義の一型アクセントと解釈している。

孫在賢(2007a)と一型アクセントに対する捉え方は異なるものの、筆者も当該方言を一型ア

クセントと解釈している。その根拠としては、同じ単語にも複数の音調型が現れる場合が

多く、仮に単独形で１種類の音調型が現れても助詞が付いた場合とで一貫した音調型が現

れない場合が多い点と同じ単語にも関わらず現れる音調型に個人差が見られる場合が多い

点があげられる。一方、孫在賢(2007a)と筆者とは異なる分析方法を取っているが、キム・

チャギュン (1975、1980)では声調論から語頭子音の種類と音節構造から全ての音調型が予

測可能である方言を非声調方言と捉え、その例の一つとしてコソン方言をあげている。 

その他に、言い切る場合と言い続ける場合とで見られる音調的特徴の相違に対する解釈

について孫在賢(2007a)と筆者とでさらに比較できる。孫在賢(2007a)は当該方言には言い

切り形と接続形の相違が見られると記述している。筆者の調査においても当該方言に言い

切り形と接続形の相違が認められた。 

 

3.4.2. 調査期間及びインフォーマント情報 

 調査期間に関しては、インフォーマント①の場合は、2014 年 5月、2015 年 9 月、2016 年

5 月に調査を行い、インフォーマント②の場合は 2016 年 5 月に調査を行った。インフォー

マント情報は以下の通りである。 

 

インフォーマント①：ナム・ドンファン氏、1956 年生まれ、男性。 

 

インフォーマント②：ハム・チュンジャ氏、1945 年生まれ、女性。 

 

3.4.3. 言い切り形における音調的特徴 

当該方言には言い切り形と接続形の相違が認められる。そのため、両者を分けて記述を

行う必要がある。 

当該方言の言い切り形において大きな特徴は全ての音調型に下降が見られる点である。

一方、この方言は語頭音節の母音の長短によって音調的特徴に相違が見られる。 

語頭音節が短母音である場合を見ていくと、１音節名詞の場合、単独形は全て下降調で

現れる。しかし、-(i).jo(-です)が付いて単位の長さが２音節になれば、HL パターン、HF

                                                                                                                                                     
孫在賢(2007a)は言い切り形の２音節以外の場合における語頭音節の高さは不定であると述べている。し 
かし、筆者の調査では言い切り形の２音節名詞でも語頭音節の高さは決まっていなかったため、当該方 
言は分節音と関係なく、全ての場合において語頭音節の音調が決まっていないといえる。 
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パターン、LF パターンが現れる。下降の位置から捉える場合、最後の音節に音節内下降が

生じる音調型と次末音節と最後の音節の間に下降が生じる音調型の２種類に分類できる。

語頭音節の高さは決まっていないため、同じ単語でも高くも低くも現れる。以下に例を示

す。但し、例の示し方に関しては、写真と絵を見せて発音してもらう形式で主に調査を行

ったため、助詞が付いた言い切り形の音調型は殆ど収集できなかった。その代わりに、言

い切り形で現れることが予想される-(i).jo(-です)と-(i).rɛ.jo (-といいます)49を付けた場合

の音調型を示す。 

                            

 (79) a. pɛ 

(お腹、船、梨) 

[○]]。 

    

    b. so     

          (牛) 

[○]]。 

pɛ-jo   

(お腹、船、梨-です)  

○[◎]]～[○◎]]。 

 

so-jo 

(牛-です) 

[○]◎。 

pɛ-rɛ.jo 

(お腹、船、梨-といいます) 

○[◎]◎～[○◎]◎。 

 

so-rɛ.jo 

 (牛-といいます) 

[○○]◎～○[○]◎。 

 

尚、-(i).rɛ.jo(-といいます)が後接すると、次末音節と最後の音節の間に下降が生じる音

調型しか現れない。この現象は後述する２～４音節名詞でも同様である。そのため、現段

階では-(i).rɛ.jo(-といいます)によって特定の音調型が実現されると解釈している。 

２音節名詞の場合、単独形では LF パターン、HF パターン、HL パターンの３種類の音

調型が現れる。下降の位置からすると、最後の音節に音節内下降が生じる音調型と次末音

節と最後の音節の間に下降が生じる音調型に分けられる。-(i).jo(-です)が付いても単位の長

さが増えるだけであり、それ以外は単独形と同様な特徴が見られる。語頭音節の高さは決

まっていないため、高くも低くも現れる。尚。-(i).rɛ.jo (-といいます)が付くと次末音節と

最後の音節の間に下降が生じる音調型しか現れない。 

 

(80) a. kam.ʧɛ  

     (ジャガイモ) 

[○○]]～○[○]]。 

kam.ʧɛ-jo  

(ジャガイモ-です) 

[○○◎]]。  

kam.ʧɛ-.rɛ.jo 

(ジャガイモ-といいます) 

○[○◎]◎。 

 

b. tu.pu  

    (豆腐)  

   [○○]]。 

 

 

 

tu.pu-jo 

(豆腐-です) 

○[○]◎。 

 

 

 

 tu.pu- rɛ.jo 

 (豆腐-といいます)  

 ○[○◎]◎。 

 

 

                                                   
49 -(i).rɛ.ju の形で発音される場合もある。 
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c. k’oŋ.ʧhi   

(秋刀魚) 

[○]○～[○○]]。 

 

d. s’i.kat 

      (種)  

      [○]○～[○○]]。 

  

k’oŋ.ʧhi-jo 

(秋刀魚-です) 

[○○]◎。 

 

s’i.kat-i.jo 

(種-です)  

[○○◎◎]]～ 

○[○◎]◎。 

 

k’oŋ.ʧhi-rɛ.jo  

(秋刀魚-といいます) 

[○○◎]◎。 

 

s’i.kat-i.rɛ.jo  

(種-といいます) 

[○○◎◎]◎。 

３音節名詞の場合、単独形では LHF パターン、HHF パターン、LHL パターン、HHL

パターンの４種類の音調型が現れる。下降の位置から分析すれば、最後の音節内で下降が

生じる音調型と次末音節と最後の音節の間に下降が生じる音調型に分類できる。-i.jo(-で

す)が後接しても同様である。しかし、これらの音調型に-(i).rɛ.jo(-です)が後続すると、最

後の音節に下降が生じる音調型は現れず、全て次末音節と最後の音節の間に下降が生じる

音調型しか現れない。語頭音節の高さは固定されていないため、高くも低くも現れる。 

 

(81) a. ta.si.ma 

(昆布) 

○[○○]]～  

○[○]○。 

ta.si.ma-jo 

(昆布-です) 

[○○○◎]]。 

ta.si.ma-rɛ.jo 

(昆布-といいます)   

[○○○◎]◎。 

    

b. ko.ku.ma  

         (薩摩芋) 

   ○[○○]]。 

 

c. khoŋ.na.mur  

(豆もやし)      

[○○○]]。 

 

d. pʌr.kʌ.ʧi  

(虫) 

[○○]○～ 

○[○]○。  

 

ko.ku.ma-jo 

(薩摩芋-です) 

○[○○◎]]。 

 

khoŋ.na.mur-i.jo 

(豆もやし-です)  

[○○○◎]◎。 

 

pʌr.kʌ.ʧi-jo 

(虫-です) 

[○○○◎]]。 

 

ko.ku.ma-rɛ.jo 

(薩摩芋-といいます) 

○[○○◎]◎。 

 

khoŋ.na.mur-i.rɛ.jo  

(豆もやし-といいます) 

[○○○◎◎]◎。 

 

pʌr.kʌ.ʧi-rɛ.jo 

(虫-といいます) 

○[○○◎]◎。 

 

４音節名詞の場合、単独形では LHHL パターン、HHHL パターン、LHHF パターン、

HHHF パターンの４種類の音調型が現れる。単位の長さが増えた点以外は３音節名詞と同



70 

 

様、最後の音節内で下降が生じる音調型と次末音節と最後の音節の間に下降が生じる音調

型に分けられる。この特徴は-i.jo(-です)が付いても変わらない。語頭音節の高さは決まっ

ていないため、高くも低くも現れる。尚、-(i).rɛ.jo (-です)が付いた場合は１～３音節名詞

と同様、次末音節と最後の音節の間に下降が生じる音調型しか現れない。 

 

(82) a. mi.k’u.rak.ʧ’i 

         (ドジョウ) 

       ○[○○○]]。 

mi.k’u.rak.ʧ’i-jo 

(ドジョウです) 

○[○○○◎]]～ 

○[○○○]◎。 

 

mi.k’u.rak.ʧ’i-rɛ.jo 

(ドジョウ-といいます) 

○[○○○◎]◎。 

b. hɛ.ʧa.o.ri  

(向日葵) 

        [○○○○]]。   

hɛ.ʧa.o.ri-jo 

(向日葵-です) 

○[○○○◎]]～ 

○[○○○]◎。 

 

hɛ.ʧa.o.ri-rɛ.jo  

(向日葵-といいます) 

[○○○○◎]◎。 

 

c. t’oŋ.kɯ.ra.mi 

         (丸) 

    [○○○○]]～ 

   [○○○]○。 

 

d. paŋ.a.k’ɛ.pi 

(バッタ) 

[○○○]○～ 

○[○○]○。 

t’oŋ.kɯ.ra.mi-jo 

(丸-です)  

[○○○○◎]]～ 

[○○○○]◎。 

 

paŋ.a.k’ɛ.pi-jo 

(バッタ-です)  

○[○○○◎]]～ 

○[○○○]◎。 

 

t’oŋ.kɯ.ra.mi-rɛ.jo 

(丸-といいます) 

[○○○○◎]◎。 

 

 

paŋ.a.k’ɛ.pi.-rɛ.jo  

(バッタ-といいます) 

○[○○○◎]◎。 

一方、語頭音節の母音が長母音で現れる場合を見ていくと、この場合、次末音節と最後

の音節における音調的様相、つまり下降の位置における特徴は短母音と同様である。長母

音の場合も最後の音節内で下降が生じる音調型と次末音節と最後の音節の間に下降が生じ

る音調型が現れる。しかし、語頭音節の高さに関しては相違が見られる。短母音の場合は

語頭音節の高さが決まっていないのに対し、長母音は必ず高くかつ長く現れる。語頭音節

が低く始まる音調型は現れない。尚、長母音は脱落して短母音で現れる場合がある。その

場合は短母音と同様、語頭音節は高くも低くも現れる。 

 

(83) a. pi:r (星) 

          [○:]]。 

pir-i.rɛ.jo  (星-といいます)  

[○◎◎]◎。 

  



71 

 

b. pɛ:ʧha (白菜) 

[○:○]]～[○:]○。    

pɛ:.ʧha-rɛ.jo (白菜-といいます) 

[○:○◎]◎。 

 

c. mɛ:.mi-ʧhɛ (捕虫網) 

[○:○○]]～ 

[○:○]○。 

    

 

mɛ.mi-ʧhɛ-rɛ.jo (捕虫網-といいます) 

○[○○◎]◎。 

 

d. nu:n-sa.ram (雪だるま) 

[○:○]○。 

 

nu:n-sa.ram-i.rɛ.jo (雪だるま-といいます) 

[○:○○◎◎]◎。 

 

ʧi:pi-sɛ.k’i-rɛ.jo (燕の子-といいます) 

[○:○○○◎]◎。 

e. ʧi:pi-sɛ.k’i (燕の子) 

[○:○○○]]～ 

[○:○○]○。 

 

以上、１音節名詞から４音節名詞を対象に言い切り形における音調的特徴について記述

を行った。すでに述べた通り、当該方言の言い切り形において最も大きな特徴は全ての音

調型に下降が見られる点である。 

当該方言は語頭音節の母音の長短によって音調的特徴に相違が見られる。短母音の場合

は１音節では下降調で現れ、２音節では LF パターン、HF パターン、HL パターンの３種

類の音調型が現れる。３音節以上では LH(…H)F パターン、HH(…H)F パターン、

LH(…H)L パターン、HH(…H)L パターンの４種類の音調型が現れる。これらの音調型を

次末音節と最後の音節における下降の位置から捉えた場合、単位の長さを問わず、最後の

音節内で下降が生じる音調型と次末音節と最後の音節の間に下降が生じる音調型に分類で

きる。語頭音節の高さは決まっていない。一方、長母音の場合は、最後の音節内で下降が

生じる音調型と次末音節と最後の音節の間に下降が生じる音調型が見られる点は同じであ

る。しかし、語頭音節の高さについては相違が見られ、長母音の場合は必ず高くかつ長く

発音される。そのため、語頭音節が低く始まる音調型は現れない。 

当該方言は次末音節と最後の音節における下降の位置と語頭音節の高さから分析できる。

次末音節と最後の音調における下降の位置に関しては、コソン方言の音調型を特徴づける

要素として下降の位置から最後の音節内で下降が生じる音調型と次末音節と最後の音節の

間に下降する音調型に分類できる。この２種類の音調型はどのような音声的要素からも現

れる環境が予測不可能である。そのため、一見お互いに対立を持つ関係にあると捉えられ

がちである。しかし、同じ単語において両者が全て現れる場合が多い上に、仮に単語単独

形において１種類の音調型が現れても-(i).jo(-です)が付いた場合と音調型が一貫しない場 
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合が多い。また、同じ単語にも関わらず、現れる音調型に個人差が見られる場合も多い50。

そのため、お互いに対立を成していないと解釈できる。 

語頭音節の高さに関しては、長母音は高くかつ長く現れ、短母音の場合は高くも低くも

現れるため、語頭音節の高さは弁別的な特徴ではないと解釈できる。 

従って、当該方言を一型アクセントと解釈できる。音調型は以下の表 17のようにまとめ

られる。 

 

表 17 コソン方言における言い切り形の音調型  

音節の位置 

語頭の分節音 
語頭音節 次末音節と最後の音節における下降の位置 

長母音 [○: …○]]～ 

…]○ 短母音 ○51 

  

3.4.4. 言い切り形と接続形の相違 

言い切り形として現れる全ての音調型は必ず下降が見られるため、言い切り形の特徴は

必ず下降が生じる点である。当該方言は次末音節と最後の音節における下降の位置によっ

て全体の音調型が特徴づけられる。そして、最後の音節が下降調で現れる音調型と次末音

節と最後の音節の間に下降が生じる音調型の２種類の音調型が分類できる。 

しかし、接続形では言い切り形の特徴である下降が現れないため、下降の位置によって

分けられる２種類の音調型は現れない。全て１音節目あるいは２音節目から最後の音節ま

で高く続く音調型で現れる。語頭音節の高さに関しては、接続形では長母音は観察されな

かったため、母音の長短による語頭音節の高さの相違は見られず、高くも低くも現れる。

以下の例(84)は複数の文節からなる場合である。最後のアクセント単位以外のアクセント

単位は全て高く続く音調型で現れることが分かる。この点から当該方言における言い切り

形と接続形は下降の有無によって生じるといえる。 

 

(84) a. san-i   |  nop-a.ju  (山-が ｜ 高-いです)   

○[◎] | ○[◎]◎。 

 

                                                   
50 以下に例を示す。 

 インフォーマント① インフォーマント② 

a. i.pap (ご飯) [○○]]。  [○]○。 
b. k’oŋ.ʧhi (さんま) [○]○。 [○○]]。 
c. sɛt.p’a.tak (舌)  [○○○]]。  [○○]○。 
d. ʧ’an.ʧ’.ʧi  (キムチ) [○○○]]。 [○○]○。 
f. sa.sɯm.pʌr.rɛ (クワガタムシ) [○○○]○。 [○○○○]]。 
g. pan.tit.p’u.ri (蛍) ○[○○]○。 ○[○○○]]。 

 
51 短母音の場合は分節音を問わず、高い音調でも低い音調でも現れるため、表記を施さない。 



73 

 

b. mʌ.ri-ka | ʧ’ar-pa (髪-が | 短-い) 

          ○[○◎]｜○[◎]]。     

 

c. san.twɛ.ʧi.tɯr-i |  tʌp-ʧhɛ  (猪-が | 襲い掛か-る)  

    [○○○○◎]  | [○◎]]。 

 

d. hɛ.ʧa.o.ri-ka  | ʧar |  phit-sʌ  (向日葵-が | きれいに | 咲い-たよ。) 

       [○○○○◎] | [○] | [○◎]]。 

 

    e. nun.sa.ram | man.tɯr-ko | nor-at.ji.ju (雪だるま｜作っ-て| 遊ん-でいました) 

          ○[○○]|[○○◎]|[○◎◎]◎。 

  

3.4.5. カンヌン方言との比較考察 

 カンヌン方言は、崔鉉鎭(2013a)によって３つのアクセント型が対立を成す三型アクセン

トと解釈されている方言である。言語地理学的な観点からすれば、コソン方言と同じカン

ウォン道方言に属しており、高低アクセントが弁別的な方言のなかで、コソン方言と最も

近接している方言である。その両者にアクセントの面においてどのような共通点と相違点

が見られるか、以下で比較考察する。 

 

3.4.5.1. カンヌン方言のアクセント体系 

 カンヌン方言は以下の３種類のアクセント型が対立を成す三型アクセントである。便宜

上、A 型、B 型、C 型と呼ぶ。 

 

表 18 崔鉉鎭(2013a)によるカンヌン方言のアクセント体系 

 １ ２ ３ ４ 

A 型 [○(◎)] [○○] [○○]○ [○○]○○ 

B 型 [○](◎) [○]○ [○]○○ [○]○○○ 

C 型 ○[(◎)] ○[○] ○[○]○ ○[○○]○ 

 

 以下に３種類のアクセント型に属する語例を示す。 
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(85) カンヌン方言における３種類のアクセント型に属する語例 

 １ ２ ３ ４ 

A 型 pɛ 

(お腹) 

mu.u 

(大根) 

ʧaŋ.ʧak.pur  

(薪の火) 

t’ak.ta.ku.ri 

(キツツキ) 

 

pi:r 

(星) 

no:.sɛ  

(ラバ) 

ʧi:.reŋ.i 

(ミミズ) 

ʧu:r.t’ɛŋ.ki.ki 

(綱引き) 

 

B 型 pɛ 

(梨) 

kə.mu 

(蜘蛛) 

po.rɨm.tar 

(満月) 

ta.sət.ma.ri 

 (五匹) 

 

C 型 ʧwi 

(鼠) 

ʧaŋ.k’I 

(雄の雉) 

k’a.thu.ri 

(雌の雉) 

hɛ.ʧa.o.ri  

(向日葵) 

 

まず、A 型は文節の１・２音節目が高く続き、３音節目から低くなるというアクセント特

徴を持つ。１音節名詞の単独形の場合は、アクセント単位が短いため、本来のアクセント

特徴が現れない。しかし、１音節以上の助詞が付くと本来のアクセント特徴が現れる。A 型

には、語頭音節が上昇調で現れるものもある。しかし、当該方言で現れる上昇調は音韻論

的に有意義ではないものと解釈する。その理由は２つある。まず、上昇調が高平調で現れ

る場合があるという点である。仮に上昇調が音韻論的に有意義な特徴であるとすれば、高

平調で現れることなく常に上昇調が保たれるはずであるが、実際はそれに反し、上昇調の

代わりに高平調で現れる場合がある。もう一つは本来上昇調を持たない語彙であるにも関

わらず、上昇調で現れる場合がある点である。B 型・C 型の１音節名詞の単独形は基本的に

下降調として現れるが、上昇調で現れる場合もある。以上の理由から当該方言に現れる上

昇調は長母音によって付随的に生じる音声的特徴と捉える。一方で、母音の長短はアクセ

ントとは別の要素であるため、独立したアクセント型として立てない。次に、B 型は１音節

目のみ高いというアクセント特徴を持つ。A 型と同様、１音節名詞の単独形ではアクセント

単位の短さゆえに本来のアクセント特徴が現れないが、助詞が付くと本来のアクセント特

徴が現れる。最後に、C 型は文節の２音節目から次末音節まで高く続くというアクセント特

徴を持つ。C 型は文節全体の音節数が長くなるにつれ低くなる音節の位置が後ろにずれてい

くため、文節頭部からはアクセント特徴が捉えにくい。しかし、文節末部から見れば、常

に次末音節から最後の音節にかけて低くなることが分かる。A 型と B 型が文節頭部にアク

セント特徴を持つのに対し、C 型は文節末部にアクセント特徴を持つと言える。C 型も他の

型と同様、１音節名詞の単独形の場合は他の型と区別されないが、助詞が付くと他の型と

区別される。但し、文節全体が２音節である場合は、C 型のアクセント特徴に反し、最後の

音節のみ高いアクセント型で現れる。これはB型との対立を保つためであると考えられる。
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しかし、文節全体が３音節以上になると、本来のアクセント特徴で現れる。 

 

3.4.5.2. 比較考察 

 カンヌン方言とコソン方言を対象に 1)音調型の数とアクセント型の数、2)分節音と音調

型の関係、3)カンヌン方言の C 型とコソン方言の音調型の比較という３つの観点から考察

を試みる。 

先ず、音調型の数とアクセント型の数という観点から考察を行えば、カンヌン方言では、

音声的に１音節目と２音節目が高い音調型、１音節目のみが高い音調型、文節単位で２音

節目から次末音節まで高くて１音節目と最後の音節は低い音調型の３種類の音調型が現れ

る。以下に音調型を示す。 

 

(86) カンヌン方言に見られる音調型の数 

a. １音節目と２音節目が高く現れ、３音節目以降は低く現れる。([○○]○…) 

 b. １音節目は高く現れ、２音節目以降は低く現れる。([○]○○…) 

   c. ２音節目から次末音節まで高く現れ、１音節目と最後の音節は低く現れる。２音 

     節の場合、１音節目は低く現れ、２音節目は高く現れる。(○[…○]○) 

  

上記の３種類の音調型がお互いに対立を成しているか否かを例(85)の１音節名詞を代表

例で挙げて述べると、pɛ(お腹)と pɛ(梨)の場合、同音異義語であるが、pɛ(お腹)は(86)a

の音調型で現れ、pɛ(梨)は(86)b の音調型で現れる。専ら音の高低によってそれぞれの意味

が弁別されるのであるため、(86)a の音調型と(86)b の音調型はお互いに対立を成している

と解釈できる。一方、ʧwi(鼠)の場合、同音異義語はないものの、どのような音声的条件か

らも(86)c の音調型の出現条件が予測できないため、他の音調型と対立を成しているといえ

る。よって、カンヌン方言に見られる３種類の音調型は単語ごとに決まっている特徴であ

ると解釈でき、３種類の音調型は、それぞれ別のアクセント型を形成していると認められ

る。それに対し、コソン方言に現れる音調型は次末音節と最後の音節における下降の位置

によって全体の音調型が特徴づけられる。そのため、最後の音節内で下降が生じる音調型

と次末音節と最後の音節の間に下降が生じる音調型の２つの音調型に分類できる。この２

つの音調型はそれぞれ語頭音節の高さによってさらに語頭音節が高く現れる場合と低く現

れる場合に分かれる。そのため、コソン方言には以下の４種類の音調型が現れるといえる。 

 

(87) コソン方言に見られる音調型の数   

a. １音節目から高く続き、最後の音節で音節内下降が生じる。([○…○○]]。) 

 b. ２音節目から高く続き、最後の音節で音節内下降が生じる。(○[…○○]]。)  

  c. １音節目から次末音節まで高く続き、最後の音節は低く現れる。([○…○]○。) 

  d. ２音節目から次末音節まで高く続き、最後の音節は低く現れる。(○[…○]○。) 
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上記の４種類の音調型がお互いに対立を成しているか否かについて見ると、最後の音節

内で下降が生じる音調型と次末音節と最後の音節の間に下降が生じる音調型は分節音を問

わず、同じ単語において、両者が全て現れる場合が多い上に現れる音調型に相違が見られ

る場合も多い。そのため、上記の音調型はお互いに対立を成さないと解釈できる。語頭音

節の高さについては長母音の場合は高くかつ長く発音されるため、語頭音節の高さが予測

できる。一方、短母音の場合は同じ単語に対し、低くも高くも現れるため、弁別的な要素

であると認めがたい。よって、コソン方言に見られる４種類の音調型はお互いに対立を成

していないといえる。 

次に、分節音と音調型の関係から両方言を分析してみると、カンヌン方言の場合は語頭

音節が長母音である場合は A 型が実現される52。長母音が特定のアクセント型の実現に関与

するといえる。 

 

(88) 語頭音節が長母音である場合の音調型及び語例 

２音節 ３音節 ４音節 

[○:○] 

no:.sɛ  

(ラバ) 

[○:○]○ 

ʧi:.reŋ.i  

(ミミズ) 

[○:○]○○ 

ʧu:r.t’ɛŋ.ki.ki  

(綱引き) 

 

長母音以外の分節音、つまり語頭子音の種類に関してはそれぞれの単語が３種類のアク

セント型のどれに属するかは単語固有の特徴であるため、語頭子音の種類からは特定のア

クセント型の出現は予測できない。コソン方言の場合も長母音が音調型の決定に関与する。

但し、次末音節と最後の音節における下降の位置の決定には関与せず、語頭音節の高さに

のみ関与する。長母音の場合、必ず高くかつ長く現れるため、語頭音節が低く始まる音調

型は現れない。 

 最後に、カンヌン方言の C 型とコソン方言の音調型を見る。尚、一型アクセントと捉え

ているコソン方言に見られる音調型とアクセント型の対立を持つカンヌン方言の C 型を対

等な条件から比較するには様々な問題があるため、主に音調的下降に焦点を当てて比較を

行う。カンヌン方言の C 型は A 型と B 型とは違い、文節を単位にアクセント特徴が被さっ

ているため、助詞や活用語尾が名詞に後続すると下降の位置がずれていく。そのため、前

から捉えると下降の位置が一定しないが、後ろから数えれば常に次末音節と最後の音節の

間に下降が生じるという一定した特徴が捉えられる。 

 

 (89) カンヌン方言の C 型 

a. k’a.thu.ri (雌の雉)    k’a.thu.ri-ko (雌の雉-であり) 

     ○[○]○             ○[○○]◎ 

                                                   
52 但し、２音節の場合は１音節目のみ高くかつ長く現れ、２音節目は低く現れる場合がある。 
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b. hɛ.ʧa.o.ri (向日葵)     hɛ.ʧa.o.ri-ja (向日葵-だよ) 

       ○[○○]○。        ○[○○○]◎ 

  

コソン方言は最後の音節内で下降が生じる音調型と次末音節と最後の音節の間に下降が

生じる音調型が現れ、そのうち、後者がカンヌン方言の C 型と類似した音調的特徴を有す

る。以下の例(90)を見ると、前から捉えた場合、単語単独形と-(i).rɛ.jo(-といいます)が付

いた場合とで下降の位置が一定しない。しかし、後ろから捉えれば、次末音節から最後の

音節にかけて低くなるという一定した特徴が捉えられる。但し、語頭音節の高さにおいて

はカンヌン方言とコソン方言とで相違が見られる。カンヌン方言の C 型は語頭音節が常に

低く現れるが、コソン方言の場合は長母音のみ語頭が高くかつ長く実現され、それ以外の

分節音は決まっておらず、高く現れる場合もあれば低く現れる場合もある。 

 

(90) コソン方言の音調型  

a. pʌr.kʌ.ʧi (虫)             pʌr.kʌ.ʧi-rɛ.jo (虫-です) 

      [○○]○～○[○]○。         ○[○○◎]◎。   

 

b. paŋ.a.k’ɛ.pi (バッタ)         paŋ.a.k’ɛ.pi.-rɛ.jo (バッタ-です) 

         [○○○]○～○[○○]○。      [○○○○◎]◎。  

               

3.4.6. まとめ 

以上、コソン方言に見られる音調的特徴について記述を行った上で、アクセント型の対立

を持つカンヌン方言との比較考察を行った。当該方言は言い切り形と接続形の相違が見られ

る。言い切り形の特徴は全ての音調型に下降が見られる点である。 

当該方言は語頭音節の母音の長短によって現れる音調的特徴が異なる。短母音の場合、

１音節では下降調で現れ、２音節では LF パターン、HF パターン、HL パターンの３種類

の音調型が現れる。３音節以上では LH(…H)F パターン、HH(…H)F パターン、LH(…H)L

パターン、HH(…H)L パターンの４種類の音調型が現れる。これらの音調型を次末音節と

最後の音節における下降の位置から捉えると、単位の長さを問わず、最後の音節内で下降

が生じる音調型と次末音節と最後の音節の間に下降が生じる音調型に分けられる。語頭音

節の高さは決まっていない。 

長母音の場合も短母音の場合と同様、最後の音節内で下降が生じる音調型と次末音節と

最後の音節の間に下降が生じる音調型が現れる。語頭音節の高さは短母音の場合と違い、

決まっている。語頭音節が長母音である場合は必ず高くかつ長く発音されるため、語頭音

節が低く始まる音調型は現れない。 

当該方言は次末音節と最後の音節における下降の位置と語頭音節の高さから解釈できる。

次末音節と最後の音節における下降の位置に関しては、コソン方言の音調型を特徴づける
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要素として下降の位置から最後の音節内で下降が生じる音調型と次末音節と最後の音節の

間に下降する音調型に分けられる。両者はどのような音声的要素からも現れる環境が予測

不可能であるため、一見、対立を成していると思われがちである。しかし、同じ単語にお

いて両者が全て現れる場合が多い上に、仮に単語単独形において１種類の音調型が現れて

も活用語尾が付いた場合の音調型と一致しない場合が多い。さらに同じ単語でありながら

も現れる音調型に個人差が見られる場合も多い。そのため、対立は認められない。語頭音

節の高さに関しては、長母音は高くかつ長く現れ、短母音の場合は高くも低くも現れるた

め、語頭音節の高さは非弁別的であると捉えられる。よって、当該方言を一型アクセント

と解釈できる。 

当該方言における言い切り形と接続形の相違に関しては、言い切り形は下降が現れるのに

対し、接続形は下降が現れないため、下降の有無によって言い切り形と接続形の相違が生じ

るといえる。 

コソン方言と同じカンウォン道方言に属し、アクセントの対立が認められる方言のうち、

コソン方言と最も近接した三型アクセントのカンヌン方言と以下の３つの点から比較考察

を行う。まず、一つ目は音調型の数とアクセント型の数という観点である。カンヌン方言の

場合は音声的に３種類の音調型が現れる。これらの音調型は単語ごとに決まっている特徴と

してお互いに対立を成しているため、そのまま３種類のアクセント型として認められる。そ

れに対し、コソン方言は音声的に４種類の音調型が現れる。しかし、次末音節と最後の音節

における下降の位置によって分かれる２種類の音調型は分節音を問わず、同じ単語に全て現

れる場合が多いだけでなく、同じ単語でありながらも現れる音調型に個人差が見られる場合

が多い。一方、語頭音節の高さに関しては、長母音は高くかつ長く発音されるため、語頭音

節の高さが予測でき、短母音の場合は高さが決まっていないため、弁別的な要素ではない。

よって、４種類の音調型はお互いに対立を成していないといえる。次に、二つ目は分節音と

音調型の関係という観点である。カンヌン方言では語頭音節が長母音である場合、A 型で現

れるため、長母音が特定の音調型の出現に関与するといえる。コソン方言も長母音が音調型

の決定に関与する。語頭音節が長母音であれば、高くかつ長く発音されるため、語頭音節が

低く始まる音調型は現れない。最後に、三つ目はカンヌン方言の C 型とコソン方言の音調

型の比較という観点である。音調的下降の位置から捉えれば、カンヌン方言の C 型は文節

を単位としているため、助詞が付いて文節が長くなるにつれ、下降の位置がずれていく。そ

のため、前から数えると、下降の位置が一定しない。しかし、後ろから数えると次末音節と

最後の音節の間に常に下降が生じる。コソン方言にもカンヌン方言の C 型と同様、常に次

末音節と最後の音節の間に下降が生じる音調型が存在する。但し、語頭音節の高さに関して

は、カンヌン方言は分節音を問わず常に低く現れるが、コソン方言は長母音であれば高くか

つ長く現れ、それ以外は分節音と関係なく高くも低くも現れるという相違がみられる。 

 

 



79 

 

第四章  韓国語一型アクセントの特性 

  

本章では、第三章で取り上げたチョンヤン方言、ソウル方言、ナジュ方言、コソン方言

を対象に比較考察を行う。その上で、４つの方言に見られる特徴を基に、韓国語一型アク

セントに現れやすい諸特性について述べる。 

チョンヤン方言、ソウル方言、ナジュ方言、コソン方言は全て言い切り形と接続形の相

違が見られるため、両者を分けて考察を行う必要がある。まず、4.1 節では言い切り形に見

られる特徴を中心に考察する。4.1.1 節ではチョンヤン方言、ソウル方言、ナジュ方言、コ

ソン方言に現れる音調型と分節音の関係について考察し、4.1.2 節では音調型の数の点から

考察を行う。次に、4.2 節では接続形に見られる特徴について述べるが、言い切り形の音調

的特徴との相違を中心に述べる。最後に、4.3 節では 4.1 節と 4.2 節をふまえ、４つの方言

に見られる特徴をまとめた上で、韓国語一型アクセントに現れやすい諸特性について述べ

ることにする。 

 

4.1. 言い切り形に見られる特徴  

 チョンヤン方言、ソウル方言、ナジュ方言、コソン方言における言い切り形の音調型は

全ての音調型に下降が見られる点である。下降の位置は方言差が見られる。最初の２音節

のどちらかに下降が生じる場合と、次末音節と最後の音節のどちらかに下降が生じる場合

がある。前者にはチョンヤン方言、ソウル方言、ナジュ方言が該当し、後者にはコソン方

言が該当する。 

最初の２音節における音調的様相によって全体の音調型が特徴づけられるチョンヤン方

言、ソウル方言、ナジュ方言の場合、下降の位置と語頭音節の高さの観点から音調型の特

徴が捉えられる。下降の位置から捉えた場合、１音節目から２音節目にかけて下降が生じ、

２音節以降は低く現れる音調型(以降、A パターンと呼ぶ)と２音節目から３音節目にかけて

下降が生じ、３音節以降低く現れる音調型に分かれる。後者の場合、ナジュ方言とソウル

方言は語頭音節の高さによってさらに語頭音節が高く現れる音調型(以降、B パターンと呼

ぶ)と語頭音節が低く現れる音調型(以降、C パターンと呼ぶ)に分かれる。尚、チョンヤン

方言では語頭音節は常に高く現れるため B パターンしか現れない。A パターン、B パター

ン、C パターンにおける音調的特徴をまとめて以下に示す。尚、A パターンと B パターン

には語頭音節の母音が長母音である場合も含まれている。長母音を持つ音節は高くかつ長

く発音される。 

 

A パターン：１音節目のみ高く現れ、２音節目以降は低く現れる。([○]○○…。) 

 

B パターン：１音節目と２音節目は高く現れ、３音節目以降は低く現れる。２音節の場合  
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      は２音節目において音節内下降が現れる。([○○]○…。) 

  

C パターン：１音節目と３音節目以降は低く現れ、２音節目は高く現れる。２音節の場合   

      は２音節目において音節内下降が現れる。(○[○]○…。) 

 

一方、次末音節と最後の音節における音調的様相によって全体の音調型が特徴づけられ

るコソン方言の場合、最後の音節内で下降が生じる場合(以降、D パターンと呼ぶ)と次末

音節から最後の音節にかけて下降が生じ、最後の音節が低く現れる場合(以降、E パターン

と呼ぶ)に分かれる。D パターンと E パターンはそれぞれ語頭音節の高さによって高い場合

(①)と低い場合(②)にさらに分かれる。以下に D①パターンと D②パターン、E①パターン

と E②パターンにおける音調的特徴をまとめて示す。 

  

 D①パターン：１音節から高く続き、最後の音節が下降調で現れる。([○…○○]]。) 

  

  D②パターン：２音節から高く続き、最後の音節が下降調で現れる。(○[…○○]]。) 

 

E①パターン：１音節目から次末音節まで高く続き、最後の音節は低く現れる。 

([○…○]○。) 

 

E②パターン：２音節目から次末音節まで高く続き、最後の音節は低く現れる。２音節で 

       は現れない。(○[…○]○。) 

 

 チョンヤン方言、ソウル方言、ナジュ方言、コソン方言の４つの方言に現れる音調型は

その出現において語頭の分節音と関わりを持つ場合がある。同じ分節音でも現れる音調型

に方言差は見られるものの、分節音ごとに現れる音調型の様相を分析しまとめてみれば、

以下の３つのグループに分類できる。 

 

1) 長母音 (語頭子音の種類は関係なし) 

 

2) 短母音 ① 気息の強い無声有気音、無声無気音、無声歯茎摩擦音、無声声門摩擦音 

     ② 気息の弱い無声有気音、鼻音、流音、接近音、母音 

 

便宜上、2)①の子音類を「強子音」と呼び、2)②の子音類と母音を「弱子音・母音」53と

呼ぶ。 

 

                                                   
53 強子音と弱子音はキム・チャギュン(1980)による用語である。 
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4.1.1. 分節音と音調型の関係 

 分節音の観点からチョンヤン方言、ソウル方言、ナジュ方言、コソン方言に見られる各々

の音調型を考察する。 

 

4.1.1.1. 先行研究 

韓国語一型アクセントにおいて分節音と音調型が密接に関わることは李連珠(2015、

2016)によって既に指摘されている54。 

李連珠(2015、2016)はソウル方言、ナムウォン(南原)方言、中国朝鮮語撫順方言の２音

節名詞には各々表 19 に示された２つの音調型が現れ、３つの方言に現れる各音調型には対

応関係が見られると述べている。しかし、各方言に現れる２つの音調型は語頭の分節音に

よる相補分布を成すため、音韻的なアクセント型の対立を持たない方言と解釈している。

尚、表 19は筆者が李連珠(2015)を改変したものである。 

 

表 19 ソウル、ナムウォン、撫順方言における２音節名詞の音調型の対応(李連珠 2015) 

 ソウル方言 ナムウォン方言 撫順方言 

音調型の対応 
HH/LL-H LH/LL-H LH/LL-H 

HL/HL-H 強 HL/HL-L 強 HH/HH-H 強 

無標型 [○○/○○[◎ ○[○/○○[◎ ○[○/○○[◎ 

「強」は強く扱われる語頭の分節音である。 

 

一方、３つの方言において音調型の異形態をもたらす強く扱われる語頭の分節音につい

て以下の表 20のように示している。 

 

表 20 ソウル、ナムウォン、撫順方言における音調型と分節音の関係(李連珠 2015) 

ソウル方言 ナムウォン方言 撫順方言 

無声有気破裂音、 

無声声門摩擦音、 

無声歯茎摩擦音(例外有) 

無声有気破裂音、 

無声声門摩擦音 

無声有気破裂音、 

無声声門摩擦音、 

強い母音55 

 

李連珠(2015、2016)は２つの点から比較することができる。 

一つ目は、強く扱われる語頭の分節音の分類である。先行研究で取り上げられている３

                                                   
54 孫在賢(2005a)、孫在賢(2007a)、李文淑(2007)によって個別方言を対象に分節音と音調型の関係につい 

 て取り上げられている。しかし、分節音ごとに現れる音調的特徴の相違に関する記述に止まっており、分 

節音が音調型にどのように関与するかについて分析されていないため、ここでは取り上げない。 
55 撫順方言の場合、語頭の母音の種類も音調型の決定に関わるという。語頭の母音が非円唇舌狭母音[i]、 

非円唇狭母音[ɯ]、非円唇半狭母音[ɤ]である語彙の一部に語頭音節が高く現れる場合があるが、これら 

の母音はまるで子音があるような強い母音のように感じるとのインフォーマントの内省があり、張唇性 

及び狭搾性を持つ強い母音と解釈すると述べている。 
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つの方言を見ると、無声有気破裂音と無声声門摩擦音は３つの方言に共通して強く扱われ

る語頭の分節音に分類されている。無声歯茎摩擦音はソウル方言に限って例外はあるもの

の、強く扱われる語頭の分節音に分類されており、強い母音は撫順方言に限って強く扱わ

れる語頭の分節音に分類されている。コソン方言を除き、チョンヤン方言、ソウル方言、

ナジュ方言では無声有気破裂音、無声声門摩擦音、無声歯茎摩擦音はその振る舞いから強

子音に分類されるものである。尚、無声歯茎摩擦音の場合、筆者の調査では例外は存在し

なかった。強い母音に関しては、本論文で扱っている４つの方言のどれにも母音の種類が

音調型の決定に関与することは認められない。一方、李連珠(2015、2016)は調査語彙に含

めていなかったものの、無声有気破裂音と無声阻害音も音調型の異形態をもたらす強く扱

われる分節音と予想している。筆者の調査ではこれらの分節音も強子音に分類されるもの

である。 

以上の内容をまとめると、撫順方言の強い母音以外のものはチョンヤン方言、ソウル方

言、ナジュ方言の３つの方言とも強子音として分類できる。 

二つ目は、特定の音調型の実現と分節音の関係である。先行研究では無標の音調型を設

定した上で、表 20 に示された分節音が語頭に立てば特定の音調型が出現すると記述してい

る。先行研究において強く扱われる語頭の分節音は本論文での強子音とほぼ一致している。

強子音が特定の音調型の出現に関与する方言はチョンヤン方言とナジュ方言である。尚、

チョンヤン方言は単位の長さも関与する。一方、語頭音節が弱子音・母音である場合でも

ソウル方言とナジュ方言には特定の音調型の出現の有無に関与する。また、先行研究では

取り上げられていないが、語頭音節の母音が長母音である場合、ナジュ方言とコソン方言

では特定の音調型の出現に関与する。即ち、強く扱われる語頭の分節音のみが特定の音調

型を実現させると述べている先行研究とは違い、チョンヤン方言、ソウル方言、ナジュ方

言、コソン方言の場合、方言によっては強子音以外にも、弱子音・母音、長母音も特定の

音調型の出現に関与するのである。 

 

4.1.1.2. チョンヤン、ソウル、ナジュ、コソン方言と分節音 

チョンヤン方言、ソウル方言、ナジュ方言、コソン方言は音調型の決定に分節音が関与

すると捉えられる。しかし、全ての音調型が分節音の影響を受けるわけではない。４つの

方言の２音節では共通して１音節目のみ高い音調型が現れる。チョンヤン方言、ソウル方

言、ナジュ方言の場合では A パターンに該当し、コソン方言では全体的な音調的特徴から

すると異なるものの、２音節に限定してみれば、E①パターンに該当する。２音節で現れる

１音節目のみ高い音調型は分節音を問わず全て現れるため、分節音の影響によるものでは

ないといえ、考察対象から除外する必要がある。但し、ナジュ方言の長母音の場合は単位

の長さを問わず A パターンのみ現れるため、分節音の影響によるものと解釈し、考察対象

から除外しない。 

１音節目のみ高い音調型は言い切り形の特徴と密接に関わる。チョンヤン方言、ソウル
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方言、ナジュ方言、コソン方言は共通して言い切り形と接続形の相違が見られ、言い切り

形は必ず下降を伴う。２音節の場合、下降が生じ得る位置は１音節目と２音節目の間と、

２音節目の音節内であるが、音節内下降である後者より音節間下降である前者が言い切り

形の特徴が最も反映されているといえる。そのため、２音節では A パターンが現れるのは

決まりきった特徴であると解釈できる。 

方言ごとに分節音と音調型の関係について見ていくと、チョンヤン方言は単位の長さご

とに以下の音調型が現れる。語例と一緒に示す。 

 

(91) チョンヤン方言の音調型及び語例 

 ２音節 ３音節 ４音節 

長母音  A 

k’a:.ʧhi  

(カササギ) 

B 

so:ŋ.sa.ri  

(メダカ) 

 

B 

ku:n.ko.ku.ma  

(焼き芋) 

 

弱子音・  

母音 

 

 A 

a.i  

(子供)     

B 

ta.ram.ʧwi  

(栗鼠) 

B 

ʧi.phu.ra.ki 

(藁) 

 

強子音 

  

A 

sa.kwa  

(りんご) 

 

B~A 

k’ak.t’u.ki  

(カクテキ) 

 

B 

hʌ.su.a.pi  

(案山子) 

 

当該方言において分節音と音調型の関係を明らかにするためには、２音節の A パターン

と B パターンを除外する必要がある。 

２音節において現れる A パターンは、既に述べた通り、言い切り形の特徴によるもので

ある。B パターンは３音節以上では分節音を問わず全ての場合に現れるため、分節音とは関

係なく現れる音調型であるといえる。この２つの音調型を除外すれば、３音節の強子音の

場合において A パターンのみが残される。この音調型は３音節かつ強子音に限って現れる

ため、強子音という分節音の条件だけではなく、３音節という単位の長さの条件が共に関

与すると解釈できる。 

ソウル方言の場合、単位の長さごとに以下の音調型が現れる。語例と一緒に示す。 
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 (92) ソウル方言の音調型及び語例 

  ２音節 ３音節 ４音節 

長母音 A 

ki:m.ʧhi 

(キムチ) 

B 

so:ŋ.sa.ri 

(メダカ) 

B 

na:n.ʧɛŋ.i-ta56  

(小人-だ) 

 

強子音 A~B 

sɛ.u  

(エビ) 

B 

k’a.ma.kwi 

(カラス) 

B 

hɛ.pa.ra.ki  

(向日葵) 

 

弱子音・ 

母音 

A~B~C 

ka.paŋ 

(カバン) 

B~C 

ko.tɯ.rɯm 

(つらら) 

B~C 

mi.k’u.ra.ʧi 

(ドジョウ) 

 

 分節音と音調型の関係を捉えるためには、２つの音調型を除外する必要がある。一つは

２音節の A パターンである。既に述べた通り、２音節にみられる A パターンは言い切り形

の特徴によるものであるため、その実現に分節音が関与すると認めがたい。もう一つは B

パターンである。この音調型は長母音の２音節を除くと、分節音を問わず全ての場合にお

いて現れる。分節音によってその出現が決定されないと解釈できる。２音節の A パターン

と B パターンを除外すれば、C パターンしか残されないが、特定の分節音によってその出

現が決定される。 

 

(93) ソウル方言の短母音における語頭子音の種類と音調型の関係 

 ２音節 ３音節 ４音節 

弱子音・母音 C C C 

 

C パターンは弱子音・母音である場合に限って現れることが分かる。このことから弱子

音・母音が C パターンの出現の有無に関与すると解釈できる。 

ナジュ方言の場合、単位の長さごとに以下の音調型が現れる。語例と一緒に示す。 

 

 

 

 

 

                                                   
56 非常に語例が少なく、２音節名詞と３音節名詞では現れたが、４音節名詞では現れなかったため、名詞

に活用語尾を付けた場合の音調型を示した。 
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 (94) ナジュ方言の音調型及び語例 

 ２音節 ３音節 ４音節 

 長母音 

 

A 

ʧe:.pi 

(燕) 

A 

ʧa:ŋ.to.ri 

(金槌) 

A 

mu:.taŋ.pʌr.rɛ  

(テントウムシ) 

 

 強子音 

 

A~B 

pho.ri  

(蠅) 

B~A 

hɛ.u-ra  

(海苔-と) 

B~A 

t’ʌt-i.ra.ko  

(餅-と) 

 

 弱子音・    

  母音 

A~B~C 

na.mɛ 

(南海) 

B~C 

na.sa.mot 

(ネジ) 

B~C 

ʧʌr.ra.to-ka 

(チョルラ道-が)  

 

当該方言の音調型は母音の長短によって現れる音調型に相違が見られる。語頭音節の母

音が長母音である場合は単位の長さを問わず A パターンで現れるため、長母音によって A

パターンという特定の音調型が実現されると捉えられる。一方、語頭音節の母音が短母音

である場合は A パターン、B パターン、C パターンが全て現れる。しかし、これらの音調

型が全て分節音によって出現が決定されるわけではないため、分節音が関与しない音調型

を除外する必要がある。ナジュ方言もソウル方言と同様、２音節の A パターンと B パター

ンは分節音の影響を受けないものであると捉えられる。２音節の A パターンは言い切り形

の特徴と関わるものである。B パターンは短母音の場合、分節音と関係なく、全ての場合に

おいて現れるため、B パターンの出現は分節音の影響を受けないといえる。この２つの音調

型を除外すれば、A パターンと C パターンが残され、これらの音調型は語頭子音の種類に

よって出現が決定される。 

 

(95) ナジュ方言の短母音における語頭子音の種類と音調型の関係 

 ２音節 ３音節 ４音節 

強子音 － A A 

弱子音・母音 C C C 

 

 語頭子音が強子音である場合は A パターンが現れるのに対し、弱子音・母音である場合

は C パターンが現れる。これは語頭子音の種類が A パターンと C パターンの出現を決定す

ることを意味する。ナジュ方言は長母音、強子音、弱子音・母音が全て音調型の決定に関

与すると解釈できる。長母音は A パターンという特定の音調型の決定に関与する。一方、

短母音の場合は A パターンと C パターンがその出現において分節音の影響を受けており、
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強子音は A パターンの出現の有無に関与し、弱子音・母音は C パターンの出現の有無に関

与するといえる。 

 

 (96) ナジュ方言における語頭子音の種類と音調型の関係 

 ２音節 ３音節 ４音節 

長母音 

強子音 

A 

－ 

A 

A 

A 

A 

弱子音・母音 C C C 

 

コソン方言の場合、単位の長さごとに以下の音調型が現れる。語例と一緒に示す。 

 

(97) コソン方言の音調型及び語例 

 ２音節 ３音節 ４音節 

長母音 D①～E① 

pɛ:ʧha (白菜) 

 

D①～E① 

mɛ:.mi-ʧhɛ (捕虫網) 

 

D①～E① 

ʧi:pi.sɛ.k’i (燕の子) 

 

短母音57 D①～D②～ 

E① 

D①～D②～ 

E①～E② 

D①～D②～ 

E①～E② 

 

当該方言は長母音のみが音調型の決定に関与するが、次末音節と最後の音節における下

降の位置の決定には関与しない。即ち、長母音は D パターンと E パターンの出現の有無に

関与しないのである。長母音は語頭音節の高さの決定のみに関与する。語頭音節が長母音

である場合は必ず高くかつ長く発音されるため、D①パターンと E①パターンのみ現れる。 

 

 (98) コソン方言における長母音と音調型の関係 

 ２音節 ３音節 ４音節 

長母音 D①～E① D①～E① D①～E① 

  

4.1.1.3. アクセントの対立を持つ方言と分節音 

韓国語多型アクセントと N 型アクセントを分節音の観点から捉えた場合、分節音がアク

セント型の決定に関与することが認められる場合がある。尚、本節では音調型にほぼ近い

意味としてアクセント型という用語を用いている。本来、アクセント型とは他の型と弁別

される要素のみを抽出し示した抽象的概念であるが、韓国語一型アクセントの音調型と使

い分けるため、アクセント型という用語を用いる。 

                                                   
57 同じ単語に４つの音調型が全て現れた場合はなかったため、ここでは、語例は示さず、音調型のみを示 

しておく。 
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 多型アクセントの代表例としてウルサン方言を取り上げて述べると、当該方言は１音節

目と２音節目が高く現れる１個のアクセント型と、どこかの１音節のみ高く現れる n 個の

アクセント型からなる体系である。以下の例(99)はウルサン方言におけるアクセント型と

語例を示したものである。例(99)は姜英淑(2008)の音声資料を用い、筆者が改変・作成し

たものである。 

 

(99) ウルサン方言のアクセント体系と語例(姜英淑 2008 を改変)  

 １音節 ２音節 ３音節 ４音節 

a [○◎] 

kɯr  

(文字) 

[○○] 

phori 

(蠅) 

[○○]○ 

k’eʧ’pp’ur 

(蚊やり火)  

 

[○○]○○ 

k’eʧaknamu 

(ハシバミ) 

 

b [○]◎ 

hɯr 

(土) 

 

[○]○ 

morke 

(砂) 

[○]○○ 

toŋp’eki 

(正月の遊び) 

[○]○○○ 

kompaksai 

(かび) 

c  ○[○] 

kunte 

(ブランコ) 

 

○[○]○ 

nʌpurt’e 

(蛇) 

○[○]○○ 

kipakisur 

(酒) 

d   ○○[○] 

sakoti 

(鍋蓋) 

 

○○[○]○ 

nekurei 

(食事遊び) 

e    ○○○[○] 

porikjʌŋsa 

(ボリギョンサ) 

 

 当該方言は語頭音節が長母音で現れる場合がある。語頭音節が長母音である場合は１音

節目と２音節目が高いアクセント型(a のアクセント型)という特定のアクセント型が実現

される。そのため、長母音が特定のアクセント型の実現に関与することが認められる。以

下に語頭音節が長母音である場合のアクセント型と語例を示す。 
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(100) 語頭音節の母音が長母音である場合の音調型 (姜英淑 2008 を改変) 

１音節 ２音節 ３音節 ４音節 

[○:◎] 

tɯ:r 

(庭) 

 

[○:○] 

ke:p’ur 

(風) 

[○:○]○ 

k’a:nʧheŋi 

(カササギ) 

[○:○]○○ 

pe:ntʌkʧ’ŋi 

(気紛れもの) 

N 型アクセントにも同じ特徴が見られる。代表例として 3.4.5.1 節で取り上げたカンウ

ォン道カンヌン方言をあげる。当該方言は崔鉉鎭(2013a)によって三型アクセントと捉えら

れている方言である。A 型は文節の第１・２音節目が高く続き、第３音節目から低くなるア

クセント特徴を持ち、B 型は第１音節目のみ高いアクセント特徴を持つ。そして C 型は文

節の２音節目から次末音節まで高く続くアクセント特徴を持つ。以下にアクセント体系を

示す。 

表 18’崔鉉鎭(2013a)によるカンヌン方言のアクセント体系 

 １ ２ ３ ４ 

A 型 [○(◎)] [○○] [○○]○ [○○]○○ 

B 型 [○](○) [○]○ [○]○○ [○]○○○ 

C 型 ○[(◎)] ○[○] ○[○]○ ○[○○]○ 

 

当該方言にも語頭音節が長母音で現れる場合がある。この場合は A 型で現れるため、長

母音が特定のアクセント型を実現させるといえる。以下に語頭音節が長母音である場合の

アクセント型と語例を示す。 

 

(88)’語頭音節が長母音である場合の音調型及び語例 

２音節 ３音節 ４音節 

[○:○] 

no:.sɛ  

(ラバ) 

[○:○]○ 

ʧi:.reŋ.i  

(ミミズ) 

[○:○]○○ 

ʧu:r.t’ɛŋ.ki.ki  

(綱引き) 

 

以上、韓国語多型アクセントと N 型アクセントにおいて分節音が音調型の決定に関与す

る場合を述べた。一型アクセントであるチョンヤン方言、ソウル方言、ナジュ方言、コソ

ン方言と比較してみれば、韓国語多型アクセントと N 型アクセントでは長母音のみが特定

のアクセント型の実現に関与する58。それに対し、チョンヤン方言、ソウル方言、ナジュ方

                                                   
58 但し、長母音以外の分節音がアクセント型の決定に関与すると報告する先行研究も見られる。全鎬璟
(2004)と孫在賢(2005b)では長母音以外の分節音がアクセント型の決定に関与すると報告している。 
全鎬璟(2004)はプサン方言を対象に外来語のアクセントを決める要因について考察しているが、当方言の
外来語のアクセントは語頭音節と最後の音節の音節構造によって決まるという。しかし、２音節外来語の
場合は音節構造に加えて分節音も関与する。最後の音節が重音節であり、かつ最後の音節が/-iŋ/,/-ɯr/
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言、コソン方言では音調型の決定に関与する分節音は方言ごとに異なるものの、長母音の

みならず、語頭子音の種類つまり、強子音、弱子音・母音も関与する。 

  

4.1.1.4. まとめ 

 以上、チョンヤン方言、ソウル方言、ナジュ方言、コソン方言における音調型と分節音

の関係について考察を行った。これらの方言は全て音調型の決定に分節音が関わる。 

 これらの方言の２音節には分節音を問わず１音節目のみ高い音調型が共通して現れる。

ソウル方言、ナジュ方言、チョンヤン方言の場合は A パターンに該当し、コソン方言では

E①パターンに該当する。そのため、考察対象から除外する必要がある。尚、ナジュ方言の

長母音の場合は分節音の影響によるものと解釈するため除外しない。 

１音節目のみ高い音調型は言い切り形の特徴と関わっている。本論文で取り上げている

４つの方言は全て言い切り形と接続形の相違が見られ、言い切り形は必ず下降が現れる。

２音節では１音節目と２音節目の間と、２音節目の音節内に下降が生じ得るが、前者が言

い切り形の特徴が最も反映された位置であるといえる。そのため、２音節において１音節

目のみ高い音調型が現れるのは決まりきった特徴である。 

 チョンヤン方言、ナジュ方言、ソウル方言の３つの方言における分節音と音調型の関係

を捉えるためには、２音節の A パターンと B パターンは除外する必要がある。２音節の A

パターンは既に述べた通り、分節音を問わず現れる上に、言い切り形の特徴によるもので

あるため分節音の関与が認められない。一方、B パターンはナジュ方言の長母音とソウル方

言の２音節を除くと、分節音を問わず全ての場合に現れるため、分節音の影響を受けない

ものと解釈できる。 

 ２音節の A パターンと B パターンを除外すると、チョンヤン方言、ソウル方言、ナジュ

方言における分節音と音調型の関係が明らかにできる。チョンヤン方言では語頭が強子音

である３音節の場合に限って A パターンが現れるため、A パターンの実現に強子音のみな

らず、単位の長さも関与する。ソウル方言において音調型の決定に関与する分節音は弱子

音・母音のみである。弱子音・母音は C パターンの実現の有無に関与する。ナジュ方言で

は長母音、強子音、弱子音・母音が全て特定の音調型の実現に関与する。長母音は A パタ

ーンを実現させる。一方、短母音の場合、強子音は A パターンの実現に関与し、弱子音・

母音は C パターンの実現に関与する。コソン方言では長母音が関与するが、D パターンと

E パターンの出現に関与せず、語頭音節の高さの決定のみに関与する。語頭音節が長母音で

あれば、必ず高くかつ長く発音されるため、D①パターンと E①パターンのみ現れる。 

多型アクセントと N 型アクセントを含めて分節音の観点から捉えた場合、多型アクセン

                                                                                                                                                     
で終わる場合と語頭音節が気息の強い無声有気音(原文では帯気子音)で始まる場合は HH 型で現れると
いう。 
孫在賢(2005b)はテグ方言・キョンジュ(慶州)方言の１音節語幹用言の場合、長母音、気息の強い無声有 
気音(原文では激音)、無声無気音(原文では濃音)、音節構造(軽音節・重音節)が語頭音節である場合は特 
定のアクセント型にかたよって現れると報告している。 
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トであるウルサン方言と N 型アクセントであるカンヌン方言にも分節音によって特定のア

クセント型が現れる場合が見られる。この２つの方言では長母音が特定のアクセント型の

実現に関与する。一方、一型アクセントであるチョンヤン方言、ソウル方言、ナジュ方言、

コソン方言では方言によって関与する分節音に相違は見られるものの、長母音のみならず、

強子音、弱子音・母音も音調型の決定に関与する。 

 

4.1.2. 音調型の数 

 音調型の数からチョンヤン方言、ソウル方言、ナジュ方言、コソン方言を考察する。音

韻的に一型アクセントとして解釈されても音声的にそのまま１種類の音調型しか持たない

とは限らない。音声的には複数の音調型が現れるものの、対立を成す関係ではないことか

ら音韻的に一型アクセントとして解釈される場合も存在し得る。そのため、音調型の数か

ら一型アクセントを以下の２種類のタイプに分類できる。 

 

a. １種類の音調型のみを有する一型アクセント 

 

b. 複数の音調型を有する一型アクセント 

 

本論文で取り上げている４つの方言は全て複数の音調型を有する一型アクセントである。

しかし、４つの方言に見られる複数の音調型の現れ方には違いが見られる。尚、１種類の

音調型のみを有する一型アクセントに関しては、先行研究から具体例が見られる。

Fukui(2003)のピョンアン道方言の場合、言い切り形において次末音節のみ高く現れる１種

類の音調型のみを有する。 

 

4.1.2.1. チョンヤン方言 

チョンヤン方言に現れる音調型は A パターンと B パターンの２種類である。単位の長さ

ごとに現れる音調型を見ていくと、２音節は A パターン、３音節は B パターンと A パター

ンが現れ、４音節以上は B パターンが現れる。 

 

(101) チョンヤン方言の音調型 

 ２音節 ３音節 ４音節 

長母音    A 

 

B 

 

B 

 

弱子音・ 母音    A 

 

B 

 

B 

 

強子音 A B~A B 
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複数の音調型が現れる３音節を見ると、A パターンと B パターンが現れる。B パターン

の現れ方を見ると、分節音を問わず、現れることが分かる。それに対し、A パターンの現れ

方を見ると、３音節かつ語頭子音が強子音である場合に限って現れることが分かる。当該

方言において複数の音調型が現れるのは特定の単位の長さかつ特定の子音の種類といった

非常に制限的な環境であるといえる。 

 

4.1.2.2. ソウル方言 

 ソウル方言に現れる音調型は A パターン、B パターン、C パターンの３種類である。下

降調のみで現れる１音節を除けば、２音節以上では複数の音調型が現れる。単位の長さご

とに見ていくと、２音節では A パターン、B パターン、C パターンの３種類が現れ、３音

節以上では B パターンと C パターンの２種類が現れる。しかし、分節音ごとに見ていくと、

３種類の音調型が全ての分節音に現れるわけではない。長母音の場合、２音節は A パター

ンで現れ、３音節以上は B パターンで現れ、単位の長さごとに１種類の音調型が現れる。

強子音の場合は、２音節に限って A パターンと B パターンの２種類の音調型が現れ、３音

節以上では B パターンしか現れない。弱子音・母音の場合は、単位の長さを問わず、複数

の音調型が現れる。２音節は A パターン、B パターン、C パターンの３種類の音調型が現

れ、３音節以上では B パターンと C パターンの２種類の音調型が現れる。 

 

 (102) ソウル方言の音調型 

 ２音節 ３音節 ４音節 

長母音 A 

 

B 

 

B 

 

強子音 A~B 

 

B 

 

B 

 

弱子音・母音 A~B~C B~C B~C 

 

ソウル方言に見られる複数の音調型は分節音を問わず現れる音調型と分節音によって現

れる環境が決まっているものに分かれる。どちらの場合も現れる環境と条件が予測できる

ため、お互いに対立を成していないといえる。 

 

4.1.2.3. ナジュ方言 

ナジュ方言もソウル方言と同様、A パターン、B パターン、C パターンの３種類が現れる。

しかし、分節音ごとに現れる音調型の数に相違が見られる。長母音の場合は単位の長さを

問わず、A パターンの１種類の音調型のみ現れる。それに対し、短母音では強子音と弱子音・

母音とで現れる音調型の数に相違が見られる。強子音の場合は単位の長さを問わず、A パタ

ーンと B パターンの２種類の音調型が現れる。一方、弱子音・母音の場合は単位の長さに
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よって現れる音調型の数に相違が見られ、２音節では A パターン、B パターン、C パター

ンの３種類が見られるが、３音節以上では B パターンと C パターンの２種類の音調型が現

れる。 

  

(103) ナジュ方言の音調型 

 ２音節 ３音節 ４音節 

長母音 

 

A 

 

A 

 

 A 

 

強子音 

 

A~B 

 

A~B 

 

A~B 

 

弱子音・母音 A~B~C B~C B~C 

  

ナジュ方言に見られる複数の音調型は分節音によって現れる音調型が決定される傾向が

強く、そうではない場合は分節音を問わず同じ語に対し、複数の音調型が現れるため、お

互いに対立を成していないといえる。 

 

4.1.2.4. コソン方言 

 当該方言に現れる音調型は D①パターン、D②パターン、E①パターン、E②パターンの

４種類である。但し、母音の長短によって現れる音調型の数に相違が見られる。長母音で

ある場合は単位の長さを問わず、D①パターンと E①パターンが現れる。それに対し、短母

音の場合は単位の長さによって現れる音調型の数が異なる。２音節では D①パターン、D②

ぱターン、E①パターンの３種類が現れるが、３音節以上では D①パターンと D②パターン、

E①パターンと E②パターンの４種類の音調型が現れる。 

  

(104) コソン方言の音調型 

 ２音節 ３音節 ４音節 

長母音 

 

D①～E① D①～E① D①～E① 

短母音 D①～D②～E① D①～D②～E①～E② D①～D②～E①～E② 

 

次末音節と最後の音節における下降の位置によって分けられる D パターンと E パターン

の場合、分節音によってその出現の有無が予測できない。しかし、同じ単語に対して D パ

ターンと E パターンの両者が現れる場合が多い。また、仮に単語単独形で１種類の音調型

が現れても助詞が付いた場合とで音調型が一貫しない場合が多い。さらに同じ単語にも関

わらず現れる音調型に個人差が大きい。そのため、D パターンと E パターンは音韻的に対

立を成す関係ではないと解釈できる。語頭音節の高さは母音の長短によって予測できるた
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め、非弁別的な特徴であるといえる。 

 

4.1.2.5. まとめ 

 一型アクセントを音調型の数から捉えた場合、１種類の音調型のみを有する場合と複数

の音調型を有する場合に分類できる。前者には Fukui(2003)のピョンアン道方言が挙げら

れ、後者には本論文で扱っているチョンヤン方言、ソウル方言、ナジュ方言、コソン方言

の４つの方言が全て挙げられる。 

チョンヤン方言の場合、現れる音調型の数はAパターンとBパターンの２種類であるが、

単位の長さごとに現れる音調型を見ていくと、２音節は A パターンで現れる。３音節は A

パターンと B パターンが現れ、４音節以上では B パターンが現れる。A パターンと B パタ

ーンが全て現れるのは３音節かつ強子音で始まる場合である。チョンヤン方言において複

数の音調型が現れる環境は非常に制限的であるといえる。 

ソウル方言とナジュ方言に現れる音調型の数は A パターン、B パターン、C パターンの

３種類である。単位の長さごとに現れる音調型の数を見ていくと、単位の長さと語頭の分

節音によって現れる音調型の数に相違は見られるものの、両方言とも２音節では A パター

ン、B パターン、C パターンの３種類の音調型が現れる。しかし、３音節以上の場合、ソウ

ル方言では B パターンと C パターンの２種類の音調型が現れるが、ナジュ方言では A パタ

ーン、B パターン、C パターンの３種類の音調型が現れる。 

コソン方言に現れる音調型の数は D①パターン、D②パターン、E①パターン、E②パタ

ーンの４種類である。母音の長短と単位の長さによって現れる音調型の数は異なるが、２

音節では D①パターン、D②パターン、E①パターンの３種類の音調型が現れ、３音節以上

では D①パターン、D②パターン、E①パターン、E②パターンの４種類の音調型が現れる 

以下に音調型の数から分類した韓国語一型アクセントを示す。 

 

(105) 音調型の数から見た韓国語一型アクセント 

 

 

 

 

 

 

4.2. 接続形に見られる特徴 

 チョンヤン方言、ソウル方言、ナジュ方言、コソン方言は言い切り形と接続形の相違が

見られる。この特徴はこれらの方言の音調型の決定に最も優先的に適用される特徴である

め、言い切り形であるか、接続形であるかによって現れる特徴に相違が見られる。4.1 節で

は言い切り形に見られる特徴について考察を行った。本節では接続形に見られる特徴につ

       １種類の音調型のみを有する一型アクセント － ピョンアン道方言 

 

複数の音調型を有する一型アクセント－ チョンヤン方言、ソウル方言、 

ナジュ方言、コソン方言  
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いて述べるが、言い切り形の特徴との相違を中心に考察する。 

言い切り形と接続形の概念については、第三章の 3.1.3 節で詳しく取り上げたが、再度

これらの概念について簡略に取り上げれば、言い切り形と接続形は上野(1977)によって提

唱された概念である。 言い切り形は「その後に続けるつもりのない形」(上野 1993:51)で

あり、接続形は「その後にまだ続けるつもりで発音したときの形」(上野 1993：51)である

と定義されている。言い切り形と接続形の音声的実現の一例として上野(1989)の岩手県雫

石方言を取り上げると、当該方言は昇る位置が弁別的な核(昇り核)を持つ。言い切り形の

場合、無核型は全て低く現れ、有核型は核のあるところのみ高く現れる。一方、接続形で

は、有核型の場合、核のある位置から文節の最後のモーラまで高く続く。表記は本論文で

用いている記号に書き換え、直接表記を施す。昇り核は「 で示す。 

 

(9)’複数の名詞が並んでいる場合の音調型 (上野 1989 を改変) 

   

                      (/「クジラ/、/ネ「ズミ/、/ナマ「ズ/、/イワシ/) 

a. ⅰ.言い切り形 : [ク]ジラト|ネ[ズ]ミト|ナマ[ズ]ト|イワシ。 

 

 ⅱ.接 続 形 : [クジラト]|ネ[ズミト]|ナマ[ズト]|イワシ。 

 

(/⎾クジラカラモ/、/サカナカラモ/)  

 

b. [クジラカラモ]｜サカナカラモ。(鯨からも魚からも)  

([クジラカラモ｜サカナカラモ]。は不可) 

  

(10)’名詞＋動詞からなる場合の音調型   (上野 1989 を改変) 

 

(/⎾クジラ/、/トッ⎾タ/) 

  a. [クジラ]|トッ[タ]。(鯨、捕った)  ([クジラトッタ]。は不可)  

 

   (/⎾クジラ/、/タ⎾ベタ/) 

b. [クジラ]|タ[ベ]タ。(鯨、食べた)  ([クジラタベ]タ。は不可) 

 

4.2.1. ４つの方言における言い切り形と接続形の相違 

チョンヤン方言、ソウル方言、ナジュ方言、コソン方言の４つの方言における言い切り

形の特徴は全ての音調型が必ず下降が見られる点である。それに対し、接続形は言い切り

形の音調型に見られる下降が現れなくなる。言い切り形と接続形の相違をもたらす要素は

下降の有無であるといえる。 
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チョンヤン方言の場合、言い切り形では A パターンと B パターンの２種類の音調型が現

れるが、接続形になると、１音節目から最後の音節まで高く続く音調型で現れる。 

 

(106) a. pap ｜ mʌk-ʌ.ra (ご飯｜食べ-ろ。) 

         [○]｜[○◎]◎。 

  

b. ip-i｜ka.pjʌp-ta (口-が| 軽-い) 

        [○◎] |[○○]◎。 

 

c. t’ar.ki-ka| ma.sit-ta  (苺-が| おいし-い)   

          [○○◎] | [○○]◎。 

 

d. khoŋ.na.mur-i | pi.s’a-ta (豆もやし-が| 高-い) 

         [○○○◎] | [○○]◎。  

 

ソウル方言の場合、言い切り形では A パターン、B パターン、C パターンの３種類の音

調型が現れるが、接続形になれば、３種類の音調型に見られる下降が現れなくなり、１音

節目あるいは２音節目から最後の音節まで高く続く音調型で現れる。語頭音節の高さにつ

いては、強子音である場合は語頭音節が高く現れる。それに対し、弱子音・母音である場

合は固定されていないため、高くも低くも現れる。 

 

(51)’a. nun-i  |  nok-at.ta (雪-が｜解け-た)              

○[◎] | [○◎]◎。 

 

     b. na.mu-ka |  tu.k’ʌp-ta (木-が | 厚-い)          

       ○[○◎]～[○○◎] |  ○[○]◎。 

 

     c. kaŋ.a.ʧi-ka | kwi.jʌp-ta (子犬-が | かわい-い)     

        ○[○○◎] |  [○○]◎。 

 

     d. hʌ.ri-ka |  ku.pu.ʧʌŋ.(h)a-ta (腰-が | 曲がっ-ている) 

[○○◎] | ○[○]○○◎～[○○]○○◎。 

 

ナジュ方言の場合、言い切り形ではソウル方言と同様、A パターン、B パターン、C パタ

ーンの３種類の音調型が現れるが、接続形では下降が現れなくなる。語頭音節の高さに関

しては、語頭音節が長母音である場合と強子音である場合は高く現れる一方、弱子音・母
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音である場合が低くも高くも現れる。 

  

(70)’a. pjʌ:ŋ-e | kʌr.rjʌt-ne (病気-に | かかっ-た) 

[○:◎]｜[○○]◎。 

 

b. mok-i | ki:r-ta  (首-が｜長-い) 

[○◎]｜[○:]◎。  

 

(44)  c. ʌr.kur-i | no.rat-ne (顔色-が｜黄色-いね) 

          [○○◎]｜[○○]◎。 

 

5     d. ju.ri.ʧhaŋ-i | k’ɛ.ʧjʌt-ta (窓ガラス-が｜割れ-た) 

○[○○◎]|[○]◎。 

          

e. sar.rim-i| nʌk.nʌk-ʧhi | mo:t.hʌ-ta (暮らし-が｜豊か-では| な-い) 

          [○○◎]| ○[○◎]   | [○:]○◎。 

 

コソン方言の場合、言い切り形では D①パターン、D②パターン、E①パターン、E②パ

ターンが現れる。これらの音調型を下降の位置から捉えれば、D パターンと E パターンの

２種類の音調型が現れると捉えられる。しかし、接続形になると、チョンヤン方言、ソウ

ル方言、ナジュ方言と同様、下降が現れなくなり、１音節目あるいは２音節目から最後の

音節まで高く続く音調型で現れる。語頭音節の高さについては、接続形では長母音は観察

されなかった。一方、強子音と弱子音・母音は低くも高くも現れる。 

 

(84)’a. san-i   |  nop-a.ju  (山-が ｜ 高-いです)   

○[◎] | ○[◎]◎。 

 

b. mʌ.ri-ka | ʧ’ar-pa (髪-が | 短-い) 

          ○[○◎]｜○[◎]]。     

 

c. san.twɛ.ʧi-tɯr-i |  tʌp-ʧhɛ  (猪-が | 襲い掛か-る)  

     [○○○○◎]  | [○◎]]。 

 

d. hɛ.ʧa.o.ri-ka  | ʧar |  phit-sʌ  (向日葵-が | きれいに | 咲い-たよ。) 

        [○○○○◎] | [○] | [○◎]]。 
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 e. nun.sa.ram | man.tɯr-ko | nor-at.ji.ju (雪だるま｜作っ-て| 遊ん-でいました) 

           ○[○○]|[○○◎]|[○◎◎]◎。 

 

4.2.2. 多型アクセントと N 型アクセントにおける言い切り形と接続形の相違 

N 型アクセントと解釈される一部の方言に言い切り形と接続形の相違が見られることが

孫在賢(2007a)と孫在賢(2012)から窺える59。 

孫在賢(2007a)はカンウォン道のカンヌン方言・トンへ(東海)方言とヨンウォル(寧越)方

言に言い切り形と接続形の相違が見られると記述している60。 

 カンヌン方言・トンへ方言の場合、言い切り形の場合、１音節目のみ高いアクセント型

(a 型)、１音節目と２音節目が高いアクセント型(b 型)、文節単位で２音節目から次末音節

まで高いアクセント型(c 型)が対立を成す三型アクセントと捉えている。以下は単語単独の

言い切り形、助詞が付いた場合の言い切り形、単語単独の接続形、助詞が付いた場合の接

続形の４つの環境に現れる音調型を示したものである。 

 

表 21 孫在賢(2007a)によるカンヌン・トンへ方言の言い切り形と接続形の相違 

 単独言い切り 単独接続 助詞付き言い切り 助詞付き接続 

１ 
a F 

L 
H(L) 

L(H) 
c F L(H) 

２ 
a HL 

LH 
HL(L) 

LH(H) 
c LF LH(L) 

３ 

a HLL 

LHH 

HLL(L) 

LHH(H) b HHL HHL(L) 

c LHL LHH(L) 

４ 

a HLLL 

LHHH 

HLLL(L) 

LHHH(H) b HHLL HHLL(L) 

c LHHL LHHH(L) 

５ 

a HLLLL 

LHHHH 

HLLLL(L) 

LHHHH(H) b HHLLL HHLLL(L) 

c LHHHL LHHHH(L) 

                                                   
59 李文淑(2007)はクァンジュ方言とチョンジュ方言を３つのアクセント型が対立すると解釈した上で、こ

れらの方言に言い切り形と接続形の相違が見られると報告している。孫在賢(2007a)はヨス(麗水)方言と

タミャン(潭陽)郡コソ(古西)面方言を３つのアクセント型の対立を有する三型アクセントと解釈した上

で、これらの方言に言い切り形と接続形の相違が見られると記述している。しかし、これらの方言が属

するチョルラ道方言は高低アクセントの認定において研究者の間で解釈が異なるため、ここでは取り上

げない。 
60 音調表記においては、原文では高い音調と低い音調をそれぞれ「●」と「○」で示し、下降調は■で示 

している。しかし、白丸の場合、本論文で異なる意味で用いているため、●と○を H と L に書き換え、 

■は F に書き換えた。 
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接続形になると３つのアクセント型の対立は弁別性を失い、１音節目あるいは２音節目

から最終の音節まで高く続く音調型で現れるという。   

ヨンウォル方言の場合、言い切り形では１音節目と２音節目が高いアクセント型(a 型)

と２音節目から次末音節まで高いアクセント型(b 型)が対立を成す二型アクセントと解釈

している。但し、２音節語の場合、a 型は１音節目のみ高いアクセント型で現れ、b 型は１

音節目は低くて２音節目は下降調であるアクセント型で現れる。以下は単語単独の言い切

り形、助詞が付いた場合の言い切り形、単語単独の接続形、助詞が付いた場合の接続形の

４つの環境に現れる音調型を示したものである。 

 

表 22 孫在賢(2007a)によるヨンウォル方言の言い切り形と接続形の相違 

 単独言い切り 単独接続 助詞付き言い切り 助詞付き接続 

１ 
a F L H(L)～( L(H) ) H(L)～( L(H) ) 

b F L L(H) L(H) 

２ 
a HL HH HH(L) HH(L) 

b LF LH LH(L) LH(H) 

３ 
a HHL 

LHH 
HHL(L) 

LHH(L) 
b LHL LHH(L) 

４ 
a HHLL 

LHHH 
HHLL(L) 

LHHH(L) 
b LHHL LHHH(L) 

５ 
a HHLLL 

LHHHH 
HHLLL(L) 

LHHHH(L) 
b  LHHHL LHHHH(L) 

 

接続形になると、２音節語の場合、a 型は単語単独形では１音節目と２音節目が高い音調

型で現れるが、助詞が付いた場合は言い切り形と同じ音調型で現れる。一方、b 型は単独形

では１音節目は低くて２音節目は高い音調型で現れるが、１音節助詞が付いた場合は２音

節目と３音節目が高い音調型で現れる。しかし、３音節語以上では２つのアクセント型と

も単語単独形では最後の音節まで高く現れ、助詞が付いた場合は次末音節まで高く現れる。

表 22には反映されていないが、語頭音節の高さは不定であるという。 

孫在賢(2012)はチョルラ道のクァンヤン方言において３つのアクセント型の対立を持つ

三型アクセントと解釈した上で、言い切り形と接続形の相違を持つと報告している61。一方、

多型アクセントとして解釈される方言のうち、言い切り形と接続形の相違が見られるとの

報告は管見の限り、見当たらない。 

 以上のことから韓国語多型アクセントと N 型アクセントにおいては言い切り形と接続形

                                                   
61 ２音節語において１音節目にアクセント核(音調の変動をもたらす特徴)を持つアクセント型の場合、単 

語単独形の接続形では全ての音節が高く現れる。また、文節単位で後ろから２番目にアクセント核があ 

るアクセント型の場合も接続形では２音節目から最後の音節まで高く現れる。 
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の相違が殆どに見られないといえる。 

 

4.2.3. まとめ 

チョンヤン方言、ソウル方言、ナジュ方言、コソン方言において言い切り形の音調型は

全て必ず下降が生じる。それに対し、接続形では下降が現れないため、４つの方言に言い

切り形と接続形の相違をもたらすのは下降の有無であるといえる。 

チョンヤン方言は言い切り形では A パターンと B パターンが現れるが、接続形では１音

節目から最後の音節まで高く続く音調型しか現れない。ソウル方言とナジュ方言は言い切

り形では A パターン、B パターン、C パターンが現れるものの、接続形では３種類の音調

型は１音節目あるいは２音節目から最後の音節まで高く続く音調型で現れる。コソン方言

は言い切り形では下降の位置から捉えると、D パターンと E パターンが現れるが、接続形

になると、１音節目あるいは２音節目から最後の音節目まで高く続く音調型でしか現れな

い。一方、多型アクセントと N 型アクセントの場合、N 型アクセントの一部にしか言い切

り形と接続形の相違が見られない。 

 

4.3. 韓国語一型アクセントの諸特性の提示 

4.1節と4.2節において韓国語一型アクセントと解釈できるチョンヤン方言、ソウル方言、

ナジュ方言、コソン方言を対象に音調型と分節音の関係、音調型の数、言い切り形と接続

形の相違の３つの観点から考察を行った。これらの方言に見られる特徴を基に分析すると、

韓国語一型アクセントに現れやすい特性が５つ挙げられる。但し、５つの特性の選定にお

いては、３つ以上の方言に共通して見られる特徴であれば、韓国語一型アクセントの特性

として捉えている。そのため、５つの特性が全て４つの方言に該当すると限らない。特性

1)～4)は４つの方言に全て該当する特徴であるが、特性 5)は３つの方言に該当する特性で

ある。 

 

1) 言い切り形と接続形の相違が見られる特性 

言い切り形と接続形の相違をもたらすのは下降の有無であるといえる。言い切り形では、

チョンヤン方言はAパターンとBパターンが現れ、ソウル方言とナジュ方言はAパターン、

B パターン、C パターンが現れる。コソン方言は D①パターン、D②パターン、E①パター

ン、E①パターン、E②パターンが現れる。現れる音調型に方言差が見られるといえる。し

かし、全ての音調型に必ず下降が見られる点に関しては共通している。それに対し、接続

形では４つの方言とも下降が現れない。 

 

2) ２音節において１音節目のみ高い音調型が現れる特性 

全体の音調的特徴からすれば、方言によって現れる音調型が異なる。しかし、２音節で

は分節音を問わず、全て１音節目のみ高い音調型が現れる。チョンヤン方言、ソウル方言、



100 

 

ナジュ方言では A パターンに該当し、コソン方言では E①パターンに該当する。 

１音節目のみ高い音調型は言い切り形の特徴と密接に関わる。４つの方言において言い

切り形の特徴は下降が生じることである。２音節の場合、１音節目と２音節目の間、２音

節目の音節内に下降が生じ得るが、前者が最も言い切り形の特徴が反映される位置である

といえる。そのため、韓国語一型アクセントの２音節において１音節目のみ高い音調型が

現れるのは決まりきった特徴であると捉えられる。尚、ナジュ方言の長母音の場合は単位

の長さを問わず、A パターンのみ現れるため、言い切り形の特徴によるものではなく、分節

音によるものである。 

 

3) 複数の音調型を持つ特性 

 韓国語一型アクセントには１種類の音調型のみを持つ一型アクセントもあれば、複数の

音調型を持つ一型アクセントもある。本論文で扱っている４つの方言は全て後者に属する。 

チョンヤン方言の場合、語頭子音が強子音である３音節に限って A パターンと B パター

ンが現れる。複数の音調型が現れる環境が非常に制限的であるといえる。ソウル方言とナ

ジュ方言の場合は A パターン、B パターン、C パターンの３種類の音調型が現れる。ソウ

ル方言の場合、分節音によって現れる音調型の数に相違は見られるものの、２音節では A

パターン、B パターン、C パターンの３種類の音調型が現れ、３音節以上は B パターンと

C パターンの２種類の音調型が現れる。ナジュ方言の場合も分節音によって現れる音調型は

異なるものの、２音節以上では A パターン、B パターン、C パターンの３種類の音調型が

現れる。コソン方言は D①パターン、D②パターン、E①パターン、E②パターンの４種類

の音調型が現れる。母音の長短によって現れる音調型の数に相違は見られるが、２音節で

は D①パターン、D②パターン、E①パターンの３種類の音調型が現れ、３音節以上では D

①パターン、D②パターン、E①パターン、E②パターンの４種類の音調型が現れる。 

 

4) 複数の音調型はその出現において分節音が関与する特性 

チョンヤン方言、ソウル方言、ナジュ方言、コソン方言の４つの方言において音調型に

対する各分節音の振る舞いをまとめてグループ化すると、長母音、強子音、弱子音・母音

の３つのグループに分類できる。しかし、音調型の出現に関与する分節音には方言差が見

られる。 

チョンヤン方言の場合は、３音節かつ語頭子音が強子音である場合に B パターン以外に

も A パターンが現れるため、単位の長さも関与するものの、分節音によって A パターンの

出現が予測可能である。 

ソウル方言の場合は C パターンの出現の有無が分節音によって決定される。C パターン

は弱子音・母音の場合にしか現れないため、ソウル方言では弱子音・母音が特定の音調型

の実現の有無に関与する。 

 ナジュ方言の場合は、長母音、強子音、弱子音・母音が全て特定の音調型の出現に関与
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する。長母音の場合は A パターンしか現れないため、長母音から A パターンの出現が予測

可能である。一方、短母音の場合は語頭子音の種類によって A パターンと C パターンの出

現の有無が決定される。A パターンは強子音の場合にしか現れないのに対し、C パターンは

弱子音・母音の場合にしか現れない。そのため、強子音と弱子音・母音はそれぞれ A パタ

ーンと C パターンの出現の有無を決定する。 

 コソン方言の場合、長母音が音調型の決定に関与する。長母音は必ず高くかつ長く発音

されるため、語頭音節の母音が長母音である場合は D①パターンと E①パターンのみ現れ

る。 

 

5) B パターンは分節音の影響を受けない特性 

 最初の２音節における音調的様相によって全体の音調型が特徴づけられるチョンヤン方

言、ソウル方言、ナジュ方言の３つの方言に見られる特性である。音調的特徴が現れる位

置と密接に関わる特性であると言える。 

チョンヤン方言の場合は３音節以上では分節音を問わず B パターンが現れる。ソウル方

言の場合は長母音の２音節を除くと、分節音を問わず B パターンが現れる。ナジュ方言で

はチョンヤン方言とソウル方言と違い、短母音の場合において B パターンが語頭子音の種

類を問わず現れる。それに対し、A パターンと C パターンは、方言差は見られるものの、

分節音の影響によってその出現が決まる場合が多いため、分節音の影響を受けやすい音調

型であると言える。 
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第五章  日韓一型アクセントの対照言語学的考察 

 

本章では、日本語一型アクセントと韓国語一型アクセントとの対照言語学的考察を行い、

両言語に見られる共通点と相違点を明らかにすることを目的とする。尚、日本語の場合、

第二章の 2.1 節で既に述べた通り、一型アクセントと無アクセントの相違の有無をめぐっ

て両者の相違を認める立場と認めない立場がある。筆者は日本語の場合においても韓国語

の場合と同様、一型アクセントと無アクセントの相違を認めない立場に立つ。 

 まず、5.1 節では日本語一型アクセントに関する先行研究を概観する。次に、5.2 節では

日韓一型アクセントがそれぞれどのような言語地理学的分布を成しているかを概観する。

最後に 5.3 節では日本語の先行研究において一型アクセントとして報告されている方言と

対照考察を行い、日韓一型アクセントに見られる共通点と相違点について述べる。 

 

5.1. 日本語一型アクセントに関する先行研究 

 一型アクセントあるいは無アクセントの存在については早い時期にその存在が知られて

いる。しかし、アクセント型の対立を持たない点のみが注目されてきたため、それ以上の

詳しい調査及び研究は行われてきていない。最近になってから音響分析機器を用い、文レ

ベルでの研究が行われ始めている。本節では一型アクセントに関して比較的詳しい記述が

なされた先行研究を中心に九州地方、四国地方、中部地方、関東地方、東北地方の５つの

地方に分けて概観していく。先行研究の引用の際に音節や拍という用語が用いられている

が、基本的にモーラを意味する。尚、宮崎県都城市を中心とした諸県方言及び鹿児島県志

布志方言62では音節を意味する。音調表記に関しては、なるべく先行研究で用いられている

表記を書き直さずにそのまま用いる。先行研究では￣で高い音調を示す方式、太字で高い

音調を示す方式、●、、○、を用いて示す方式の３種類の表記法が用いられている。最

後の表記法における黒色と白色の違いはそれぞれ高い音調と低い音調を意味し、三角形は

助詞を意味する。 

 

5.1.1. 九州地方の一型アクセントに関する記述 

平山(1936)、平山(1951)、平山(1974)、平山(1975)、岩本(1983)、秋山(1983)、古瀬(1983)、

木部(2009)、佐藤(2012)などで九州地方の一型アクセントに関する記述が見られる63。 

平山(1936)は鹿児島県曽於郡の約半分を占めている地域で見られる音調的特徴について

日向国(今日の宮崎県)の一つの流れを成す型であることから日向アクセントと名付けてい

                                                   
62 宮崎県高鍋町方言と同県小林方言も同様である。 
63 その他に、岡野(1983)と上野(1996)で九州地方の一型アクセントに関する断片的な記述が見られる。 

岡野(1983)は福岡県筑分派域において「無型アクセント域で、人々は型知覚を持たない。その発音は、
一・二音節語はやや頭高、三音節以上の語は、語頭語末がやや低い中膨らみ型であることが多い」(岡野
1983:72)と記述している。一方、上野(1996)は宮崎県高鍋町方言について文節の最後の音節が高く現れ
る一型アクセントであると報告している。 
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る。この地域に見られる特徴は、鹿児島の B 型(文節の最後の音節のみ高い型)がさらに徹

底されていると述べている。具体的に見ていくと、１モーラ語の場合、単語単独形は高音

で聞かれ、１モーラの助詞が付くと助詞のみが高く現れる。２モーラ以上の語の場合も同

じ特徴が見られる。このような特徴は体言だけでなく、用言にも見られる。但し、独立性

の乏しい音64はアクセントの山が移動しないという。複合語は上記のような特徴が一層徹底

され、語間に助詞「ガ」と「ノ」、特に助詞「ノ」が挟まれた不完全な複合語を作る時は例

外なく最後のモーラが高く現れる。また、地域差と個人差は見られるが、形容詞・動詞の

連体形＋名詞の場合も最後のモーラが高くなる傾向が多いと述べている。 

平山(1951)は宮崎県南部(諸県郡と都城市を中心とした地域)と鹿児島県の志布志町を中

心とした地域などに行われている尻上がり一型音調と、熊本県南部と北部、福岡県筑後地

方で行われている平板一型音調について報告している。宮崎県南部で行われている尻上が

り一型音調は、原則として文節の最後の音節に山が来る。体言、用言を問わず、全ての語

末の音節が一か所高く、他は低平であり、非常に明瞭であると記述している65。それに対し、

熊本県の南部と北部、福岡県の筑後地方では平版一型音調が行われていると報告している。 

熊本県南部の場合、１モーラ語は語が助詞よりやや高めに発音されるのが普通であり、２

モーラ語は１モーラ目がやや高めに発音される。しかし、助詞を付けて言い切る場合は２

モーラ目が１モーラ目と同じ高さで続き、末尾はやや弱く発音されて僅かに低いという。

３モーラ以上の語に関しては丁寧に発音すると、体言、用言を問わず、最後のモーラまで

平らに発音され、助詞が付けば助詞だけやや弱く、微妙に低くなる。但し、続ける気持が

残る時は助詞まで平らになるのが最も普通の相であると記述している。熊本県の北部の一

                                                   
64 撥音、長音、二重母音をはじめ、最後の音節で母音が脱落した「キ、ギ、ク、グ、チ、ヂ、ツ、ヅ、ト、 

ド、ヒ、ビ、フ、ブ、シ、ジ、ス、ズ、ニ、ヌ、ノ、ミ、ム、ユ、リ、ル、レ」を指す。 
65 日本語一型アクセントとして最も知られている都城方言の場合、柴田(1955)、金田一(1956)、柴田(1957)、 
上野(1977)、山口(1998)などによって音韻的解釈が行われている。 
柴田(1955)は平山氏の記述に基づき、この方言に見られる最後の音節の高にのぼりアクセント核がある 
と解釈している。通時的観点からアクセント体系を見ると、くだりアクセント核の持つ１つの型とのぼ 
りアクセント核を持つ１つの型が対立をなす頴娃方言のような体系から下りアクセント核が消えた体系 
であると捉えている。それに対し、金田一(1956)は当該方言には音の高低による対立がないため、最後 
の音節の高を音韻的に無意味なものと捉えた上で、文節の最後の音節にタキがあると解釈している。タ 
キは連文節の時にその性能が発揮されるという。一方、柴田(1955)の解釈について最後の音節の高に１ 
つの文節をまとめる働きがあることを認めた結果によるものであると分析している。しかし、東京方言 
のタケ(竹)・タケガ(竹が)…の類に見られる最初のモーラの低も文節の始まりを示すため、アクセント 
の統合機能を優先した時、都城方言と同じく、東京方言にものぼりアクセント核を認めなければならな 
くなると柴田(1955)の解釈を批判している。金田一(1956)の批判に対し柴田(1957)は両者に統合機能に 
対する捉え方に相違があると指摘する。金田一(1956)は統合機能を文節の切れ目を示す働きであると捉 
え、柴田(1955)の解釈を分析し批判しているが、柴田(1957)は統合機能を音節をアクセント節にまとめ 
る働きであると捉え、文節の切れ目を示す働きとは全く別のものであると指摘している。東京方言の最 
初のモーラに見られる低については、「コノ｜タケガ｜オレタ」のような例外があるため、最初のモーラ 
の低が必ず文節の切れ目を示すとは限らないと批判している。一方、都城方言に見られる最後の高を音 
韻的に無意味なものと捉える金田一(1957)の見解に賛成している。しかし、最後の高には音節を統合し 
て一つの文節をまとめる働きが認められるため、アクセント契機を認めるべきであると主張している。 

 上野(1977)は最後の音節の高についてアクセント単位を指定しておけば、一般的規則で説明ができるも 
のであると述べ、弁別的特徴としての核とは本質的に異なるものと捉えている。山口(1998)は音韻論的 
な面において一型アクセントと無アクセント両者とも現れる音調は非弁別的であるため、両者を同じも 
のと捉えている。 
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型音調は、１モーラ語に助詞を付けて言い切る場合は切れ目のモーラがやや弱く、同時に

微妙に低い。しかし、自然談話では助詞のところまで平らかに続くのが普通である。２モ

ーラ語は全て２モーラ目がやや弱く同時にやや低いのが普通である。３モーラ語は２音節

目がわずかに高い傾向があり、助詞を付けて中止する時はその高まりが助詞まで及ぶのが

普通である。４モーラ語以上の場合は２モーラ目がやや高みを帯びる場合が多い。福岡県

の筑後地方を中心とした地域は熊本県の北部地方で行われている一型音調に属すると述べ

ている。しかし、平板一型音調に見られる高低の差は極めてわずかであり、二型音調など

の高低関係とは趣が違うという。一方、海岸地帯の一部に頭高一型が行われるが、尻上が

り一型音調ほど徹底してはいないと述べている。 

平山(1974)と平山(1975)は都城市郷安久方言の音調的特徴について記述している。平山

(1975)を中心に見ると、この方言は統合一型アクセントとして、基本的アクセント節(アク

セント単位に相当)においてその末尾を高くする尾高一型であるという。当該方言は助動詞

「ヂャ」及び終助詞を伴う場合であるか否かによって異なるアクセントの型が現れる。助

動詞「ヂャ」及び終助詞を伴う場合を切れるアクセント節と呼び、伴わない場合を続くア

クセント節と呼んでいる。切れるアクセント節は[チ]ヂャ(血-だ)、[チ]カ(血-か)などの

ように助動詞「ヂャ」及び終助詞が低く現れる。一方、続くアクセント節はチ[ガ]…(血-

が…)、キ[ガ]…(木-が…)などのように全てその末尾が高く現れる。 

岩本(1982)は宮崎県都城方言と日向方言の音調的特徴について記述している。都城方言

については以下のように記述している。 

 

諸県方言の中心ともなる都城地方の方言は、そのアクセントが尾高一型であるとし 

て著名である。アクセントによって語義を弁別するということはないが、なんでも 

最後の一拍だけが高くなるという一つの型をもっている。言葉の長さは問わない。 

たとえば、ハナ(花・鼻)はナが高く、ヨメジョ(嫁)はジョが高く、ハナヨメ(花嫁) 

はメが高い。また、はねる音・つまる音が付く場合、たとえば、キモン(着物)はモ 

ンが高く、ジョグヮッ(正月)はグヮッが高くなる傾向がある。これはモン・グァッ 

の末尾のはねる音・つまる音が寸づまりのようになり、モン・グヮッでそれぞれ一 

単位をなし、そこにアクセントが置かれるからである。以上は北諸全般に通ずるこ 

とであるが、西諸の東部も同じである。ただ、尾高一型アクセントも近年次第に崩 

壊尾高一型がふえてきつつあるように感ぜられる。 

(岩本 1983:274-275) 

 

 一方、日向方言については以下のような記述がなされている。 

 

日向方言は、平板一型アクセントで、たとえば、宮崎市近郊のは大体次のようであ 

る。 
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○
――

○ ○○
――

○ ○○
――

○
――

○  ○○
――

○
――

○
――

○ 

 

右のように、二拍の場合だけ出だしの第一拍が高いような感じがする。一拍の語は

助詞をつけると二拍の語とほぼ同じになる。三拍以上は大体において始めと終りが

低めで、中間がやや膨らみ気味に高くなる。それは高くなると言ってもよいかどう

か甚だ微妙である。このようなあいまいな言い方しかできないところが言わば特徴

であるかもしれない。品詞には関係ないし、語でも文節でも変わりはない。話者に

は型の意識などは全然ない。調査の際、話者はいろいろに言うが、くりかえしゆっ

くり丁寧に言うと、大体平板な中膨らみのようなことになる。つまり落ち着いた発

音では目立った起伏のない平板一色の状態であるから、平板一型アクセントと言わ

れるのであろうが、むしろ「無アクセント」という方がより適切であると思う。 

 

(岩本 1983:275) 

 

秋山(1983)では熊本県の一型アクセントについて北部平板一型と南部平板一型に分けて

次のように記述している。 

 

北部平板一型  

一拍語 ○ 

二拍語 ●○・○● (文中では○●) 

三拍語 ○●○・○●● (文中では○●●) 

 

南部平板一型 (琉球郡東部分布) 

一拍語 ●(または○・○) 

二拍語 ●○・●● 

三拍語 ●●○・●●● 

 

●もも「ゆるゆると膨らむ」といった程度で基本としての平板性をそこなうもの

ではない。あらゆる語がこの一型によって表現され、同音異義語をアクセントの

型で区別することはない。北部の一型の鹿本郡鹿北町陣内を昭和三九年調査した

二拍語名詞では、○○の傾向がみられる(平板化の強化)とともに、曖昧化の現象

が目立った。また上益城郡矢部町目丸は、平山輝男調査で北部平板とされている

が、昭和三九年調査では●○は確かであるが、○●は基本的には確かであるもの

の、○○・○●などの動揺も目立った。 

(秋山 1983:221-222) 
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古瀬(1983)は長崎県五島の玉之浦町方言と三井楽町丘郷方言は型知覚を持つ統合一型ア

クセントであり、全ての場合において最後のモーラを高く発音する尾高一型であり、それ

に対し、福江市をはじめとする五島の大部分の地域は型知覚を持たない崩壊一型アクセン

トであり、終わりから２モーラ目を高くする平板一型であると報告している。 

玉之浦町方言と三井楽町丘郷方言は語類やモーラ数を問わず、ame
――

 (飴・雨)、hana
――

 (鼻・

花)、atama
――

 (頭)、hadaka
――

 (裸)、asaga o
――

(朝顔)などのように末尾モーラを高くする。助詞

が付いても同様である。尚、kaŋ
―――

(勘・寒・燗)、kaT
―――

(柿・牡蠣)、kimoŋ
―――

(着物)、kɯsɯT
―――

(薬)

などのように末尾モーラが撥音と促音である場合は直前のモーラとほぼ同じ高さで発音さ

れる。この特徴は動詞と形容詞にも同じく見られ、活用の種類や活用形のいかんを問わず、

末尾を高くするという。それに対し、福江市をはじめとする五島の大部分の地域の場合、ha
――

na(鼻・花)、ina
――

ka (田舎)、asaga
――

o(朝顔)などのように終わりから２モーラ目が高く発音

される。これは助詞が付いた場合でも同じである。動詞と形容詞の場合も同様である。但

し、動詞の場合は地域によって例外が認められるという。 

木部(2009)は明確な分類基準については述べていないものの、一型アクセントと無アク

セントを分類する立場から諏訪之瀬島方言は一型アクセントと捉え、悪石島・小宝島・宝

島方言については無アクセントと捉えている。諏訪之瀬島方言の場合、語単独では１モー

ラ目は低く現れ、２モーラ目から高く続くが、助詞が付くと助詞は低く現れるという。一

方、悪石島・小宝島・宝島方言は単語によって決まった音調型がないため、同じ単語でも

発話するたびに音調型が変わるという。聴覚的印象は高低の差が小さく、なだらかな感じ

がすると記述している。 

佐藤(2013)は宮崎県小林方言における文節と疑問詞とフォーカスを含む文にみられるそ

れぞれのピッチパターンについて記述した上で、それを派生する音韻規則を立てている。

当該方言は文節において最後の音節に高いピッチが生じる。複合語の場合も意味や構造に

よる制約は反映されず、複合語の最後の音節のだけに高いピッチが生じる。これらのピッ

チパターンは韻律語形成規則66と H トーン連結規則67によって派生されると分析している。

しかし、～ケ(～か)、～ヨ(～よ)、～ナ(禁止の～な)、～ド(～ぞ)などいった終助詞やコ

ピュラが後続する場合には終助詞やコピュラの直前の音節に高いピッチが生じる。名詞に

コピュラが後続した時にコピュラに高いピッチが生じない現象についてはコピュラがフォ

ーカスでないため、一旦連結された H トーンが削除されたからであると分析している。 

 一方、フォーカスと疑問詞を含む文のピッチパターンについては、１つの疑問詞を含む

文の場合は疑問詞まで(疑問詞を含む)それぞれの韻律語にピッチの上昇が生じ、疑問詞よ

り後ろにはピッチの上昇は生じず、ピッチのなだらかな下降が生じるという。ピッチの上

昇が生じない現象は疑問のスコープと関連しており、疑問のスコープが文全体である直接

疑問文では文末までピッチの上昇が生じないのに対し、疑問のスコープが埋め込み節であ

                                                   
66 韻律語：{左;語彙語}(=語彙語の左境界と韻律語の左境界をそろえよという規則である。 
67 H トーンを韻律語の右境界に隣接する音節に連結せよという規則である。 
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る間接疑問文では埋め込み節末まで生じない。疑問詞を二つ含む文のピッチパターンの場

合、二つの疑問詞が同一節内にある文なのか、異なる節にある文なのかによって異なる。

前者はどちらの疑問詞にもピッチの上昇が生じる。それに対し、後者は主節の疑問詞が埋

め込み節の疑問詞に先行する場合は埋め込み節にある疑問詞にはピッチの上昇が生じない

が、埋め込み節の疑問詞が主節の疑問詞に先行する場合はどちらの疑問詞にもピッチの上

昇が生じるという。疑問詞とフォーカスを含む文のピッチパターンは Minor Phrase68 形成

規則69と H トーン削除規則70によって派生されると分析している。尚、疑問詞を２つ含む文

における Minor Phrase の形成には同一指標を持つ疑問詞は一つの Minor Phrase に含まれ

てはならないという制約が働くと仮定している。 

 

5.1.2. 四国地方の一型アクセントに関する記述 

 平山(1940b)、平山(1957)、吉田(1982)などで四国地方の一型アクセントに関する記述が

見られる。 

平山(1940b)と平山(1957)で愛媛県の喜多郡内子町方言と同じ喜多郡の大和村方言にお

ける音調的特徴に関する記述が見られる。平山(1957)71を中心に述べていくと、愛媛県の喜

多郡内子町方言の音調的特徴に関しては、品詞を問わず、一語一語区切って発音する場合、

２モーラ語ではア
――

メ(雨・飴)、ハ
――

シ(橋・箸)、マ
――

ク(膜・巻く・蒔く)、フ
――

ル(降る・振る)

などのように、１モーラ目をやや高くする。ア
――

メ(雨・飴)とハ
――

シ(橋・箸)に助詞が付いた

文節が連文節かつ第１文節に置かれた場合はアメガ
――――

、ハシガ
――――

などのように殆どが平板にな

る。しかし、息をとめて発音すれば、アメ
――

ガ、ハシ
――

ガとも発音するという。３モーラ以上

の語でも同じ特徴が見られる。３モーラ語ではサク
――

ラ(桜)、オト
――

コ(男)、ココ
――

ロ(心)、アタ
――

ル(当たる)、シロ
――

イ(白い)などのように、無造作な発音では２モーラ目がわずかに高めで

ある。サク
――

ラ(桜)、オト
――

コ(男)、ココ
――

ロ(心)に助詞が付いた文節が連文節かつ第１文節に

置かれた場合はサク
――

ラガ
――――

(桜が)、オト
――

コガ
――――

(男が)、ココ
――

ロガ
――――

(心が)などのように２モーラ

目以下をやや高め、平板型に似た相で現れる。しかし、文節単独の発音では中高型に似た

相で現れるのが普通である。４モーラ語も３モーラ語と同じである。クチビ
――――

ル(唇)、オトー
――――

ト(弟)、ハタラ
――――

ク(働く)、アブナ
――――

イ(危ない)などのような中高型に似た相で現れるのが最

も自然な発音である。但し、２モーラ目が独立性に乏しいものはセンセ
――――――

イ、アイサ
――――――

ツのよ

うに、３モーラ目まで同じ高さで現れ、最後のモーラだけがわずかに低い。これらに助詞

が付いた文節が連文節かつ第１文節に置かれた場合はクチビルガ
――――――――

、オトートガ
――――――――

、センセイガ
――――――――――

、

アイサツガ
――――――――――

などのように、２モーラ目以下(２モーラ目が独立性に乏しければ、１モーラ目

以下)をやや高まるという。しかし、これらを一語のように発音するときは中高型に似た相

                                                   
68 最大一つの H トーンが実現する範囲であり、韻律語よりも大きな韻律範疇を指す。 
69 [+wh]や[+foc]を持つ要素から、それを束縛する補文標識までで、一つの Minor Phrase を形成せよとい
う規則である。 

70 Minor Phrase 内で、初頭の H トーン以外の H トーンをすべて削除せよという規則である。 
71 四国方言において愛媛県の西南部寄りの地方、即ち、伊予・上浮穴両郡の約半分と、その西南に続く喜 
多郡と、東宇和・北宇和両郡の東北部に一型アクセントが見られると記述している。 
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で現れる。但し、２モーラ目が独立性に乏しいものであれば、１モーラ目から高く現れる

のが普通である。このような相は当該方言で最も自然な発音であるが、これは固定したも

のではなく、話調や強調にかなり引きずられて変化すると記述している。 

一方、同じ喜多郡の大和村方言の音調的特徴については、ア
――

メ(飴・雨)、ハ
――

ナ(花・鼻)、

ア
――

タマ(頭)、ハ
――

レル(腫れる)、ウ
――

レシー(嬉しい)などのように、４モーラぐらいまでは助

詞が付かない場合では１モーラ目が高く現れる傾向がかなり固定しており、頭高型として

の型知覚があり、音調基(文節をまとめる力)を持っているという。助詞が後接してもア
――

メ

ガ、ハ
――

ナガなどのように３モーラぐらいまでは１モーラ目の山の位置がかわらないのが普

通である。しかし、助詞が付いた３モーラ以上の文節では平板的に発音される傾向がある

と記述している。 

吉田(1982)は高知県高岡郡檮原町と幡多郡北部の十和村や西土佐村では以下のような音

調的特徴が見られると記述している。 

 

愛媛県と県境を接している、高知県高岡郡檮原町および幡多郡北部の十和村や西土

佐村はいわゆる、「無型アクセント」地域とみられる。たとえば檮原町四万川では、

単語読みの語アクセント調査によれば、一音節名詞は各類を通じて●の音相が多

く、二音節名詞も各類を通じて●○の出現率が高い。また、三音節名詞は、平板

型・頭高型・中高型・尾高型など、さまざまに実現されるが、各語類別の弁別性は、

ほとんど認められないと言ってよい。また、飴/雨、橋/箸、振る/降る、巻く/蒔く、

厚い/暑い、などの同音異義語の、アクセントによる区別もあいまいである。要する

にこれらの地域は、アクセントの型の区別がない方言である。 

(吉田 1982:436-437) 

 

5.1.3. 中部地方の一型アクセントに関する記述 

平山(1953)と寺田(1957)などで中部地方の一型アクセントに関する記述が見られる。 

平山(1953)は今立郡鯖江町上深江、片上村 吉谷・別所・乙坂今北、福井市花堂・開発町・

新保町、吉田郡松岡町、志比谷村志比、下志比村谷口、淨法寺村淨法寺・村殿、森田町、

中藤島村高木、武生市下中津原町・旭町、丹生郡白山村勝蓮花、安養寺・蒲生谷、朝日町

朝日・西田中、足羽郡社村江守中、坂井郡鳴鹿を一型アクセント地域であると述べ、これ

らの方言は「すべて『鼻・花、橋・箸、飴・雨』などをはじめ、動詞・形容詞その他あら

ゆる語を音調の型によって区別することはなく、いちように平板一型の○
――

○
――

、○
――

○
――

○
――

型が

行われている」(平山 1953:4)と記述している。  

寺田(1957)は静岡県の大井川上流、井川村から南にかけて西岸は旧上川根村千頭、崎平・

中川根村藤川、水川まで、東岸は大川村・東川根村小長井、小猿郷・徳山村堀之内、田野

口、一丁河内・旧笹間村二俣、栗原まで一型アクセントが分布していると報告している。

そして、旧笹間村二俣と栗原の音調的特徴を例で取り上げている。三種類の調査方法によ
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る調査を行っている中で、まず、聞いて調べる調査法では、例えば、カタ(肩)の場合、カ

タと発音する被調査者もいれば、カタと発音する被調査者もいるが、異なる音調型で発音

しても平気であるという。次に、調査表による読ませて調べる調査では、秋・朝・雨・坂・

糸などをアキ・アサ・アメ・イタ・イトと発音しても本人を含め、他の被調査者は平気で

あり、変だと思わない。最後に、聞かせて調べる調査では、例えば、ハシなどの意味を聞

いても前後の関係なしでは意味が分からないという。一方、自由な会話では尻上がりイン

トネーションが観察され、一型アクセント以外の土地の話者はこれをギラと呼ぶという。 

 

5.1.4. 関東地方の一型アクセントに関する記述 

金田一(1948)、金田一(1977)、尾崎(1984)、森下(1984)、早野(2006)などで関東地方の

一型アクセントに関する記述が見られる。 

金田一(1948)は茨城県水戸方言を同じモーラ数の同じ語は全て同じアクセントで発音さ

れる典型的な一型アクセントを持つ方言であると捉えた上で、２モーラ語の雨を代表例と

して取り上げてどのような型に属するかについて東京方言と比較しつつ考察を行っている。

水戸の人は窓の外に降る水は？という質問に対し、ア
――

メあるいはアメ
――

で発音するが、ア
――

メ

という下降型で現れるのが普通であるという。東京方言において雨は臨時的な感情や意志

を込めて言ってもアからメへの下降は決して失われないため、雨という語の持つアクセン

トがそのまま現れるといえる。それに対し、水戸方言においての雨は臨時的な感情や状況

によってア
――

メと発音される場合もあれば、アメ
――

と発音される場合もある。これは水戸方言

で窓から降る水は？という質問に対してア
――

メと発音される場合は語の意義の他に断定の意

味も含まれていることを意味し、断定を現わすイントネーションは下降調で現れる。その

ため、雨のアクセントは全平型であると解釈している。雨を含む全ての２モーラ語は平板

型に属する。３モーラ語と４モーラ語の場合にも２モーラ語と同様、全て平板型に属する

と捉えている。 

 金田一(1977)は茨城県、栃木県、千葉県における一型アクセントについて報告している72。

                                                   
72 調査地域の詳細は以下の通りである。尚、被調査者の一型アクセント的特徴の度合いについて A、B、C、

Dに分類している。 

A は被調査者が完全に一型アクセント特徴を持ち、同市町村内も全て同じアクセントと考えられる。 

茨城県－水戸市、取手町北相馬郡、布川町、守谷町、岩井町、猿島郡、境町、古河町、結城町結城郡、 

水海道町、谷田部郡筑波郡、下館町真壁郡、土浦郡新治郡、石岡町、龍ヶ崎町稲敷郡、江戸 

崎町、金江津村、十余島村、潮来町行方郡、大同町鹿島郡、鉾田町、旧助川町現日立市旧那 

賀郡。 

栃木県－宇都宮市、栃木市、間々田町下都郡、小山町、岩舟町、鹿沼町、上都賀郡、日光町、栗野町、 

真岡町芳賀郡。 

B は被調査者は全て Aと同様である。しかし、同市町村が全て同様であるかもしれない。少なくともそ 

れに近いと予想される。 

茨城県－日立市(旧市域)、高松村鹿島群。 千葉県－関宿町東葛飾郡、川間村、新島村香取郡。 

C は被調査者の大部分が一型アクセントである。ごく少数が一型アクセントに似て多少異なるアクセン 

トもある。 

  千葉県－野田郡東葛飾郡。 茨城県－鹿島町鹿島郡。 栃木県－足尾町上都賀郡。 

D は詳しい調査は行っていないが、Aと同様、一型アクセントであると思われる。 
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調査は言わせる調査と読ませる調査を行っている。言わせる調査においては「鼻」、「耳」、

「肩」などを指して発音してもらうと、大多数の市町村でハ
――

ナ、ハ
――

ナ、ミ
――

ミ、ミ
――

ミ、カ
――

タ、

カ
――

タのように下降的なアクセントで発音し、「雨」・「飴」や「箸」・「橋」などのような同音

異義語において全てア
――

メ、ハ
――

シで発音する。しかし、場合によってはハナ
――――

、ミミ
――――

のように

平板に発音される場合もあれば、ハナ
――

、ミミ
――

のように上昇的に発音される場合もあるとい

う。読ませる調査でも似た特徴が見られるという。そして、水戸三の丸尋高校の高一の女

性を対象に行った調査から得たデータを示している。２モーラ名詞の場合、単独形は全てソ
――

ラ(空)、ヤ
――

マ(山)、タ
――

ケ(竹)のように発音され、「ガ」が付いて他の文節が続くと、ソラガ
――――

、

ヤマガ
――――

、タケガ
――――

のように聞こえる場合とソラ
――

ガ、ヤマ
――

ガ、タケ
――

ガのように聞こえる場合が

あるという。前者は後接する文節と密接に結合する場合に多く現れ、後者は結合が緩い場

合に多く見られる。２モーラ動詞の場合は単独形では全てカ
――

ク(書く)、イ
――

ク(行く)のよう

に発音され、「モノ」のような語が来ると、カクモ
――――

ノまたはカク
――

モノ、オクモ
――――

ノまたはオク
――

モノのように発音される。３モーラ名詞においては単独形では全てイノ
――

チ(命)、ウサ
――

ギ(兎)

などのように発音され、「ダ」が後接すると、全てイノチ
――――

ダ、ウサギ
――――

ダなどのように発音さ

れる。「ガ」が伴って次に文節が続く場合はイノチガ
――――――

、ウサギガ
――――――

などのように発音される。

３モーラ動詞・形容詞も同様であるという。 

尾崎(1984)は一型アクセント方言に見られる下降に着目してこれをイントネーションで

はなく、核的下降と捉える立場から栃木県上三川町(上蒲生)方言を対象に語の長さ、語の

前後の環境73、語の音節構造と下降点との関係について考察を行っている。その上で、東京

方言と比較考察している。当該方言に見られる下降点は一般的に文の長さが長くなるにつ

れ、下降点の位置を移動させて文の中央寄りに持って来ようとする傾向が見られるという。

しかし、特定の音節構造を持つ場合においては環境が変わっても非常に安定した様相を呈

すると報告している74。 

森下(1984)は足利地方を除くほぼ県の全域が無アクセント地域であると述べ、これらの

地域について以下のように記述している。 

 

足利地方を除くほぼ県の全域が無アクセントである。正しくは足利市以外に佐野

市・安蘇郡の一部を除いた地域が無アクセントの地域である。その地域のアクセ

ントは、型の崩れたものであるから崩壊アクセントともいい、そこの人たちは、

同音異義語である「柿」と「牡蠣」、「橋」と「箸」、「切る」と「着る」等をアク

セントによって聞き分けることは不可能である。「柿」をカ
――

キ、カキ
――

、カキ
――――

などと

                                                                                                                                                     
  茨城県－佐貫町北相馬郡、宗道村結城郡、筑波町筑波郡、麻生町行方郡、宍戸町西茨城郡、小川町東 

      茨城郡、湊町那珂郡、関南村多賀郡。 

栃木県－壬生町河内郡、矢板町塩谷郡、藤檮原町、カラス山町那須郡、黒磯町。 
73 名詞を対象に ①単独の一語文、②後ろに「だ」を付けた文、③前に「この」を付けた文、④「この」と

「だ」の両方を付けた文の４つの環境のことを指す。 
74 5.3.2.2 節で詳しく取り上げるため、ここでは省略することにする。 
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発音したり、同様に、「橋」をハ
――

シ、ハシ
――

、ハシ
――――

、「切る」をキ
――

ル、キル
――

、キル
――――

の

ように発音したりする。つまり個々の語に決まったアクセントの型がないのであ

る。     

(森下 1984:62-63) 

 

早野(2006)では栃木県芳賀郡と茨城県玉造町の音調的特徴に関する記述が見られる。こ

れらの方言は服部(1954)の仙台方言と同様、ピッチパターンが発話全体のモーラ数によっ

て決まっていると報告している。発話文が全体で２モーラであれば、その構成が２モーラ

名詞単独であろうと、助詞のガが付いた１モーラ名詞であろうと１モーラ目は高く、２モ

ーラ目は低く現れる。発音全体が３モーラ以上であれば、１モーラ目と最後のモーラは低

く現れ、その間のモーラは全て高く現れるという。 

 

5.1.5．東北地方の一型アクセントに関する記述 

 服部(1931)、服部(1954)、服部(1973)、柴田(1955)、平山(1940c)、平山(1957)、渡辺(1973)

などで東北地方の一型アクセントに関する記述が見られる。 

服部(1931)、服部(1954)、服部(1973)では宮城県仙台方言に関する記述が見られる。服

部(1954)を中心に見れば、様々な環境から捉えたハナ(花、鼻)の音調型を代表例として取

り上げ、仙台方言の音調的特徴について以下のように記述している。 

 

たとえば、仙台方言では 

  

[ハ
――

ナ] (花、鼻以下同様) 

 [ハナ
――

ダ] 

 [コノハナ
――――――

ダ] 

 [コノハナガソー
――――――――――――

ダ] 

 

のようであって、「ハナ」(花、鼻)という単語に該当する部分の音調を見ると、全

く一定していないようで、発話の全体の調子が非常に平板的である。これでは「ア

クセントが無い」といってもよいような状態である。 

(服部1954:267) 

 

平山(1940c)と平山(1957)は米沢方言の音調的特徴について取り上げている。平山(1957)

を中心に述べていくと、１モーラ語に１モーラの助詞が付く文節はツカ
――

゜(血が)、ヒカ
――

゜

(気・木が)などのように、無造作な発音ではほぼ平板に近い相で現れるのが普通である。

しかし、東京語や奥羽方言の東京式などのようなはっきりとした高低の差ではなく、柔ら

かみのある膨らみを帯びる感じであるという。 
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２モーラ語ではア
――

メ(飴・雨)、キ
――

グ(菊・聞く・効く)、マ
――

グ(幕・膜・巻く・蒔く)など

のように２モーラ目がやや弱くかつやや低くなるのが普通であるという。しかし、例えば、

アメカ
――――

゜フル、アメカ
――――

゜
―――

フ
――

ル、アメカ
――――

゜
――

フル
――――

(雨が降る)などのように連文節からなる場合

のアメガの音調型を見ると、アメカ
――――

゜のように平板的であるが、この文節だけを区切って

発音させれば、アメ
――

カ゜で現れるという。 

３モーラ語ではアガ
――

エ(赤い)、ウサ
――

キ゜(兎)、ハレ
――

ル(腫れる・晴れる)などのように２

モーラ目に膨らみがあるのが普通である。但し、グン
――――

キ(軍旗)、チュー
――――――

キ゜(忠義)のよう

に２モーラ目が独立性に乏しいものは中中下ともいうべき相になるのが普通である。一方、

これらに他の助詞あるいは他の語を続けると、アガエ
――――

ハナ、アガエハ
――――――

ナ、アガエハナ
――――――――

など

のように平板的になる。１モーラの助詞を付けた文節をそれだけで言い切れば、アダマ
――――

カ゜

(頭が)、アワシェ
――――――

オ(袷を)、ウサキ
――――

゜モ(兎も)などのように下中中下で発音するのが最も

自然な相であるという。このような相はヨミガ
――――

ダ(読み方)、ハダラ
――――

グ(働く)などのように

言い切る場合の４モーラ語にもそのまま現れる。５モーラ以上の語あるいは文節でもその

原則は認められ、２モーラ目以下最後から２番目までのモーラに膨らみを持つ相が最もよ

く現れるという。 

柴田(1955)は福島県白河市方言の音調的特徴について丁寧にすればするほど平板的な調

子になると記述している。例えば、同じ２モーラの場合、１モーラ目は高く、２モーラ目

は低い高低の音調で発音され場合もあれば、反対に１モーラ目は低く、２モーラ目は高い

低高の音調で発音される場合もあえる。しかし、その高と低の差はごくわずかであると記

述している。 

渡辺(1973)は福島県耶麻郡西会津町野沢方言の音調的特徴について以下のように記述し

ている。 

  

第１拍名詞第１類の「柄」及び第３類の「絵」において、アクセントの区別が

ない。たとえば、〔エオ
――

〕・〔エオモテ
――――――

〕・〔エオシッカリモッテ
――――――――――――――――

ーロ〕のように、基

本節及び派生節においても平らに発音される。また、「絵」においても、〔エカ
――

゜〕・

〔エカ
――

゜
――

ウマイ
――――――

〕・〔エカ
――

゜
――

ダイブウマインダナ
――――――――――――――――――

〕のようになる。 

また、第２類「日」と第３種類「火」の区別もない。〔ヒニアタル
――――――――

〕(日)、〔ヒ

ニアタル
――――――――

〕(火)で、音声的には〔○カ
――

゜〕・〔○
…

カ
――

゜〕・〔○
――

カ
――

゜〕のように観察さ

れる。むしろ、こうした高低の差が僅少で、その区別をすることが、きわめてむ

ずかしい。インフォーマントも「日」・「火」の区別はアクセント節においてまっ

たくない。アクセントの意識はないと報告している。 

 第２拍名詞のアクセントも音声的には第１拍名詞と同様で、〔○
…

○
――

カ
――

゜〕やや１

拍が第２拍に対して低い。時には〔○
――

○
――

カ
――

゜〕・〔○
――

○
――

カ゜〕となるなど、高低の

差はほとんど区別することができない。第２類の「橋」と第４類の「箸」及び第

３類の「雲」、第５類の「蜘蛛」のアクセントの区別はない。すべての語類におい
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て同じ調子である。 

  動詞は四段活用動詞第１類「売る・買う……」第２類の「編む・打つ……」な

ど〔ウ
――

ル〕・〔ウ
――

ッタ〕、〔ア
――

ム〕・〔ア
――

ンダ〕のように、終止形及び過去形において、

頭高に発音している。 

第３拍名詞は、〔○
――

○○カ゜〕と発音されるものと〔○○
…

○カ゜〕とやや２拍目

を高く発音する傾向がある。しかも、１語を２回発音すると１回目とはまた違っ

た発音をするなど、アクセントの型知覚はまったくない。したがって、〔○○
…

○

カ゜〕は東京語の中高型とは異なるものであるアクセント意識がないのであるか

ら、調査者が真似て発音しても、わからない。こうしたところから、いろいろな

音声的相を現わすのである。 

 第３拍動詞、一段活用動詞第１類〔ア
…

ケ
――

ル〕・〔アケ
――

タ
――

〕・〔カ
…

レ
――

ル〕・〔カ
――

レタ〕

のようになり、第２類においては、〔オキ
――

ル〕・〔オ
――

キタ〕と発音しているが、東京

語の中高型とは異なるものである。形容詞においては、「暑い」・「厚い」・「熱い」

は、動詞と同じように、頭高に発音したり、中高に発音したりするのが一般的で

ある。                          

(渡辺 1973:104-105) 

 

5.1.6. まとめ 

以上、日本語一型アクセントに関する先行研究を九州地方、四国地方、中部地方、関東

地方、東北地方の５つの地方に分けて概観してきた。先行研究で取り上げられた一型アク

セントの音調的特徴をまとめると、４種類に分類することができる。 

一つ目は最後の音節のみ高く現れる音調型であり、宮崎県都城方言などに見られる特徴

である。二つ目は語頭モーラのみが高く現れる音調型として、愛媛県喜多郡の大和村方言

で見られる。三つ目は終わりから２モーラ目のみ高く現れる音調型であり、長崎県五島の

福江市方言に見られる。四つ目は基本的に１モーラ目と最後のモーラは低く現れ、その間

のモーラは全て高く現れる音調型である。仙台方言などに見られる。しかし、これらの４

つの音調型が日本全国に幅広く見られるわけではない。一つ目から三つ目までの音調型は

限られた地域でしか見られない。それに対し、四つ目の音調型を有する一型アクセント方

言は日本全国に数多く存在するといえる。 

 

5.2. 日韓一型アクセントの言語地理学的分布 

 日韓両言語において一型アクセントがそれぞれどのような地理的分布を成しているかを

概観する。 
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5.2.1. 日本語の場合 

 図２は平山(1986)による日本語全国方言のアクセント分布図である。平山(1986)は一型

アクセントと無アクセントの相違を認める立場であるため、両者を分けて示している。但

し、平山(1986)は通時的観点から一型アクセントと無アクセントを捉えているため、それ

ぞれ統合一型のアクセントと崩壊アクセントという用語を用いている。一方、筆者は両者

の相違を認めない立場である。筆者の立場から捉えた場合、崩壊アクセント地域と統合一

型のアクセント地域は全て一型アクセント地域となる。  

図 2  日本語全国方言のアクセント分布図(平山 1986:42) 

 

図２を見れば分かるように、本州と九州にそれぞれ広域な一型アクセント地域が存在す
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ることが分かる。本州では福島県を中心に、南側に栃木県と茨城県、北側に山形県の一部

と宮城県の一部が一型アクセント地域を成している。一方、九州では宮崎県を中心に熊本

県の一部、福岡県の一部、佐賀県の一部が一型アクセント地域を成している。その他にも

福井県の一部、愛媛県の一部、八丈島など、日本全国に一型アクセント地域が点在してい

ることが分かる。 

  

5.2.2. 韓国語の場合 

 以下に福井(2013)による韓国語全国方言のアクセント分布図を示す。白色の地域が韓国

語一型アクセント地域である。尚、地域名の内、北道と南道に分かれた地域があるが、便

宜上、北道と南道は区別せずにまとめて呼ぶことにする。 

 

図 3  韓国語全国方言のアクセント分布図 (福井 2013:204) 
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図３を見れば、韓国語一型アクセントはソウルを含めたキョンギ(京畿)道を中心に、北

側はファンヘ(黄海)道とピョンアン(平安)道、南側はチュンチョン(忠清)道、東側はカン

ウォン(江原)道にわたってまとまった地理的分布を成していることが分かる。その他に、

チェジュ(済州)島も韓国語一型アクセント地域であることが分かる。但し、(曖昧)N 型ア

クセント地域となっているチョルラ(全羅)道の場合、特にチョルラ南道方言に属するナジ

ュ方言は筆者によって一型アクセントであることが明らかになったため、今後、チョルラ

道方言は更なる検討が必要であるといえる。 

 

5.3. 日韓一型アクセントの対照言語学的考察 

日韓一型アクセントを対象に考察を行う。5.3.1 節では音調型の数から対照考察を行い、

5.3.2 節では音韻構造と音調型の関係から対照考察する。5.3.3 節では言い切り形と接続形

の観点から対照考察を行う。5.4 節では 5.3.1 節から 5.3.3 節にかけて対照考察した内容を

まとめる。 

 

5.3.1. 音調型の数 

 4.1.2 節で既に取り上げて述べた通り、音韻的には同じ一型アクセントと解されても音声

的にそのまま１種類の音調型のみを有するとは限らない。音声的には１種類の音調型のみ

有する場合もあれば、対立を成していない複数の音調型を有する場合もあり得るといえる。 

 従って、音調型の数から日韓一型アクセントを捉えた場合、両言語にはどのようなタイ

プの一型アクセントが存在するかについて考察を行う。 

 

5.3.1.1. 日本語の場合 

 １種類の音調型のみを有する一型アクセントと複数の音調型を有する一型アクセントが

全て存在することが認められる。 

 １種類の音調型のみを有する一型アクセントとして、宮崎県都城市中郷安久方言(便宜上、

以降、都城方言と呼ぶ)と長崎県の福江市をはじめとする五島諸方言(以降、五島諸方言と

呼ぶ)があげられる。 

都城方言における音調的特徴を見てみると、品詞を問わず全ての場合において最後の音

節のみ高い音調型が現れる。以下の例(107)は平山(1951)に基づき、筆者が作成したもので

ある。 

 

(107) 都城方言における音調型及び語例  

１ ２ ３ ４ 

[チ] 

(血) 

ア[メ] 

 (雨、飴、甘い) 

 オト[コ] 

 (男) 

 ウチカ[タ] 

 (妻) 
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都城方言と同じ特徴を有する方言には宮崎県小林方言と同県高鍋町方言、長崎県五島の

玉之浦町方言と三井楽町丘郷方言が報告されている75。 

一方、長崎県五島諸方言は都城方言とは異なる１種類の音調型を有する。これらの方言

は後ろから２モーラ目のみが高い音調型の１種類の音調型が現れる。これは助詞が付いた

場合でも同じであるという。以下の例(108)は古瀬(1983)のデータに基づき、筆者が作成し

たものである。 

 

(108) 長崎県五島諸方言における音調型及び語例 

２モーラ ３モーラ ４モーラ 

[ha]na 

(鼻・花) 

i[na]ka 

(田舎) 

asa[ga]o 

(朝顔) 

 

それに対し、複数の音調型を有する一型アクセントとして、熊本県南部諸方言76と同県北

部諸方言77が挙げられる。 

熊本県南部諸方言の音調型と語例を以下の例(109)に示す。例(109)は筆者が平山(1951)

の記述とデータに基づき、作成したものである。 

 

(109) 熊本県南部諸方言における音調型及び語例 

 

 

 

 

 

熊本県南部諸方言の場合、丁寧に区切って発音すれば、最後のモーラがやや弱くかつ低

めに現れる。但し、談話での無造作な発音では１モーラ目と最後のモーラがやや弱くかつ

低めに現れる傾向も見られるという。例えば、２モーラ語のアカ(赤、垢)に助詞のガ(が)

を付けて助詞のところで区切って発音すれば、２モーラ目まで同じ高さで続き、最後のモ

ーラはやや弱くかつ低めに発音される。尚、２モーラ目が１モーラ目より高めに発音され

る場合もある。３モーラ以上の語であるクルマ(車)とコガタナ(小刀)の場合にも同じこと

が言える。これらの語に１モーラの助詞が後接すれば、助詞だけがやや弱くかつ微妙に低

くなると記述している。 

一方、同県北部諸方言の場合、言い切り形と接続形の相違が見られる。言い切り形の音

調型を見ると、３モーラ語までは同県南部諸方言と類似した特徴が見られる。以下に音調

                                                   
75 詳細については、小林方言は佐藤(2013)を、高鍋町方言は上野(1996)を、長崎県五島の玉之浦町方言と

三井楽町丘郷方言は古瀬(1983)をそれぞれ参照されたい。 
76 葦北郡の東部、鹿児島・宮崎両県に隣接する球磨郡の湯前、水上、多良木、免田、久米などである。 
77 熊本市、鹿本郡、菊池郡、阿蘇郡及び飽託郡のほぼ東北部・玉名郡の熊本寄りの地方などである。 

２ ３ ４ 

[ア]カ  

(赤、垢) 

[クル]マ～ 

ク[ル]マ 

(車) 

[コガタ]ナ～ 

コ[ガタ]ナ  

(小刀) 
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型と語例を示す。例(110)は平山(1951)のデータと記述に基づき、筆者が作成したものであ

る。 

 

(110) 熊本県北部諸方言における言い切り形の音調型及び語例 

 

 

 

 

 

１モーラ語にガ(が)やモ(も)などといった１モーラの助詞が付くと、助詞がやや弱くか

つ微妙に低く発音される。２モーラ語と３モーラ語にも同じ特徴が見られる。これらの語

に１モーラの助詞が後接すれば、２モーラ目がやや高まるのが普通であるという。 

同県南部諸方言と違いが見られるのは４モーラ以上の語である。２モーラ目と３モーラ

目がやや高いか、最後のモーラのみ弱まると同時に微妙に低く発音される場合もあれば、

１モーラ目と２モーラ目あるいは２モーラ目のみがやや高みを帯びる場合も見られる。し

かし、１モーラの助詞が後続すれば、３モーラ語と同じ特徴が見られるという。 

 

5.3.1.2. 韓国語の場合 

韓国語一型アクセントの場合も日本語の一型アクセントの場合と同様、１種類の音調型

のみを有する一型アクセントと複数の音調型を有する一型アクセントに分類できる。前者

はピョンアン道方言が該当し、後者はチョンヤン方言、ソウル方言、ナジュ方言、コソン

方言が該当する。 

チョンヤン方言に現れる音調型の数はAパターンとBパターンの２種類である。しかし、

複数の音調型が現れるのは強子音で始まる３音節の場合のみである。複数の音調型が現れ

る環境が非常に制限的であるといえる。 

 

(101)’チョンヤン方言の音調型 

 ２音節 ３音節 ４音節 

長母音    A 

 

B 

 

B 

 

弱子音・ 母音    A 

 

B 

 

B 

 

強子音 A B~A B 

 

ソウル方言に現れる音調型の数は A パターン、B パターン、C パターンの３種類である。

２音節以上では複数の音調型が現れるが、分節音ごとに見ていくと、全ての分節音におい

  １ ２ ３ ４ 

[ハ](ガ)。 

(歯、葉) 

[カ]サ。 

(傘、痒) 

ア[ブ]ラ。 

(油) 

ア[メ]ガタ～[アメ]ガタ～ 

ア[メガ]タ～[アメガ]タ。 

 (飴) 
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て複数の音調型が現れるわけではなく、分節音によって現れる音調型の数に相違が見られ

る。長母音の場合、２音節は A パターンで現れ、３音節以上では B パターンで現れる。音

節ごとに異なる１種類の音調型が現れるのである。強子音の場合、２音節では A パターン

と B パターンの２種類の音調型が現れるが、３音節以上では B パターンの１種類の音調型

しか現れない。弱子音・母音の場合は音節数を問わず、複数の音調型が現れる。２音節で

は A パターン、B パターン、C パターンの３種類の音調型が現れるが、３音節以上では B

パターンと C パターンの２種類の音調型が現れる。 

 

(102)’ソウル方言の音調型 

 ２音節 ３音節 ４音節 

長母音 A 

 

B 

 

B 

 

強子音 A~B 

 

B 

 

B 

 

弱子音・母音 A~B~C B~C B~C 

 

ナジュ方言に現れる音調型の数はソウル方言と同様、A パターン、B パターン、C パター

ンの３種類である。長母音は音節数を問わず、A パターンの１種類の音調型が現れる。強子

音である場合は音節数を問わず、A パターンと B パターンの２種類の音調型が現れる。弱

子音・母音の場合は２音節と３音節以上とで現れる音調型の数に相違が見られる。２音節

では A パターン、B パターン、C パターンの３種類の音調型が現れるのに対し、３音節以

上では B パターンと C パターンの２種類の音調型が現れる。 

 

(103)’ナジュ方言の音調型 

 ２音節 ３音節 ４音節 

長母音 

 

A 

 

A 

 

 A 

 

強子音 

 

A~B 

 

A~B 

 

A~B 

 

弱子音・母音 A~B~C B~C B~C 

 

コソン方言に現れる音調型の数は D①パターン①、D②パターン、E①パターン、E②パ

ターンの４種類である。長母音の場合は単位の長さを問わず D①パターンと E①パターン

の２種類の音調型が現れる。それに対し、短母音の場合は単位の長さによって現れる音調

型の数が異なる。２音節では D①パターン、D②パターン、E①パターンの３種類の音調型

が現れ、３音節以上では D①パターン、D②パターン、E①パターン、E②パターンの４種
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類の音調型が現れる。 

 

 (104)’コソン方言の音調型 

 ２音節 ３音節 ４音節 

長母音 

 

D①～E① D①～E① D①～E① 

短母音 D①～D②～E① D①～D②～E①～E② D①～D②～E①～E② 

 

5.3.1.3. まとめ 

 以上、音調型の数から日韓一型アクセントを考察したが、両者とも１種類の音調型のみ

を有する一型アクセントと複数の音調型を有する一型アクセントに分類できる。 

日本語の場合、１種類の音調型のみ有する一型アクセントとして宮崎県都城方言と長崎

県五島諸方言があげられる。それに対し、複数の音調型のみ有する一型アクセントとして

熊本県南部諸方言と同県北部諸方言があげられる。 

一方、韓国語の場合、１種類の音調型のみ有する一型アクセントとしてピョンアン道方

言があげられる。それに対し、複数の音調型を有する一型アクセントとして本論文で取り

上げている４つの方言があげられる。 

 

5.3.2. 音韻構造と音調型の関係 

日韓一型アクセントにおいて音韻構造が音調型の決定にどのように関与するかについて

考察を行う。尚、日本語の先行研究では音節という用語が用いられているが、実質的には

モーラを意味する。音調表記において ￣ は高い音調を、無印は低い音調を意味する。 

 

5.3.2.1. 分節音と音調型の関係 

分節音と音調型の関係から日韓両言語を分析すれば、日本語の場合は分節音が音調型の

決定に関与する方言は認められないため78、関与しない方言のみあるといえる。それに対し、

韓国語の場合は分節音が音調型の決定に関与しない方言と関与する方言両方が認められる。 

日本語の場合、分節音が音調型の決定に関与しない方言には都城方言をはじめ、宮城県

仙台方言、熊本県南部諸方言、同県北部諸方言、山形県米沢方言、愛媛県喜多郡内子町方

                                                   
78 尚、平山(1951)から分節音が音調型の決定に関与することが窺える方言に関する記述がみられる。平山 

(1951)では熊本県南部諸方言において「三音節以上で、特に母音の無声化(狭い母音特に『i、u』が無声 

子音に挟まれる場合・乃至『キ・ク・シ・ス・チ・ツ・リ・ル』などが語末に来る時一般に無声化又は 

脱落する)するものや、その他、独立性に乏しい音節(長音・撥音・促音など)がある時、第三音節目或い 

はそれ以下から低くなる傾向がある」(平山 1951:225)と述べている。音調型の決定に関与する条件の一 

つである母音の無声化の場合、母音の広狭と子音の種類といった分節音の条件によって起こる現象であ 

るため、分節音が音調型の決定に関与すると捉えられる。しかし、具体例が示されていないため、母音 

の無声化が起こった際にどのような音調型が実現され、母音の無声化が起こらない場合の音調型とどの 

ように異なるかその相違が比較できない。よって、ここでは当該方言を音調型の決定に分節音が関与す 

るものと認めない。 
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言、栃木県上三川町(上蒲生)方言などがある。 

一方、韓国語の場合、分節音が音調型の決定に関与しない方言には Fukui(2003)のピョ

ンアン道方言があげられる。ピョンアン道方言の場合、文末や休止直前に置かれた場合は

次末音節が高く現れると記述されている。それに対し、本論文で扱っている４つの方言は

全て分節音が音調型の決定に関与する。しかし、これらの方言に見られる全ての音調型が

分節音によってその出現が決定されるわけではない。これらの方言には共通して分節音の

影響を受けない音調型がある。２音節にみられる１音節目のみ高い音調型である。チョン

ヤン方言、ソウル方言、ナジュ方言の場合では A パターンに該当し、コソン方言の場合で

は E①パターンに該当する。２音節にみられる１音節目のみ高い音調型は分節音を問わず現

れる。これは必ず下降が生じるという言い切り形の特徴が最も反映された結果によるもの

であるため除外する必要がある。但し、ナジュ方言の長母音は単位の長さを問わず A パタ

ーンのみ現れるため、分節音によるものと解釈し、除外しない。一方、チョンヤン方言、

ソウル方言、ナジュ方言の場合は A パターン以外にも B パターンを除外する必要がある。

B パターンの現れ方を見れば、チョンヤン方言の場合は分節音を問わず３音節以上で現れ、

ソウル方言の場合は長母音の２音節を除けば、分節音を問わず全て現れる。ナジュ方言の

場合は短母音であれば、分節音を問わず全て現れる。そのため、これらの方言に見られる B

パターンは分節音の影響を受けないものと解釈できる。 

 チョンヤン方言、ソウル方言、ナジュ方言における分節音と音調型の関係を見れば、チ

ョンヤン方言の場合、強子音で始まる３音節である場合に限ってAパターンが現れるため、

強子音という分節音と３音節という単位の長さが重要な要素として関わる。ソウル方言の

場合は弱子音・母音が C パターンの出現の有無に関与する。 

 

(93)’ソウル方言の短母音における語頭子音の種類と音調型の関係 

 ２音節 ３音節 ４音節 

弱子音・母音 C C C 

 

ナジュ方言の場合、長母音、強子音、弱子音・母音が全て音調型の決定に関与する。長

母音は必ず A パターンで実現される。一方、短母音である場合、強子音は A パターンの出

現の有無を決定し、弱子音・母音は C パターンの出現の有無を決定する。 

  

(96)’ナジュ方言における語頭子音の種類と音調型の関係 

 ２音節 ３音節 ４音節 

長母音 

強子音 

A 

－ 

A 

A 

A 

A 

弱子音・母音 C C C 
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コソン方言の場合、長母音が語頭音節の高さの決定に関与するため、語頭音節が高く始

まる音調型しか現れない。 

 

(98)’コソン方言における長母音と音調型の関係 

 ２音節 ３音節 ４音節 

長母音 D①～E① D①～E① D①～E① 

 

5.3.2.2. 音節構造と音調型の関係 

日本語一型アクセントの場合は音調型の決定に音節構造が関わらない方言と関わる方言

に分類できる。それに対し、韓国語一型アクセントの場合は音節構造が音調型の決定に関

与しない方言しか存在しない。 

日本語の場合、音節構造が関与しない方言には都城方言と小林方言がある。これらの方

言は音節構造とは関係なく、基本的に文節の最後の音節が高く現れる。それに対し、音節

構造が音調型の決定に関与する方言には宮城県仙台方言、熊本県南部諸方言、同県北部諸

方言、山形県米沢方言、愛媛県喜多郡内子町方言、栃木県上三川町(上蒲生)方言がある。

これらの方言には音節構造が音調型の決定に関与することが窺える記述が見られる。 

服部(1931)によって記述されている仙台方言の場合、二字動詞の過去形において促音を

含まない場合はアイ
――

タ(開ける)、カイ
――

タ(書いた)、トン
――

ダ(飛んだ)、ノン
――

ダ(飲んだ)など

のように発音される79が、促音を含む場合はア
――

ッタ(有った)、ノ
――

ッタ(乗った)、カ
――

ッタ(買

った、飼った)などのように発音されるという。 

平山(1951)によって記述されている熊本県北部諸方言に関しては、「四音節以上の語を一

語一語区切って発音すると、アメ
――

ガタ(飴)、カマ
――

ボコ(蒲鉾)、クマ
――

モト(地名)、ナギ
――

ナタ(長

刀)、ヨミ
――

カタ(読方)などのように第二音節にやや高みを帯びる場合が多い(但し、『オー
――――

イ

タ・オーイ
――――――

タ〔地名〕」のように第二音節が独立性に乏しい場合は例外である)』(平山

1951:228-229)という80。 

平山(1957)によって記述がなされている山形県米沢方言と愛媛県喜多郡内子町方言の場

合、山形県米沢方言では３モーラ語においてアタ
――

マ(頭)、カラ
――

ス(カラス)、アガ
――

エ(赤い)、

ハレ
――

ル(腫れる、晴れる)などのように音声的に２モーラ目に膨らみのあるのが普通である

という。但し、グン
――――

キ(軍旗)、チュー
――――――

キ゜(忠義)などは２モーラ目が独立性に乏しいため、

                                                   
79 アメ

――

ダ(雨だ、飴だ)、クル
――

マ(車)、ウケ
――

ル(受ける)、アカ
――

イ(赤い)などのように全体のモーラ数が同じ 
であれば、品詞や構成要素を問わず、同じ音調型で現れる。 

80 同県南部諸方言でも音節構造が音調型の決定に関与することが窺える記述が見られる。 当該方言は「談 

話に現れる無造作な発音では第一音節と末尾の音節をやや弱く、そしてやや低めにする傾向が認められ 

る。〈中略〉三音節以上で、特に母音の無声化(狭い母音特に『i・u』が無声子音に挟まれる場合・乃至 

『キ・ク・シ・ス・チ・ツ・リ・ル』などが語末に来る時一般に無声化又は脱落する)するものや、その 

他、独立性に乏しい音節(長音・撥音・促音など)がある時、第三音節目或いはそれ以下から低くなる傾 

向がある」(平山 1951:225)と述べている。この記述から長音、撥音、促音が当該方言の音調型の決定に 

関与することが窺える。しかし、具体例が示されておらず、長音、撥音、促音が含まれた語の音調型が 

どのように実現されるか判断できないため、ここでは取り上げないことにする。 
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中中下とも言うべき相になるのが普通であるという。一方、愛媛県喜多郡内子町方言では

４モーラ語においてクチビ
――――

ル(唇)、オトー
――――

ト(弟)、ハタラ
――――

ク(働く)、アブナ
――――

イ(危ない)な

どのように２モーラ目と３モーラ目がわずか高めに現れるのが最も自然な発音であるが、

センセ
――――――

イ、アイサ
――――――

ツのように２モーラ目が独立性に乏しいものであれば、３モーラ目まで

同じ高さで続き、最後の音節だけがわずかに低いという。尚、記述はなされていないもの

の、３モーラの具体例81を見ると、アメガ(飴・雨)、ハシガ(橋・箸・端)の場合は２モーラ

目がわずかに高い音調型(アメ
――

ガ、ハシ
――

ガ)で表記されているのに対し、２モーラ目が二重

母音のイであるマイテ(巻く・蒔く)は１モーラ目と２モーラ目が同じ高さで３モーラ目が

わずかに低い音調型(マイ
――――

テ)で表記されている。そのため、３モーラも音節構造が音調型

の決定に関与することが窺える。 

尾崎(1984)82は栃木県上三川町(上蒲生)方言において以下の特定の音節構造を持つ場合

に環境が変わっても核的下降83が非常に安定した様相を呈すると報告している。但し、бは

任意のモーラを示し、・と【 】はモーラの境界と音節の境界をそれぞれ示す。□は前のモ

ーラと同じ母音、イ、撥音のいずれかを示す84。⏋は核的下降を示す。 

 

２モーラ： 【CV・□】 → б⏋б              

３モーラ： 【CV・□】・【CV】 
}→ б⏋бб 

 【CV・□・□】  

 【CV】・【CV・□】 → бб⏋б 

４モーラ： 【CV】・【CV・□】・【CV】 
}→ бб⏋бб 

 【CV】・【CV・□・□】   

 

断片的な記述と限られたデータであるものの、上記の先行研究をまとめてみると、３つ

の観点から日本語一型アクセントにおける音節構造と音調型の関係について分析すること

ができる。 

まず、音節量の観点から捉えた場合、先行研究で取り上げられた全ての方言は共通して

重音節である場合に限って音調型の決定に関与する85。重音節をなす要素は長音(ー)、撥音

(ン)、促音(ッ)、二重母音のイである。尚、音調型の決定に関与する要素は方言差がみら

                                                   
81 連文節からなる場合において息を止める際の第１文節の音調型である。 
82 一型アクセント方言に見られる下降に着目してこれをイントネーションではなく、核的下降と捉える立 

場から語の長さ、語の前後の環境、語の音韻的構造と下降点との関係、下降点における東京方言との関 

係について考察を行ったものである。 
83 一型アクセント方言に見られる下降をイントネーションではなく、核的下降と捉えている。 
84 本論文と同じ記号が原文で用いられているため、全て書き換えた。 
85 このような現象は一型アクセントのみならず、多型アクセントの東京方言でも見られる。東京方言では

原則として語頭モーラは低く現れる。しかし、特殊モーラを含む重音節の場合には異なる振る舞いを見

せる。トーキョー(東京)やシンジュク(新宿)のように語頭が長音(ー)と撥音(ン)を含む重音節の場合は

語頭モーラが高く現れる。それに対し、ガッカイ(学会)のように促音を含む重音節の場合は２モーラ目

まで低く現れる。 
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れる。 

 

 (111) 日本語一型アクセントにおける重音節を成す要素 

      a. 仙台方言         － 促音(ッ) 

      b. 熊本県北部諸方言     － 長音(ー) 

      c. 米沢方言         － 長音(ー)、撥音(ン) 

      d. 喜多郡内子町方言     － 撥音(ン)、二重母音のイ 

      e. 上三川町(上蒲生)方言 － 長音(ー)、撥音(ン)、二重母音のイ  

 

長音(ー)と撥音(ン)の場合は仙台方言と喜多郡内子町方言以外の方言において音調型の

決定に関与することが分かる。それに対し、促音(ッ)と二重母音のイの場合は一部の方言

において音調型の決定に関与することがわかる。このことから同じ重音節であるとしても

長音(ー)と撥音(ン)の場合が音調型の決定において強く関与するといえる。 

次に、重音節の位置の観点から捉えた場合、服部(1931)の仙台方言、平山(1951)の熊本

県北部諸方言、平山(1957)の米沢方言と喜多郡内子町方言を見ると、１・２モーラ目が重

音節をなす場合に共通して音調型の決定に関与する。一方、尾崎(1984)の栃木県上三川町

(上蒲生)方言がモーラ数によって相違が見られ、２モーラは１・２モーラ目が重音節をな

す場合に関与し、３モーラは１・２・３モーラ目が１音節をなす場合と２・３モーラ目が

１音節をなす場合に関与する。そして４モーラは２・３モーラ目が１音節をなす場合と２・

３・４モーラ目が１音節をなす場合に関与する。栃木県上三川町(上蒲生)方言で３モーラ

において２・３モーラ目が１音節をなす場合と、４モーラにおいて２・３モーラ目と２・

３・４モーラ目がそれぞれ１音節をなす場合を除けば、多くの方言において１モーラ目と

２モーラ目が１音節をなす場合(方言によっては３モーラ目までを含む)に音調型の決定に

強く関与する傾向が見られるといえる。 

最後に、全体のモーラ数と音節構造の関係から捉えた場合、音節構造が音調型の決定に

関与する際に全体のモーラ数が関わることが先行研究から窺える。服部(1931)の仙台方言

は３モーラである場合に音節構造が関わっており、平山(1951)の熊本県北部諸方言は４モ

ーラ以上の場合に関与する。そして、平山(1957)の米沢方言と喜多郡内子町方言は３モー

ラ以上で関与し、尾崎(1984)の栃木県上三川町(上蒲生)方言は２モーラ以上で関与する。

この点から全体のモーラ数が３モーラ以上である場合に音節構造が音調型の決定に関与し

やすいことが窺える。 

 それに対し、韓国語の場合、既に述べた通り、音節構造が音調型の決定に関与する一型

アクセントは存在しない。本論文で取り上げられた４つの方言を見ていくと、チョンヤン

方言の場合、３音節の場合を除くと、音節ごとに１種類の音調型しかないため、音節構造

が音調型の決定に関与することは認めがたい。３音節の場合でも分節音によって特定の音

調型の実現が予測できる。一方、ソウル方言、ナジュ方言、コソン方言の場合、２音節以
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上で複数の音調型が現れるが、これらの音調型の出現と制限に決定的に関与するのは分節

音である。音調型が決まる際に音節構造によって予測可能な部分は全くない。そのため、

音節構造は音調型の決定に全く関与しないと捉えられる。 

 

5.3.2.3. まとめ 

日韓一型アクセントにおける音韻構造と音調型の関係について考察を行った。音韻構造

はさらに分節音と音節構造に分けて分析できる。 

分節音と音調型の関係に関しては、日本語の場合は分節音が音調型の決定に関与しない

方言のみ認められる。それに対し、韓国語の場合は分節音が音調型の決定に関与する方言

としない方言に分類できる。関与する場合、音調型の決定に関与する分節音に相違は見ら

れるが、長母音、強子音、弱子音・母音が関与する。 

音節構造と音調型の関係に関しては、日本語の場合は音節構造が音調型の決定に関与す

る方言としない方言に分類できる。関与する場合、方言差は見られるものの、長音(ー)、

撥音(ン)、促音(ッ)、二重母音のイが含まれた重音節が音調型の決定に関与する。それに

対し、韓国語の場合は音節構造が音調型の決定に関与しない方言しか存在しない。 

日韓一型アクセントは音韻構造が音調型の決定に関与する点には共通しているが、日本

語の場合は音節構造が強く関与することが認められるのに対し、韓国語の場合は分節音が

強く関与することが認められるといえる。 

 

5.3.3. 言い切り形と接続形の相違  

言い切り形と接続形の相違から日韓一型アクセントを対照させて考察すると、日本語の

場合、言い切り形と接続形の相違が見られない方言と見られる方言に分類できる。韓国語

の場合も先行研究から言い切り形と接続形の相違が見られない方言と見られる方言に分類

できる。但し、言い切り形と接続形の相違が見られない方言の詳細な記述と具体例は示さ

れていない。 

 

5.3.3.1. 日本語の場合 

 言い切り形と接続形の相違が見られない方言と見られる方言に分類できる。前者は都城

方言が代表例で挙げられ、後者は熊本県北部諸方言が代表例としてあげられる。 

都城方言の場合、言い切り形と接続形の相違が見られない。そのため、句末なのか非句

末なのかといった環境は当該方言では音調型の決定に重要な条件ではない。当該方言はど

のような環境でも文節や句は最後の音節のみ高く現れる。以下の例(112)を見れば、言い切

り形と接続形の相違の相違が見られないことが分かる。データは平山(1951)を用いる。 

 

(112) a. カッ[ガ] | ナッ[タ]  (柿が｜なった) 

b. モミッ[ガ] | チッ[タ] (紅葉が｜散った) 
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c. トィ[ガ] | ツ[ダ]   (鳥が｜飛んだ) 

d. ハヒ[ガ] | ナガレ[タ] (橋 ｜箸が｜流れた。) 

 

上記の例(112)は名詞＋助詞＋動詞からなる構造である。仮に当該方言において言い切り

形と接続形の相違が見られるとすれば、非句末である名詞は句末である動詞とは異なる音

調型で現れるはずであるが、名詞も動詞と同じ音調型で現れる。そのため、都城方言は言

い切り形と接続形の相違を持たないと解釈できる。 

 それに対し、言い切り形と接続形の相違が見られる方言の代表例として熊本県北部諸方

言があげられる。この方言における言い切り形の音調型は(110)に示されているが、改めて

１～４モーラの音調型を見れば、２モーラでは１モーラ目のみ高い音調型、３モーラ以上

は１モーラ目と最後のモーラは低く、その間のモーラは高い音調型で現れる。音調的下降

の有無から見ると、次末モーラと最後のモーラの間に下降が生じることが分かる。以下に

は１～２モーラ名詞に１モーラの助詞が付いた場合である。データは平山(1951)を用いる。 

 

(113) １モーラ名詞の場合 

a. [ハ]ノ (歯、葉)    [ハ]モ   [ハ]バ    [ハ]ニ 

b. [ヒ]ノ (火、日)    [ヒ]モ   [ヒ]バ    [ヒ]ニ 

 

(114) ２モーラ名詞の場合 

       a. [カ]サ (傘、痒)  カ[サ]ン   カ[サ]モ   カ[サ]バ 

b. [ハ]ナ (花、鼻)  ハ[ナ]ン   ハ[ナ]モ   ハ[ナ]バ 

 

(115) ３モーラ名詞の場合 

a. ア[ブ]ラ (油)  ア[ブラ]ン   ア[ブラ]モ  

b. タ[マ]ゴ (卵)   タ[マゴ]ン   タ[マゴ]モ 

 

しかし、上記の名詞が連文節かつ第１文節に置かれた場合を見ると、上記の音調型では

なく、異なる音調型で現れる。以下に例を示す。 

 

(116) a. [ハモ]｜イタカ。    (歯も痛い)      

     b. [ヒノ]｜デタ。     (日が出た)  

c. カ[サン]｜ヤブレタ。  (傘が破れた) 

   d. ア[ブラモ]｜アル。   (油もある) 

 f. タ[マゴバ]｜コータ。 (卵を買った) 

 

名詞を含む第１文節の音調型のみを見れば、２モーラは全て高い音調で現れ、３モーラ
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の場合は２モーラ目から最後のモーラまで高く続くことがわかる。音調的下降の有無から

捉えると、言い切り形に見られる下降が現れなくなっていることが分かる。文全体の音調

型を見ると、名詞を含む文節は１モーラ目あるいは２モーラ目から最後のモーラまで高く

現れ、用言からなる文節は全てのモーラが低く現れることが分かる。尚、用言からなる文

節の音調型は言い切り形の音調型で現れていないため、言い切り形の典型的な音調型では

ないが、二つの文節からなる場合は、最後の文節は言い切り形の異形態として全ての音調

が低く現れると解釈できる。一方、例(117)a～cの場合、文全体が１つのアクセント単位を

成し、文全体が言い切り形として現れると捉えられる場合である。 

 

(117) a. [ハモイタ]カ。(歯も痛い) 

b. [ヒノデ]タ。 (日が出た) 

c. カ[サンヤブレ]タ。(傘が破れた) 

 

 具体例は示されていないものの、熊本県北部諸方言以外にも、米沢方言、愛媛県喜多郡

内子町方言、茨城県水戸方言も言い切り形と接続形の相違が見られる方言として解釈でき

る。 

平山(1957)による米沢方言の場合、１モーラ語に１モーラの助詞が付く文節が連文節か

つ第１文節に置かれた場合、ツカ
――

゜(血が)、ヒカ
――

゜(気・木が)のように発音される。２モ

ーラ語はア
――

メ(飴・雨)、キ
――

グ(菊・聞く・効く)、マ
――

グ(幕・膜・巻く・蒔く)のように発音

される。しかし、例えば、アメカ
――――

゜フル、アメカ
――――

゜
―――

フ
――

ル、アメカ
――――

゜
――

フル
――――

(雨が降る)のよう

に連文節からなる場合にアメガの音調型を見ると、アメカ
――――

゜のように発音される。しかし、

この文節だけを区切って発音させれば、アメ
――

カ゜で現れるという。３モーラ語はアガ
――

エ(赤

い)、ウサ
――

キ゜(兎)、ハレ
――

ル(腫れる・晴れる)などのように発音されるが、アガ
――

エ(赤い)の

場合、他の語を続けると、アガエ
――――

ハナ、アガエハ
――――――

ナ、アガエハナ
――――――――

などのように発音される

と記述している。 

平山(1957)によって記述されている愛媛県喜多郡内子町方言の場合、２モーラ語はア
――

メ

(雨・飴)、ハ
――

シ(橋・箸)、マ
――

ク(膜・巻く・蒔く)、フ
――

ル(降る・振る)のように発音される。

しかし、これらに助詞が付いた文節が連文節かつ第１文節に置かれた場合、アメガ
――――

、ハシガ
――――

、

マイテ
――――

のように発音される。尚、息をとめて発音すれば、アメ
――

ガ、ハシ
――

ガ、マイ
――

テのよう

に発音される。３モーラ以上の語でも同じ特徴が見られる。３モーラ語はサク
――

ラ(桜)、オト
――

コ(男)、ココ
――

ロ(心)、アタ
――

ル(当たる)、シロ
――

イ(白い)のように発音されるが、これらに助

詞が付いた文節が連文節かつ第１文節に置かれた場合はサク
――

ラガ
――――

(桜が)、オト
――

コガ
――――

(男が)、

ココ
――

ロガ
――――

(心が)のように発音される。４モーラ語も同様、クチビ
――――

ル(唇)、オトー
――――

ト(弟)、

センセ
――――――

イ、アイサ
――――――

ツのように発音されるが、これらに助詞が付いた文節が連文節かつ第１

音節に置かれた場合はクチビルガ
――――――――

、オトートガ
――――――――

、センセイガ
――――――――――

、アイサツガ
――――――――――

などのように発

音されると述べている。 
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金田一(1977)が茨城県の水戸三の丸尋高校の高一の女性を対象に行った調査では、２モ

ーラ名詞の場合、単独形は全てソ
――

ラ(空)、ヤ
――

マ(山)、タ
――

ケ(竹)のように発音されるが、「ガ」

が付いて他の文節が続くと、ソラガ
――――

、ヤマガ
――――

、タケガ
――――

のように発音される86。３モーラ名詞

においては単独形では全てイノ
――

チ(命)、ウサ
――

ギ(兎)などのように発音されるが、「ガ」が伴

って次に文節が続くと、イノチガ
――――――

、ウサギガ
――――――

などのように発音されるという。 

熊本県北部諸方言、米沢方言、愛媛県喜多郡内子町方言、茨城県水戸方言における言い

切り形と接続形の特徴をまとめれば、言い切り形は必ず下降が生じ、接続形は下降が現れ

ない点である。これらの方言において言い切り形と接続形の相違を生じさせるのは下降

の有無であると解釈できる。 

 

5.3.3.2. 韓国語の場合 

 韓国語の場合も言い切り形と接続形の相違が見られない方言と見られる方言に分類でき

る。 

言い切り形と接続形の相違が見られない方言は本論文で扱っている４つの方言には存在

しない。尚、Fukui(2003)のチョルラ南道諸方言が言い切り形と接続形の相違が見られない

方言であると考えられる。しかし、Fukui(2003)ではチョルラ南道諸方言について断片的な

記述しかなされていない。それに対し、言い切り形と接続形の相違が見られる方言として

は、本論文で扱っている４つの方言があげられる。 

チョンヤン方言、ソウル方言、ナジュ方言、コソン方言の４つの方言の言い切り形では

チョンヤン方言はAパターンとBパターンが現れ、ナジュ方言とソウル方言はAパターン、

B パターン、C パターンが現れる。コソン方言は D①パターン、D②パターン、E①パター

ン、E②パターンが現れるが、下降の位置から捉えれば、D パターンと E パターンの２種類

の音調型が現れると捉えられる。言い切り形では方言によって現れる音調型に相違が見ら

れる。しかし、４つの方言に見られる言い切り形の音調型は全て下降が見られる点に関し

ては共通している。一方、接続形になると下降が現れなくなるため、ソウル方言、ナジュ

方言、コソン方言が１音節目あるいは２音節目から最後の音節まで高く続く音調型で現れ

る。チョンヤン方言は１音節目から最後の音節まで高く続く音調型で現れる。このことか

ら４つの方言において言い切り形と接続形の相違を生じさせる要素は下降の有無であると

捉えられる。 

 

チョンヤン方言における言い切り形と接続形の例 

(106)’a. pap ｜ mʌk-ʌ.ra (ご飯｜食べ-ろ。) 

          [○]｜[○◎]◎。 

 

                                                   
86 ソラ

――

ガ、ヤマ
――

ガ、タケ
――

ガのように聞こえる場合があると記述しているが、言い切り形である可能 

性が高いと考えられる。 
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b. ip-i｜ka.pjʌp-ta (口-が| 軽-い) 

         [○◎] |[○○]◎。 

 

c. t’ar.ki-ka| ma.sit-ta  (苺-が| おいし-い)   

           [○○◎] | [○○]◎。 

 

d. khoŋ.na.mur-i | pi.s’a-ta (豆もやし-が| 高-い) 

          [○○○◎] | [○○]◎。  

 

ソウル方言における言い切り形と接続形の例 

(51)’’a. nun-i  |  nok-at.ta (雪-が｜解け-た)              

○[◎] | [○◎]◎。 

 

      b. na.mu-ka |  tu.k’ʌp-ta (木-が | 厚-い)          

        ○[○◎]～[○○◎] |  ○[○]◎。 

 

    c. kaŋ.a.ʧi-ka | kwi.jʌp-ta (子犬-が | かわい-い)     

         ○[○○◎] |  [○○]◎。        

 

d. hʌ.ri-ka |  ku.pu.ʧʌŋ.(h)a-ta (腰-が | 曲がっ-ている) 

[○○◎] | ○[○]○○◎～[○○]○○◎。 

 

ナジュ方言における言い切り形と接続形の例 

(70)’a. pjʌ:ŋ-e | kʌr.rjʌt-ne (病気-に | かかっ-た) 

[○:◎]｜[○○]◎。 

 

b. mok-i | ki:r-ta  (首-が｜長-い) 

[○◎]｜[○:]◎。  

 

(44)  c. ʌr.kur-i | no.rat-ne (顔色-が｜黄色-いね) 

          [○○◎]｜[○○]◎。 

 

5     d. ju.ri.ʧhaŋ-i | k’ɛ.ʧjʌt-ta (窓ガラス-が｜割れ-た) 

○[○○◎]|[○]◎。 
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e. sar.rim-i| nʌk.nʌk-ʧhi | mo:t.hʌ-ta (暮らし-が｜豊か-では| な-い) 

          [○○◎]| ○[○◎]   | [○:]○◎。 

 

コソン方言における言い切り形と接続形の例 

(84)’’a. san-i   |  nop-a.ju  (山-が ｜ 高-いです)   

○[◎] | ○[◎]◎。 

 

b. mʌ.ri-ka | ʧ’ar-pa (髪-が | 短-い) 

           ○[○◎]｜○[◎]]。     

 

c. san.twɛ.ʧi.tɯr-i |  tʌp-ʧhɛ  (猪-が | 襲い掛か-る)  

      [○○○○◎]  | [○◎]]。 

 

d. hɛ.ʧa.o.ri-ka  | ʧar |  phit-sʌ  (向日葵-が | きれいに | 咲い-たよ。) 

         [○○○○◎] | [○] | [○◎]]。 

 

      e. nun.sa.ram | man.tɯr-ko | nor-at.ji.ju (雪だるま｜作っ-て| 遊ん-でいました) 

            ○[○○]|[○○◎]|[○◎◎]◎。 

 

下降の有無によって言い切り形と接続形の相違が生じる特徴は上記の４つの方言のみな

らず、先行研究で取り上げている殆どの方言にも該当する。尚、下降の有無によって言い

切り形と接続形の相違が生じる点に関しては共通しているが、Fukui(2003)のピョンアン道

の場合は少し異なる特徴を呈する。この方言は、言い切り形では次末音節のみ高い音調型

で現れるが、接続形では最後の音節のみ高い音調型で現れる。 

 

5.3.3.3．まとめ 

日韓一型アクセントを言い切り形と接続形の相違の観点から分析を行った。両者とも言

い切り形と接続形の相違が見られない方言と見られる方言に分類できる。後者の場合は日

韓一型アクセントに共通した特徴が見られ、言い切り形では必ず下降が現れるのに対し、

接続形では下降が現れない。即ち、日韓一型アクセントにおける言い切り形と接続形の相

違は下降の有無によって生じるのである。 

 

5.4. 本章のまとめ 

 以上、日韓一型アクセントを音調型の数、音韻構造と音調型の関係、言い切り形と接続

形の相違の３つの点から対照考察を行った。 

まず、音調型の数から分析すれば、一型アクセントを１種類の音調型のみを有するもの
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と複数の音調型を有するものに分類できる。日韓両言語とも両者が全て存在する。日本語

の場合、１種類の音調型のみ有する一型アクセントとして宮崎県都城方言と長崎県五島諸

方言などがあげられる。それに対し、複数の音調型を有する一型アクセントとして熊本県

南部諸方言と同県北部諸方言などがあげられる。一方、韓国語の場合、本論文で取り上げ

ている４つの方言は全て複数の音調型を有する一型アクセントに該当する。これらの方言

に見られる複数の音調型は単位の長さと分節音によって現れる音調型の数に相違が見られ

る。一方、１種類の音調型のみ有する一型アクセントには Fukui(2003)のピョンアン道方

言がある。 

次に、音韻構造と音調型の関係から分析した場合、音韻構造は分節音と音節構造に分け

てさらに分析できる。分節音と音調型の関係については、日本語は分節音が音調型の決定

に関与しない方言のみが認められる。それに対し、韓国語は分節音が音調型の決定に関与

する方言としない方言に分かれる。関与する方言の場合、方言差は見られるものの、長母

音、強子音、弱子音・母音が関与する。一方、音節構造と音調型の関係に関しては、日本

語の場合は音節構造が音調型の決定に関与する方言としない方言に分かれる。関与する場

合、方言差は見られるが、長音(ー)、撥音(ン)、促音(ッ)、二重母音のイが含まれた重音

節が音調型の決定に関与する。それに対し、韓国語の場合は管見の限り、全ての方言で音

節構造が音調型の決定に関与しないといえる。 

最後に、言い切り形と接続形の相違の観点から分析を行えば、両言語とも言い切り形と

接続形の相違が見られない方言と見られる方言に分けられる。言い切り形と接続形の相違

が見られる場合は両言語とも共通して下降の有無によって言い切り形と接続形の相違が生

じる。 
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第六章 結論 

第二章から第五章にかけて述べてきた内容を 6.1 節でまとめる。そして、6.2 節では今後

の課題について述べる。 

 

6.1. 本論文のまとめ 

本論文では、韓国語諸方言で文節や句において音声的に複数の音調型が現れても音韻的

な対立を成していないものを全て韓国語一型アクセントと捉える立場からチョンヤン方言、

ソウル方言、ナジュ方言、コソン方言のそれぞれの音調的特徴を記述・分析した。その上

で、４つの方言を比較考察し、韓国語一型アクセントに見られやすい諸特性を取り上げた。

また、日韓一型アクセントを対象に対照言語学的考察を行い、両言語に見られる共通点と

相違点について取り上げた。 

チョンヤン方言、ソウル方言、ナジュ方言、コソン方言は言い切り形と接続形の相違が

見られるため、両者を分けて捉える必要がある。４つの方言に現れる言い切り形の音調型

をまとめて示すと、以下のようになる。 

 

A パターン：１音節目のみ高く現れ、２音節目以降は低く現れる。 

 

B パターン：１音節目と２音節目は高く現れ、３音節目以降は低く現れる。２音節の場合 

は２音節目において音節内下降が現れる。 

 

C パターン：１音節目と３音節目以降は低く現れ、２音節目は高く現れる。２音節の場合 

は２音節目において音節内下降が現れる 

 

D①パターン：１音節目から高く続き、最後の音節が下降調で現れる。 

  

D②パターン：２音節目から高く続き、最後の音節が下降調で現れる。 

 

E①パターン：１音節目から次末音節まで高く続き、最後の音節が低く現れる。 

 

E②パターン：２音節目から次末音節まで高く続き、最後の音節が低く現れる。２音節で 

       は現れない。 

 

 チョンヤン方言は A パターンと B パターンの２種類の音調型が現れ、ソウル方言とナジ

ュ方言は A パターン、B パターン、C パターンの３種類の音調型が現れる。コソン方言は

D①パターン、D②パターン、E①パターン、E②パターンの４種類の音調型が現れる。こ
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れらの音調型の出現は語頭の分節音と関わりを持つ。同じ分節音でも現れる音調型に方言

差は見られるものの、分節音ごとに現れる音調型の様相を分析してまとめてみると、長母

音、強子音、弱子音・母音に分類できる。 

 

1) 長母音 (語頭子音の種類は関係なし) 

 

2) 強子音 - 短母音かつ気息の強い無声有気音、無声無気音、無声歯茎摩擦音、 

無声声門摩擦音である場合 

 

3) 弱子音・母音 - 短母音かつ気息の弱い無声有気音、鼻音、流音、接近音である場合 

と母音始まりの場合 

 

 言い切り形で見られる音調型は分節音と音調型の関係、音調型の数から分析できる。 

分節音と音調型の関係という点から捉えた場合、本論文で扱っている４つの方言とも分

節音が音調型の決定に関与する。尚、４つの方言の２音節には共通して１音節目のみ高い

音調型が現れる。チョンヤン方言、ソウル方言、ナジュ方言では A パターンに該当し、コ

ソン方言では D①パターンに該当する。この音調型は言い切り形の特徴が最も反映された

ものであるため、２音節で現れるのは決まりきった特徴であり、分節音の影響によるもの

ではない。よって、分節音と音調型の関係を分析する際に除外する必要がある。但し、ナ

ジュ方言の長母音の場合は単位の長さを問わず A パターンが現れるため、分節音の影響に

よるものと解釈でき、除外しない。チョンヤン方言、ソウル方言、ナジュ方言における分

節音と音調型の関係を明らかにするためには、２音節の A パターンと分節音を問わず現れ

る B パターンを除外する必要がある。チョンヤン方言の場合、上記の２つの音調型を除外

すれば、３音節に A パターンのみ残される。３音節の A パターンは強子音かつ３音節に限

って現れるため、分節音のみならず、単位の長さも関与するといえる。ソウル方言の場合、

上記の２つの音調型を除外すると、C パターンのみ残される。C パターンは弱子音・母音で

ある場合に限って現れるため、弱子音・母音が C パターンの出現の有無に関与すると捉え

られる。一方、ナジュ方言の場合、長母音であれば A パターンのみ現れるため、長母音が

A パターンの出現の有無に関与するといえる。短母音の場合、上記の２つの音調型を除外す

ると、A パターンと C パターンが残される。A パターンは強子音に限って現れ、C パター

ンは弱子音に限って現れる。そのため、強子音と弱子音・母音はそれぞれ A パターンと C

パターンの出現の有無に関与すると解釈できる。コソン方言の場合は長母音のみ音調型の

決定に関与する。長母音は語頭音節の高さを決定するため、語頭音節が長母音である場合

は D①パターンと E①パターンが現れる。 

音調型の数から考察した場合、一型アクセントは１種類の音調型のみを有する場合と複

数の音調型を有する場合に分けられる。前者はピョンアン道方言が該当し、後者は本論文
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の４つの方言が該当する。チョンヤン方言の場合は A パターンと B パターンの２種類の音

調型が現れるが、両者が現れるのは強子音かつ３音節の場合のみである。ソウル方言とナ

ジュ方言では A パターン、B パターン、C パターンの３種類の音調型が現れる。ソウル方

言は２音節では３種類の音調型が現れ、３音節以上では２種類の音調型が現れる。ナジュ

方言の場合は２音節以上では３種類の音調型が現れる。コソン方言では D①パターン、D②

パターン、E①パターン、E②パターンの４種類である。尚、２音節では E②パターンを除

いた３種類の音調型が現れる。 

言い切り形と接続形の相違から考察を行うと、チョンヤン方言、ソウル方言、ナジュ方

言、コソン方言は共通して下降の有無によって言い切り形と接続形が生じるといえる。 

４つの方言に見られる上記の特徴から韓国語一型アクセントに現れやすい５つの特性が

挙げられる。尚、特性 5)はチョンヤン方言、ソウル方言、ナジュ方言に見られる特性であ

る。 

 

1) 言い切り形と接続形の相違が見られる特性 

 

2) ２音節において１音節目のみ高い音調型が現れる特性 

 

3) 複数の音調型を持つ特性 

 

4) 複数の音調型はその出現において分節音が関与する特性 

 

5) B パターンは分節音の影響を受けない特性 

  

日韓一型アクセントを対象に音調型の数、音韻構造と音調型の関係、言い切り形と接続

形の相違の３つの点から対照言語学的考察を行い、以下の結論を得た。 

まず、音調型の数から捉えた場合、日韓両言語とも一型アクセントを１種類の音調型の

みを有するものと複数の音調型を有するものに分類できる。前者の場合、日本語では宮崎

県都城方言と長崎県五島諸方言などがあげられ、韓国語ではピョンアン道方言があげられ

る。一方、後者の場合、日本語では熊本県南部諸方言と同県北部諸方言などがあげられ、

韓国語では本論文で取り上げているチョンヤン方言、ソウル方言、ナジュ方言、コソン方

言の４つの方言が全てあげられる。 

次に、音韻構造と音調型の関係に関しては、音韻構造を分節音と音節構造にさらに分け

て分析できる。分節音と音調型の関係については、日本語では音調型の決定に分節音が関

与しない方言のみ認められる一方、韓国語では音調型の決定に分節音が関与する方言とし

ない方言に分類できる。関与する方言の場合、方言差は見られるが、長母音、強子音、弱

子音・母音が関わる。音節構造と音調型の関係については、日本語では音節構造が音調型
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の決定に関与する方言としない方言に分かれる。関与する場合、方言によって関わる要素

に違いは見られるものの、長音(ー)、撥音(ン)、促音(ッ)、二重母音のイが含まれた重音

節が音調型の決定に関わる。それに対し、韓国語の場合は管見の限り、全ての方言で音節

構造が音調型の決定に関わらない。 

最後に、言い切り形と接続形の相違から捉えた場合、両言語とも言い切り形と接続形の

相違が見られない方言と見られる方言に分類できる。言い切り形と接続形の相違が見られ

る場合は両言語とも共通して下降の有無によって言い切り形と接続形の相違が生じる。 

 

6.2. 今後の課題 

本論文で扱っている４つの方言は最初の２音節の音調的特徴によって全体の音調型が特

徴づけられるものと、次末音節と最後の音節の音調的様相によって全体の音調型が特徴づ

けられるもののどちらかに該当している。しかし、李華春(2013a、2013b)の中国朝鮮語撫

順方言は語頭音節の高さと最後の音節によって全体の音調型が特徴づけられる。この事実

は韓国語一型アクセントには本論文の４つの方言とは異なる音調的特徴を有する方言が他

にも存在し得る可能性を示唆している。そのため、今後、一型アクセントと予想される方

言をできるだけ多く調査・分析していき、韓国語一型アクセントに見られる音調的特徴を

全て明らかにする必要がある。 

 本論文では４つの方言を対象とした。地域別に１つの方言を選別し、調査・分析を行っ

ているが、韓国語一型アクセントの特性として一般化する上で、十分な数であるとは言い

難い。そのため、今後、数多くの方言を調査することで、本論文で述べた韓国語一型アク

セントにおける５つの特性の一般性を一層明らかにしていかなければならない。 

韓国語一型アクセントの言語地理学的分布を明らかにする必要もある。しかし、単なる

一型アクセントの分布の究明だけでなく、同じ音調的特徴あるいは類似した音調的特徴を

有する一型アクセントがどのような言語地理学的分布を成すかについて究明する必要もあ

る。同じ一型アクセントであっても音調的特徴に相違が見られるからである。本論文で取

り上げている４つの方言においては、チョンヤン方言、ソウル方言、ナジュ方言は類似し

た音調的特徴を有し、言語地理学的に韓国の西部に分布している。それに対し、韓国の東

部に位置しているコソン方言はチョンヤン方言、ソウル方言、ナジュ方言とは全く異なる

特徴を有している。今後、言語地理学的な観点から音調型の分布を検討していかなければ

ならない。 

日韓一型アクセントの対照言語学的考察においても、本論文では、音調型の数、音韻構

造と音調型の関係、言い切り形と接続形の相違といった３つの観点から分析を行っている

が、今後、様々な観点から分析する必要があると考えられる。一方、日本語一型アクセン

トの場合は先行研究を主に用いたため、韓国語一型アクセントと対等な条件で十分な分析

を行えたとは言い難い。日本語一型アクセントにおいても現地調査を行い、韓国語一型ア

クセントと対等な条件から分析していかなければならない。 
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